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最愛なる妻へ～皇帝陛下は新妻への愛欲を抑えきれない～










序章　devotion




　ここはスニーク大帝国、雪の国。

　一年のほとんどを白で覆いつくされたこの国の風景を、まるで時の止まった世界のようだと人は言う。




　スニーク帝国皇帝イヴァン・ロマーノヴィチ・アスケルハノフは、新妻と初めて過ごす夜を迎えていた。

　幼なじみでもある隣国の王女ナタリアを妻に迎え、今日の昼間に結婚式を終えたばかりだ。

　皇帝夫婦のために新しく用意された寝室は広く、外からの寒気を遮るため二重の絨じゅう毯たんや厚い壁紙で覆われている。外からの冷気が入り込んでこないよう、窓はモスリンやベルベットなど四重のカーテンに覆われているが、今日は風が強いようでガタガタと窓枠を震わせていた。

　部屋に置かれた大型の天蓋付きベッドにも二重のカーテンが下がり、中はカーテン越しの暖炉の明かりにほんのりと照らされている。

「ナタリア……綺麗だ」

　イヴァンは自分の体の下に組み敷いたナタリアの姿を青緑色の瞳に映し、こみ上げてくる喜びを噛みしめながら言う。

　彼の新妻は――ナタリアは、美しかった。

　金と銀の交じったプラチナブロンドも、一片のけがれもない白くなめらかな肌も、長いまつ毛に縁取られた伏し目がちな目も、男を惑わすような甘い目もとも、細くて高い整った鼻も、春に咲く花のような淡紅色の唇も。

　まるでこの世の物ではないのではと惑うほど、彼女は白く、儚はかなく、美しかった。

「ナタリア……愛している。心から愛している。お前は俺の妻だ」

　長年想い続けてきた彼女をようやくすべて手に入れられる喜びに、イヴァンは魂が震えるのを感じた。

「……イヴァン様」

　小さな声でささやいて、ナタリアは恥ずかしそうに目を閉じる。

　イヴァンは自分の名を呼んでくれたその愛おしい唇にキスを落とし、深く重ね、やがて止まらない情熱に背を押され甘く激しく舐ねぶっていった。

「ナタリア……」

　愛しさを止められない。一秒でも早く彼女とひとつになりたいと急く情欲と、時間をかけて愛で慈しみ味わいたい願望が交じり合って、イヴァンの熱を高めていく。

　ナタリアのすべてが知りたくて、彼女のまとっている薄絹の寝間着のリボンをほどいたときだった。

　閉じられていたナタリアのまぶたが、ゆっくりと開いた。

　まぶたの奥から現れた瞳がさっきとは違い、うつろに遠くを見ていることに気づいて、イヴァンの表情が一変する。

　たった今まで抱いていた情熱が一気に引き、イヴァンの顔が見る見る悲しみにゆがんだ。

「……ローベルト……」

　新妻の麗しい唇が、ほかの男の名を呼ぶ。

「ローベルト……どこ……ローベルト」

　つぶやくナタリアの瞳には、なにも映っていない。ここではないどこか遠くを見ながら、帰ってこない男の名を呼ぶ。

「捜しに行かなくちゃ……ローベルトを、捜しに」

　ブツブツと独り言ちながら体を起こそうとしたナタリアの肩を、イヴァンは掴んで強くベッドに押しつけた。

「俺を見ろ、ナタリア！　お前の夫だ！　お前はこの俺の、イヴァンの妻になったんだ！」

　怒鳴るつもりではなかったのに、感情を抑えきれなかった。

　十年以上想い続けてきたナタリアを、ようやく妻にできる夜のはずだった。祈りにも似た願いを打ち砕かれて、イヴァンは神の無慈悲さに絶叫したくなる。

　男の手で力ずくで肩を押さえ込まれて、ナタリアの顔が恐怖に染まっていった。

「嫌あぁっ！　やめて！　誰か！　ローベルト、助けて！」

　肩を押さえるイヴァンの腕に爪を立てて、ナタリアは泣きわめきながら頭を左右に振って暴れる。

「ローベルト！　助けて、ローベルト！」

「ローベルトはもういない！　俺を見るんだ、ナタリア！」

　ナタリアの爪が食い込んだイヴァンの腕から、細く血が流れていった。

　ナタリアは泣きわめき、暴れて、美しい人形のような顔を涙でグシャグシャに汚す。まるで聞き分けのない幼子のように。

　やがて騒ぎを聞きつけた侍従らが部屋の前に集まり、激しいノックと共に「陛下！　いかがなさいましたか!?」とドアの向こうから問いかけてきた。

「なんでもない！　散れ！」

　ドアに向かってイヴァンが一喝すると、その隙を狙ってナタリアが彼の体を力いっぱい押しのけた。

　ふいに喉を押されたせいで力のゆるんだイヴァンの体の下から、ナタリアがスルリと逃げ出す。

　しかしベッドを下りたところですぐにうしろからイヴァンにつかまってしまい、ナタリアは再び泣きわめいた。

「ローベルト……、ローベルト……！」

　ナタリアの体をうしろから抱き込み、イヴァンはそのまま床に力なく座り込む。

「……ナタリア」

　その顔は威厳にあふれる大帝国の皇帝ではなく、ひとりの男として果てしない悲しみと苦悩に満ちていた。

　ローベルトの名を繰り返し呼びながら泣き続ける妻を抱きしめ、肩口に顔を押しつけながらイヴァンはかすれた声でつぶやく。

「愛している……ナタリア……」

　くるおしいほど切ないその言葉は、最愛の妻には届かない。

　なぜなら彼女の心は今、九年前のあの日をさまよっているのだから。




　――ここはスニーク大帝国、雪の国。

　一年のほとんどを白で覆いつくされたこの国の風景を、まるで時の止まった世界のようだと人は言う。










一章　罪のためのいけにえ




　スニーク帝国は大陸でも一、二を争う強豪国だ。

　およそ二百年前に現在のアスケルハノフ王朝になってから、経済、文化ともに目覚ましい発展を遂げ、近代化が進むとともに最強の軍事力も誇るようになった。

　大陸の北部に広大な土地を有してはいるが、その半分以上が作物も育たない極寒と豪雪の地だ。残りの土地も寒さに強い作物が育ちはするものの、一年のうち半分以上は雪が積もっている。

　それゆえ帝都であるコシカも短い夏が過ぎれば秋の風を感じる間もなく冬になり、西と東の文化を融合した独特の街並みは白一色に覆われるのだった。

　そんなコシカの街に、そろそろ雪が降り始める頃。

　三ヶ月前にアスケルハノフ王朝六代目皇帝として王座に就いたイヴァン・ロマーノヴィチ・アスケルハノフが、己の結婚を発表した。

　相手は南西に位置する隣国のシテビアの王女、ナタリア。イヴァンより五歳年下で母方がアスケルハノフ家の血を引く遠縁でもある。

　小国シテビアは独立国ではあるがほぼスニーク帝国の支配下にあり、スニーク帝国の権威を維持するためにも、この結婚が有効なのはいうまでもなかった。

　国益の観点から見ても、家柄や年齢から見ても問題がないどころか好ましいこの縁談に、スニーク帝国の廷臣らがそろって反対の声をあげたのは、たったひとつの問題があったからだ。

　それは――。

『なりません！〝雪スネグー姫ラチカ〟を娶めとられるなど、国益以前の問題です！』

〝雪姫〟とは、スニーク帝国はじめ北方国に伝わる雪の妖精のことだ。

　ナタリア王女はスニーク帝国だけでなくシテビア王国の宮廷官たちにまで、〝雪姫〟と呼ばれていた。

　それは白く儚く美しい彼女に対する羨望、そして――〝まるで人間ではないような生き物〟という侮蔑の意味が込められた呼び名だった。

『俺の妻になる女を〝雪姫〟と呼ぶな。ナタリアは人間だ。なにも問題はない。俺がこの腕で抱きしめることも、愛し合い子を生なすこともできる』

　イヴァンはそう言って、大臣や諸侯らの反対を押しきりナタリアとの結婚を決めた。

　廷臣たちは嘆きのため息を漏らし、口々に噂した。

『この結婚をローベルト様がお許しになるはずがない』と。




＊＊＊




　――九年前。

　シテビア王国第一王女ナタリア、十歳。スニーク帝国第一皇子ローベルト、十七歳。第二皇子イヴァン、十五歳の早春。

　翌週に控えたナタリアの誕生日を祝うため、帝都コシカより遠く東のブールカン山脈にあるアスケルハノフ家の離宮には、両王家が集まっていた。

　離宮の庭には厚い雪が積もり、真冬の抜けるような青空の下、和やかな笑い声が響き渡る。

「きゃあ！　止めて、イヴァン！　怖いわ！」

「あははは！　ナタリアは臆病だなあ」

「意地悪！　止めてったら！」

　広大な庭を、トナカイの引く一台の小さなソリが駆け回る。羊の毛皮のコートにうずくまるように身を縮めている少女と、快活な笑い声をあげる少年を乗せて。

　ようやくソリを止めてもらった少女は逃げ出すように席から立ち上がると、ソリのステップからピョンと飛び降りて雪の上に着地した。

　毛皮の帽子から漏れこぼれた髪は日差しを受けて金色と銀色に代わる代わる輝き、まるで少女自身が光をまとっているかのように見せる。

「イヴァンは意地悪だわ。いつも私をからかって喜んでいるんだもの」

　寒さで赤みを差した白い頬を膨らませ怒ってみせる少女に、少年はソリの御者台から飛び降りるとクククと口の端を持ち上げて笑った。

「意地悪ではないだろう？　ちゃんと止めてあげたじゃないか。それにソリに乗ってみたいと言ったのはナタリアだ。だからこうして従僕の手も借りずに俺が用意してやったというのに」

　毛皮の裏地がついたマントを風にはためかせて、少年は彫刻のように整った顔を屈託なく破顔させて言った。青い瞳は微かに緑色を帯び、鋭い形の目の中央で生き生きときらめいている。クセのない濃こい藍あい色いろの髪は、まるで冬の夜空のように深く澄んだ色をしていた。

「乗ってみたいとは言ったけど、走らせてみたいとは言ってないわ。それも全力で」

「わがままだな、ナタリアは。そんなことじゃ将来、夫の手をわずらわせる悪い妻になるぞ」

　憎まれ口をたたきながらも、少年は少女の乱れてしまった襟巻を整えてやる。

　少女はそれに口もとをうずめると「……わがままじゃないわ」と唇を尖らせていじけたようにつぶやいた。

　そのとき、うしろから雪を踏みしめて歩く足音が聞こえ、少女と少年がそろって振り返る。

「ローベルト！」

　子供のようにふてくされていた少女の顔が、一瞬で幸福の笑みに染まった。

　振り返った先にいた青年は優美な顔に穏やかな笑みを浮かべると、厚い手袋に包まれた手をゆるく振って近づいてくる。

「遅くなってごめん。ナタリア、どうだい？　初めて乗ったソリの感想は」

「スピードがうんと出て怖かったわ。でも、もう一度乗りたい。今度はローベルトと一緒に！」

　少女は寒さで赤くなった頬をさらに薔ば薇ら色に染め、長いまつ毛に囲まれた目を何度もしばたたかせながら、彼に向かってはにかんだ。

　ふたりが和やかに会話を弾ませる様子を、少年はただ黙ってしばらく眺める。それから大げさな笑顔を作って、明るく声をかけた。

「よし、じゃあふたりとも乗りなよ。俺がまた御者をやってやる」

　雪の積もった離宮の庭に、若者たちの明るい笑い声がこだましていた。

　ナタリアは、生まれたときからローベルトと結婚することが決められていた。

　スニーク帝国によるシテビア王国への支配を強めるための政略結婚ではあるが、遠縁として仲のよい両王家の友好の証でもあった。

　両王家は休暇を共に別荘で過ごすなど家族ぐるみで盛んに交流し、ナタリアとローベルト、それにローベルトの弟であるイヴァンの三人は、幼なじみと呼べるほど仲睦まじく育った。

　ローベルトとイヴァンは愛らしいナタリアを妹のようにかわいがり、ナタリアもふたりを本当の兄のように慕っていた。

　しかし無邪気な三人の関係は、ナタリアの成長と共に少しずつ形を変えていく。

　最初に恋を覚えたのはナタリアだった。

　それは未熟な少女の淡いものだったけれど深く彼女の心に根づき、いつしかナタリアは自分がローベルトの婚約者であることに幸福を感じるようになっていった。

　次に恋を知ったのはイヴァンだった。

　ナタリアがローベルトに見せる笑顔が自分に向けられるそれとは違うと気づいてから、彼の胸は痛むようになった。

　その傷は日を追うごとに深くなり、初恋を覚えたばかりの少年は幸福よりも先に、報われない想いの切なさばかりを知ることになる。

　ローベルトがナタリアに抱いていた気持ちは恋だったのだろうか。

　ナタリアより七歳年上の彼が彼女に恋慕の情を抱いていたかはわからない。ただ彼が小さな婚約者を心から大切に思っていたことは確かで、それはもしかしたら恋ではなく愛と呼べるものだったのかもしれない。

　少しずつ大人の階段を上り形を変えていきながらも、三人は互いを大切に思い共に過ごす時間をかけがえのないものだと感じていた。




　三人は楽しい時間を過ごした。

　ともに雪原をソリで駆け、暖炉の前で本を読み、夜はパーティーで背伸びをしてワルツを踊る。

　けれど楽しければ楽しいほど別れはつらく、いよいよ帰国が明日に迫ったその日。寂しさからすっかりいじけてしまったナタリアを、ローベルトとイヴァンは苦笑しながらなだめていた。

「またすぐに会えるよ、ナタリア。それに手紙も書く。いつもきみを思うよ」

　泣くのをこらえてむくれながら歩くナタリアの後を、ローベルトが慰めの言葉をかけながらついていく。

　離宮は山から少し離れた場所にあって、街へ向かう道を反対に行くと、山に続く川と森林公園があった。ナタリアが川沿いのプロムナードを気に入っていたので、この自然豊かで静かな道を散歩するのはここに来てから三人の日課になっていた。

　けれど今日ばかりは、彼女の足取りは弾んでいない。フェルトのブーツに包まれた足で、一生懸命に雪を踏みしめ大股で歩いている。

「そんなの嘘よ。だって国に帰ったらローベルトは軍務に就くのでしょう？　きっと軍隊の生活に夢中になって、私のことなんかちっとも思い出さなくなっちゃうわ」

　ナタリアの言う通り、十七歳になったローベルトは王家の決まりで軍務に就くことになっていた。女の入り込めない世界に彼が行ってしまうことに、ナタリアは置いてきぼりを食らうみたいで寂しくて仕方がない。

　どうにも機嫌の直らないお姫様の背中を追いかけながら、ローベルトとイヴァンは顔を見合わせて苦笑する。

「ナタリア。あまり兄上を困らせるなよ。兄上は約束を破るような男じゃないって、お前だってわかってるだろう？　それにどうしても寂しくなったら俺がいる。シテビアまで俺が会いに行ってやるよ」

　イヴァンなりに慰めようとした言葉だった。しかし残念ながらそれは、かえって彼女の気持ちを乱してしまう。

「嫌！　ローベルトがいいの！　ローベルトに毎日会いたい！」

　そう言って首を横に振ると、ナタリアはついにその場にしゃがみ込んで泣きだしてしまった。ローベルトとイヴァンは再び顔を見合わせて眉尻を下げ、どうしたものかと途方に暮れた。

「困ったお姫様だな、ナタリアは。どうすれば僕が遠くにいてもきみを忘れないって、信じてくれる？」

　ナタリアの脇にしゃがみ、彼女の小さな背をなでながらローベルトが尋ねる。

　駄々をこねても怒らないどころか、優しく慰めてくれる婚約者のことが好きでたまらないのに、今のナタリアは素直になれない。

　本当はその胸に飛び込んでしばらく泣かせてくれたら、気が済んだかもしれないのに。寂しさと、素直に甘えることを恥じる年頃であることが、ナタリアの本当の気持ちの邪魔をする。

　抱えた膝に突っ伏した顔を上げられないまま、ナタリアは拗すねた口調で言った。

「手紙を書いて。毎日よ。必ず、毎日」

「毎日かぁ。移動中は難しそうだけど、がんばるよ。約束する。それから？」

「今夜はずっと一緒にいて。私の手を握って、ひと晩中お話をして」

「わかった。ナタリアのお父様とお母様にそうさせてもらえるよう、お願いするよ。ほかには？」

「帰る前に、礼拝堂でキスをして！　結婚式みたいに！」

「それは……さすがにきみのお父様がお許しにならないよ」

「おでこでもいいから！」

「わかった。一応お願いしてみるよ。ほかには？」

　どんなわがままでもローベルトがかなえようとしてくれるものだから、ナタリアはだんだん楽しくなってくる。さっきまでベソをかいていた顔はすっかり明るさを取り戻し、頬を薔薇色に染めて瞳をキラキラと輝かせている。

「あとはね、あとは――贈り物が欲しい！　綺麗で、この世にひとつしかなくて、ローベルトの気持ちがうんとこもってるもの！」

　最後にとんでもないわがままを言ったもんだと、ローベルトの陰でイヴァンが密かに眉をひそめる。

『綺麗』だけならば宝石でも贈ればよいが、この世にひとつしかなくて気持ちがこもってるとなると、首をかしげざるを得ない。まさか手作りの工芸品でも贈れというのか。明日には帰路に就くのだからろくな時間もないというのに。

「間違っても木彫りの熊なんて贈らないでちょうだいね」

　愛らしい目を三日月形にして微笑み、ナタリアは得意そうに笑う。

　さすがにこれにはローベルトも悩んでしまい、「綺麗でこの世にひとつで心のこもっているものか……」と腕を組んで考え込んでしまった。

　そんな彼の姿を見てクスクスとおかしそうに肩を揺らしたナタリアは、満足したように立ち上がって「嘘よ。もういいわ」と告げようとした。ところが。

「あ、――そうだ」

　なにかを思いついたようにローベルトは顔を上げる。

　そして北に広がる森林公園をチラリと見やってから、自分も立ち上がってナタリアの頭を帽子越しになでた。

「わかったよ、ナタリア。とっておきの贈り物をしてあげる。約束するよ、だから少しだけ待ってて」

「え……本当？」

　まさか無茶を承知で言ったわがままを受け入れてもらえるなんて、ナタリアは驚いて青い目を何度もまばたかせる。

　ローベルトはやわらかに微笑んでうなずくと、振り返ってイヴァンに告げた。

「イヴァン。悪いがナタリアを連れて先に離宮へ戻っててくれ」

　イヴァンはうなずきながらも、やはり驚きの表情を隠せない。

「街へ行くのか？　だったら一度離宮に戻って護衛をつけた方が」

　てっきり街の商店でなにかを見繕ってくるのかと思ったけれど、ローベルトは首を横に振ってみせる。

「違うよ。それにすぐ戻るから護衛はいらない。侍従長たちにも心配しないように言っておいてくれ」

　いったいローベルトはどこへなにを取りに行くのだろうか？　見当のつかないナタリアとイヴァンは、不思議そうに顔を見合わせてしまった。

　結局ローベルトはどこへ行くのか教えてくれないまま、ナタリアとイヴァンを先に帰らせた。

　ふたりは何度も振り返りながら、大きく手を振るローベルトの姿が遠ざかっていくのを見つめる。

　ナタリアの胸には、期待があふれていた。彼がどんな宝物を贈ってくれるのか、夢のような想像ばかりが膨らむ。

「イヴァン。私ね、ローベルトがなにを贈ってくれても、きっと喜ぶと思うわ。だってもう、こんなにうれしくてたまらないんだもの。古ぼけた帽子でも、木彫りの熊でも、きっと一番の宝物になると思う」

　その日はよく晴れていて、午後のキラキラとした日差しがナタリアを包んでいた。

　そんな彼女の横顔を、心の底からイヴァンは綺麗だと思う。

　空色の瞳はいっぱいの希望にあふれていて、これから数えきれない幸福を受け取るに違いない。

　ナタリアはきっと世界一幸せな女の子になる。――そのときのイヴァンは、たしかにそう思った。

「……そうだな。兄上のことだ、きっとお前がすごく喜ぶ贈り物をしてくれるに違いないよ」

　隣を歩く少女をまぶしそうに眺めながら、イヴァンはこの幸福なきらめきが永遠に続くことを祈った。




　早春の早い日暮れは、空を真っ赤な血のように染め上げていた。

　あれから三時間が経っていた。

『すぐ戻る』という約束とはほど遠いその状況に離宮は騒然となり、ローベルトを捜しに出た護衛隊のうち、森林公園方面に捜索に行った隊が真っ青な顔で戻ってきたのは、夕日が沈みきる前のことだった。

　両王家夫妻と衛兵と侍従たちで不穏にざわめく玄関ホールに、ナタリアとイヴァンも駆けつける。

「どうしたの!?　ローベルトになにがあったの!?」

　大人たちの間を縫って進もうとするナタリアの体を、そこにいた衛兵が慌てて掴んで止めた。

「なりません、ナタリア様！　部屋にお戻りください！」

　けれど止めようとする衛兵や侍従らの手を、イヴァンが振り払ってナタリアを放させる。

　そして大人たちの制止を振りきって玄関ホールまで出たふたりは、そこで変わり果てたローベルトの姿を見た。

　担架に乗せられ運び込まれたローベルトは、人の形を成していなかった。

　狼か熊か、獣に食い荒らされ、その肉塊がローベルトだと証明できる物は彼が身に着けていた衣服の一部と、アスケルハノフ王家の紋章がついた剣帯だけだった。そして――。

「……花……」

　硬直している左手に握られたままの小さな花を見て、イヴァンがつぶやく。

　それは、雪割りの花。

　雪を割って一番はじめに芽吹く、森に春の訪れを知らせる花。

　普通は青い花弁をつけるそれは、まるで雪のように白い花弁をつけ、ローベルトの血を赤く鮮やかにまとっていた。

　彼が死の間際まで握っていたその花がなにを意味するのか。

　雪に覆われた大地でたったひとつ花を開き、彼が自ら森を探し想いを込めて摘み取った、美しい花が――。

　――『あとはね、あとは――贈り物が欲しい！　綺麗で、この世にひとつしかなくて、ローベルトの気持ちがうんとこもってるもの！』

　ほんのわがままのつもりだった。彼が無理だと断っても、怒るつもりはなかった。

　こんな結末になるなんてこれっぽっちも思わなかった。こんな悲劇なんて望んでいなかったのに。

「……ローベルト……」

　つぶやいて、ナタリアは意識を手放した。




　愛する人を失った悲しみが、自分のわがままのせいで彼を残酷な死に追いやった自責の念が、両国の関係に亀裂を入れてしまった王女としての責任が、まだ十一歳になったばかりの少女の心に襲いかかる。

　死よりつらい苦しみを受け入れなくてはならない少女に、神は慈悲をお与えになった。

　神はナタリアの記憶を奪い、言葉を奪い、そして、心までも奪った。

　ローベルトの死を目まのあたりにして意識を失ったナタリアは、目覚めた後、なにもかもを失っていた。

　ひと言もしゃべれなくなった彼女は感情さえも失い、まるで呼吸するだけの人形だ。

　希望に輝いていた瞳はうつろに宙を見つめ、声をかけられても聞こえていないかのようにピクリとも動かない。

　食事も着替えも自分からしようとはせず、病人のように介助が必要になった。

　ショックで心が壊れてしまったのだと、医師は説明した。この先、治るかどうかもわからないと。

　両親も宮廷も国民も誰もが嘆き悲しみ、やがて涙が乾く頃、ナタリアはひっそりと隠されるようにシテビア王国の南の辺境にある離宮、チェニ城へと移され――公式の場に彼女が姿を見せることはなくなった。

　森に囲まれた誰も訪れない城で、ナタリアは誰とも心を通わせることなく育つ。

　生きているのか死んでいるのかもわからない年月を過ごしながら、それでも彼女は美しく育っていった。

　世話係らは嘆いた。「王女様はあんなにお美しく成長なされているのに、笑みひとつこぼされない。まるで我々とは心を通わせることのできない雪の妖精のようだ」と。

　そんなナタリアに小さな奇跡が起きたのは、ローベルトの死から四年が経った十五歳のとき。

　誰も訪れなかったチェニ城に、数台の馬車がやって来た。スニーク帝国王家のグリフォンの紋章をつけた馬車が。

　訪れたのは、スニーク帝国皇太子となったイヴァンだった。

　四年前にローベルトが亡くなったことで、スニーク帝国とシテビア王国は一時的に険悪な関係に陥り、帝位継承一位の皇太子を失ったスニーク帝国国内もしばしざわついていた。

　ようやくそれが収まり、両国の関係も良好とまではいかないが修復されつつあるときだった。

「ナタリアに会いにきた」

　十九歳になり、すっかり少年から青年へと様変わりしたイヴァンは、眉目秀麗な面立ちはそのままに男らしさを増し、次期皇帝としての威厳も兼ね備えた男性になっていた。

　四年ぶりにナタリアに再会した彼は、十五歳になった彼女の姿を見て目を見張る。

　言葉も心も失いチェニ城に軟禁されていると聞いていた彼は、ナタリアはきっと病人のようにやつれ、少女だった頃のはつらつとした魅力的な面影は失せているのだろうと想像していた。

　しかし、窓際の椅子に腰かけあてもなく宙を見つめるナタリアは――息をのむほど美しかった。

　もともと色の白かった肌は人ならざるもののように青白く、神秘的な美しさを誇っている。生命力にあふれていた瞳の輝きは失せ、ここではないどこかを見ているようにうつろなのに、まつ毛の影を落とした青い瞳はまるで永久に凍りついた海のように謎めいていて、強烈に惹きつけられた。

　どこかくたびれた印象のプラチナブロンドの髪束が表情のない顔にくったりとかかり、彼女の消えてしまいそうな儚さに拍車をかけていた。

「……ナタリア……」

　彼女の部屋を訪れたイヴァンはほかの者を下がらせ、小さく呼びかけてから窓際へと足を進める。

　案の定、ナタリアはその声に反応しない。

　けれどイヴァンが目の前に立ち、手袋をはずした素手でそっとナタリアの顔にかかっていた髪束をのけてやると、ナタリアが微かに反応した。

「ナタリア。俺がわかるか？　イヴァンだ。……ずっと会えなくて悪かった。けど、もう大丈夫だ。うちの国は半年前から父上が病床につき、今は俺が実権を握っている。もう両国の不和はない。だからこれからは、こうしてお前に会いにくることもできる」

　イヴァンの話を聞きながら、ナタリアが少しずつ顔を上げた。表情は変わらず話を理解できているとはとても思えなかったけれど、驚くべき反応だった。

「今までこんなところにひとりぼっちで閉じ込められて、つらかったな。まともな教育もされず、社交界にも出されず、かわいそうに。けどそれももう終わりだ。この城は両王家協議のうえ、アスケルハノフ家の所有となった。これからはお前の自由も、俺が保証する」

　幼子を慰めるように、イヴァンがナタリアの頭を軽くなでる。天然のカールがゆるくかかったプラチナブロンドの手触りは、雨に濡れた若草のようにやわらかかった。

「俺がどうしてそんなことをするかわかるか、ナタリア？　……俺は数年後、帝冠を戴いた暁には、お前を后にしようと考えている。だからお前にはもとの精彩さを取り戻し、帝国の妻としてふさわしい教養を身に着けてほしい。大丈夫だ、俺に任せろ。閉じ込められていた無駄な四年間なんか、すぐに取り戻してやる」

　イヴァンは希望と活力に満ちた声で言った。

　彼はこれっぽっちも疑っていなかったのだ、ナタリアが元気さえ取り戻せばすべてが順調にいくはずだと。

　ナタリアはローベルトの死を目のあたりにしたショックで一時的に落ち込み、言葉を失っただけだ――四年間彼女に会うことなく、人づてに話を聞いていたイヴァンはそう思い込んでいた。

　彼は知らない。ナタリアの心はもはや、形などなくしていることを。

「兄上の……ローベルトのことはお前にとっても不幸なことだったと思う。けれどいつまでも悲しみにとらわれていては駄目だ。前に進もう、ナタリア。大丈夫だ、俺がついている」

　イヴァンがそう語りかけたとき、奇跡が起きた。

　うつろだったナタリアの瞳が大きく開かれ、四年間声を発さなかった唇が震えながら動く。

「……ローベルト……」

　四年ぶりに麗しい唇から紡がれたのは、彼女が沈黙する前につぶやいたのと同じ名だった。

「ナタリア……！」

　イヴァンは希望に破顔する。ひと言もしゃべらなくなったと聞いていたナタリアが、さっそく言葉を発したのだ。自分の力があれば彼女の回復は早いと、彼が希望を見いだすのも当然だった。

　けれども。

　奇跡が必ずしも喜びをもたらすとは限らない。それはあるいは、新たな絶望の扉を開く鍵にもなり得るのだから。

「……ローベルト、どこ……？」

　ゆらりと椅子から立ち上がりながら、ナタリアがつぶやく。

　その瞳に目の前のイヴァンは映っていない。

「ナタリア？」

　彼女の様子がおかしいことに気づいても、イヴァンはまだその絶望の形には気づかない。

「……捜しに行かなくちゃ……もう、日が暮れてしまうわ」

　まるで違う景色を見ているように、ナタリアは宙を見つめながら歩きだす。イヴァンにぶつかり、椅子にぶつかってよろけながらなお、さまようように。

「ローベルト……どこ……ローベルト……」

　ナタリアの異常さを、イヴァンは少しずつ理解して背筋を冷たくした。まるで悪夢を見ているようなこの状況に、顔が勝手にこわばっていく。

「……ナタリア、冗談はよせ。昔の真似など笑えないぞ」

　あてもなく部屋の中をノロノロとさまようナタリアの腕を、掴んで止めた。

　振り返ったナタリアの人形のように無表情な顔に、驚きと恐怖の色を浮かぶ。

　これもまた四年ぶりに起きた奇跡で――新たな絶望の扉が開いた瞬間だった。

「嫌ぁああっ！」

　絶叫したナタリアはイヴァンの手を振り払って、逃げるように駆け出す。テーブルにぶつかり転び、その拍子に落ちた燭しょく台だいのろうそくの火が絨毯に燃え移る。

「ナタリア！」

　イヴァンは火がナタリアのドレスに燃え移る前に慌てて叩き消し、倒れたままの彼女を抱き起こした。

　けれどナタリアはイヴァンの腕から抜け出そうと、力いっぱい手足を暴れさせる。

「嫌っ！　嫌ぁっ！　助けてローベルト！　ローベルトぉっ！」

「落ち着けナタリア！　俺だ、イヴァンだ！　怖がらなくていい！」

「ローベルト助けて……！　どこにいるの、ローベルト……」

　抱きしめ押さえようとするイヴァンの胸を叩き、彼の手に爪を立てながら、やがてナタリアは泣きじゃくりだした。まるで幼子のように。

「ローベルトぉ……、ローベルト……」

「……ナタリア……」

　いくら四年間も王女教育がなされていないとはいえ、十五歳の少女とは思えないありさまだった。

　その姿にイヴァンは既視感を抱く。ああ、これは――子供の頃のナタリアだ、と。

　彼はようやく気がついた。十五歳のナタリアの心が今ここにはないことに。

　彼の声に応えたのは、眠り続けていた四年前のナタリアだ。ローベルトの死を受け止めきれなかった彼女の心は、その直前で時を止めることを選んだ。たとえそれが、永遠に彼の帰りを待ち続けることになるとしても。

「……ナタリア……！」

　イヴァンは美しい顔を苦悩にゆがめ、腕の中のナタリアを強く抱きしめる。

　――ずっと焦がれていた少女は、兄の婚約者だった。そして大きな悲劇の後、紡ぎ直した運命で彼女と共に悲しみを乗り越えて未来を歩もうと思った。

　けれど差し伸べた手は振り払われ、未来に続く希望の道は暗闇に塞がれた。

　イヴァンの愛に、行き場はない。

　――それでも。

「……愛してるんだ、ナタリア。俺が必ずお前の心を治してやる。必ずお前を悲しみの牢ろう獄ごくから解き放つ。大丈夫だ。俺がそばにいる」

　イヴァンは腕の中のナタリアを愛し続ける。彼女の魂が、永遠にローベルトの婚約者であったとしても。

　王都から遠く離れた森の城に、この冬初めての雪が降る。

　長く冷たく苦しい冬の、始まりの日だった。










二章　福音




　ナタリアの再教育が始まった。

　今まで離宮に閉じ込められたまま放ったらかしにされていた王女に、王家の者にふさわしい教育が施されるようになったのだ。もちろん、イヴァンの指示である。

　あれから、錯乱したナタリアはすぐに眠りに落ち、目が覚めるともとの無表情で言葉を発さない人形のような状態に戻っていた。

　二週間ほどチェニ城に泊まり込みナタリアに付き添っていたイヴァンは、やがて理解する。

　通常の彼女は人形のような状態で、ふとした瞬間に精神が四年前に戻りローベルトを捜しに行こうと錯乱するのだと。

　精神が逆行するきっかけは不明だ。昼間のときもあれば、夜中のときもある。一日に二回もその状態に陥ることもあれば、三日連続でおとなしかったこともある。

　ただ、錯乱状態のときは彼女が危険な行為に及ばないよう押さえることに必死で、とても教育どころではないので、現状、教育はナタリアがおとなしい状態のときに行われるようになった。

　とはいっても、おとなしいときはおとなしいときで人形のように無反応なのだ。あてがわれた教師たちも、なんの反応も示さないナタリアに戸惑うばかりだった。

　教育など無駄ではないかと、教師も世話係らも密かに口をそろえる。けれどもイヴァンだけはあきらめなかった。

「ナタリア。自分でスプーンを持つんだ。ほら、こうやって」

　食事中、作法の教師の必死の説明にも無反応なナタリアに、イヴァンは彼女の手を取り優しくスプーンを握らせる。

「そうだ、上手だ。うまいだろう？　お前の好きなキノコと羊肉のスープだ」

　彼女の手に自分の手を添え口までスプーンを運んでやる、かいがいしいイヴァンの姿に、彼の側近の侍従らは密かに眉根を寄せた。大国スニーク帝国の次期皇帝ともあろう男が、こんな召使いの真似事をする姿など、臣下なら目を逸そらしたくなるのも当然だ。

「殿下。ナタリア様のお世話は世話係に任せましょう。殿下が御自らなさることではございません」

「ナタリアの心を取り戻せるのは俺だけだ。口を挟むな」

　臣下らが何度止めようとしても、イヴァンはかたくなにそれを拒んだ。

　そして会いにきてやれなかった四年間を悔やみ取り戻すかのように、自らの手でナタリアの身の回りの世話をし、知識を与え、王女としての気品と振る舞いを取り戻させようとした。

　しかしなにも変わることがないままに時間は流れ、再会から二週間後、イヴァンは帰国を余儀なくされた。

　ずっとそばにいてやりたいのはやまやまだが、彼にはスニーク帝国皇太子としての務めがある。ましてや皇帝である父は病床に臥ふせっているのだ。国家君主としての舵はイヴァンが握っているのも同然の状態だった。

「必ずまた来る。だから俺のことを忘れるんじゃないぞ、ナタリア」

　うしろ髪を引かれる思いで、イヴァンはスニーク帝国へと帰っていった。

　連れ帰りたい思いは当然あるけれど、さすがに会話もまだできない状態の異国の王女を宮廷に置いておくわけにはいかない。ろくでもない噂を流され、将来の結婚すら危ぶまれる可能性も出てくるからだ。




　帰国後、イヴァンは信頼できる女官や世話係らをチェニ城へ送り込み、ナタリアの様子を手紙で逐一報告させた。そして自らも毎日のように手紙を書き、それをナタリアに読み聞かせるよう指示した。

　会えないときは手紙で様子をうかがい、少しでも時間ができれば、イヴァンは馬車で片道十日かかるチェニ城へと向かった。

　けっして、楽ではない日々だった。

　大陸中で領土争いの小競り合いが起きている近年、スニーク帝国も小規模とはいえ戦争を繰り返している。

　長年敵対関係にあるテルキット帝国に、大陸の重鎮ワールベーク帝国。領土拡大を企てているフェイリン王国。近年急速に軍事力をつけてきたプルセス王国、最強の海軍を有するポワニャール王国。どこも油断ならない存在で、常に各国の動きを把握し、けん制と協力のバランスを保たなければならない状態だ。

　目まぐるしく外交に立ち回り、時には自ら戦場に赴き指揮も執った。内政にも目を向けなければならず、国民の九割である農民が反乱を起こさないよう、広い国土の隅々まで農作の収穫具合を気にしなければならなかった。




　父帝の代わりに国を率いる君主として多忙な中、遠く離れたナタリアの面倒を見るのは簡単なことではない。

　ましてやこれだけ心血を注いでも、彼女にはなんの変化も訪れないのだ。

　普段のナタリアは相変わらず人形のようで、ときどき悪夢を見ているかのように四年前の記憶に迷い込む。

　自分は無駄なことをしているのではないかという無力感が湧き出そうになるたびに、イヴァンは己を鼓舞するため過剰なほど気丈に振る舞った。

「開戦だ！　フェイリン王国は我が支配下にあるシテビア王国の自治権を奪おうとしている！　フェイリン王国の野望を許すな、目に物見せてやれ！」

　たび重なる領土争いと、希望の見えないナタリアの状態が、イヴァンを苛立たせた。

　交渉より交戦を選択する場面が増えただけでなく、日常でも常にピリピリとした雰囲気をまとうようになったイヴァンを、宮廷官はじめ彼の指揮する軍隊の人間までも恐れるようになっていく。

　戦場に赴くとき、イヴァンは指揮官の身でありながら自ら馬にまたがりサーベルを掲げ敵陣へ斬り込んだ。側近の侍従武官らが制止するのも聞かずに。

　大怪我にはならなかったものの、彼の体には創傷が幾つも残った。そんなイヴァンの姿を見て、兵士らは密かに口をそろえる。「皇太子殿下は戦いに身を投じることで、己を鍛えているようだ」と。

　彼には必要だった。折れそうになる心を鍛え奮い立たせる場が。たとえそれで体に無数の傷を負い、血を流すことになっても。

　そんな長くつらい日々にひと筋の光が差し込んだのは、イヴァンがナタリアと再会してから一年と半年が経った頃。

　いつものように多忙な公務の合間を縫ってチェニ城へやって来たイヴァンが、ナタリアに本の読み聞かせをしていたときのことだった。

「これがフォロ・ロマーノ。こっちがコロッセオの図だ。イルジアの古代遺跡は見事だぞ。なんせ紀元前に存在したものだからな。イルジアの青空の下で数千年前の帝国に思いを馳せるのはロマンを感じる」

　大陸南方にあるイルジア半島の図鑑を見せながらイヴァンがその魅力について語っていると、じっと図鑑を見つめていたナタリアの口が微かに動いた。そして。

「……私も、見てみたいです……」

　隣に座るイヴァンの方を向き、ナタリアはそう言ってわずかに目を細めた。

　突然の希望の訪れに、イヴァンはまん丸く目を開いたまま固まる。そして込み上げてくる涙をこらえようと強くまぶたを閉じると、ナタリアを包むように抱きしめ「ああ。一緒に見に行こう。約束だ」と震える声で紡いだ。

　イヴァンの痛ましいまでの献身が、凍てついていたナタリアの心を溶かしたのかもしれない。

　それはまるで春の穏やかな日差しが、降り積もった厚い雪をゆっくりと解かしていくように。




　五年半前から人形のように感情も言葉も失くしてしまっていたナタリアは、その日から少しずつ自我を取り戻していった。

　言葉を交わし、表情を変え、自分で食事や身の回りのこともできるようになっていった。

　ただ、イヴァンのことはそばにいて一番頼れる人という認識はあるものの、五年半より前の記憶は曖昧で、イヴァンが幼なじみだったこともローベルトのこともよく覚えていない状態だ。

　精神が突然少女のときに戻ってしまう現象も相変わらずだったけれど、それでもナタリアが自我を持ち意思の疎通ができるようになったことは、イヴァンにとって大きな安らぎとなった。

「ナタリア。今日は馬車に乗って街まで出てみようか。ちょうど復活祭の週間だ。あちこちで音楽が流れて、菓子を振る舞ってくれるぞ」

「まあ、行ってみたいわ。……けど、今日はこれからイルジア語のお勉強が……」

「一日くらい休んでもかまわないだろう。それに語学も大事だが、王族として庶民の暮らしに触れることも大切なことだぞ。俺と一緒に教会を巡って、花とケーキをもらってこよう」

「ふふっ……イヴァン様がそうおっしゃるなら、ぜひ」

　ちょうど季節が春を迎えたこともあって、イヴァンはたびたびナタリアを城の外へ連れ出した。質素な外套をかぶりお忍びで近くの街へ行くこともあれば、花が芽吹く丘へピクニックに行くこともあった。

　イヴァンが自国へ帰ってしまってからもナタリアは順調に回復を続け、半年が過ぎる頃には周りの世話係たちともずいぶん意思の疎通ができるようになった。

　それを機にイヴァンはチェニ城に人を増やすことにした。侍従や侍女、相談役に秘書官らもつけ、病人の生活から王族の一員らしい生活へと変えさせた。

　環境を整えたことで本来のあるべき姿に目覚めたのか、ナタリアは見る見る王女としての威厳を取り戻し始める。

　打ち捨てられた美しい人形のようだった姿は、王家の女として洗練された美しさを持つ高貴な姿に生まれ変わり、それにふさわしい知性と教養も兼ね備えた。

　相変わらず予断を許さない外交と戦争に手を焼きながらも、イヴァンはそんな彼女をより美しく、よりエレガントに、そして心身ともに健康な女性にするため尽力した。




　そして月日は流れ――ナタリアは十八歳になった。

　王女としての振る舞いと教養を完璧に身につけたナタリアを、イヴァンは社交界へ出そうと決める。

　スニーク帝国、およびシテビア王国での女性の成人年齢は十五歳だ。ナタリアはとっくにその年齢を超えてしまっている。社交界デビューとしては遅すぎるくらいだ。

　イヴァンは一刻も早く彼女を公の場に出してやりたかった。彼女は完璧だ。美貌も気品も威厳も、ここまで王女として完璧な女性はこの大陸にほかにいまい。

　それほどまでに努力した彼女をふさわしい場所に出してやりたい気持ちや、自分の将来の妻として今から顔を広めさせたい思いもあって、イヴァンは冬至週間に行われるスニーク帝国の公式舞踏会のひとつに彼女を参加させることを決めた。

　しかし、この決定にはナタリアの侍女や相談役、侍従たちから反対の声があがる。

　ナタリアが言葉も感情も取り戻しここまで立派な王女になったというのに、いまだにスニーク帝国へ連れ帰ることもできず、シテビア王宮の親もとへも戻れないのは――彼女が七年前の呪いから逃れられていないからだ。

　今でもナタリアの心はなんの前触れもなく、七年前の世界をさまよいだす。

　侍医は三年間彼女の症状を診続けてきたが、治療法はいまだ見つかっていない。

　彼女の悪夢は昼だろうと夜だろうとかまわず訪れるが、最近になって冬の方が頻度が高いことだけがわかった。

　雪に覆われた景色があの日の悲劇を思い起こさせるのだろうか。それとも、鉛色の空が続く冬は気分が落ち込みやすく、精神が不安定になるのか。理由はわからない。

　どちらにしろ、いつ異常な状態に陥るかわからないナタリアを公の場になどとても出せないというのが、イヴァンを除く両国の王家と宮廷官らの意向だった。

　とくにすぐそばでナタリアを見ている侍女や侍従らは、彼女を舞踏会に出すことに強く異を唱えた。

「もし舞踏会の最中にナタリア様のお心がさまよわれてしまったら、非難を浴び恥をかくのはナタリア様です。そんなおかわいそうなことはあってはなりません。どうかお考え直しください」

　侍女や相談役らがイヴァンに向かってそこまで必死に懇願するのは、彼女たちがナタリアを慕っているからだ。

　普段のナタリアはとても穏やかで心優しい。侍女や相談役などの側近だけでなくチェニ城で働く者すべてに気を配り、困っているようであれば自ら手を差し伸べた。

　花が好きで、殺風景だった中庭を花いっぱいの花壇に改装させ、自分の手で育てた花を近隣の村人に振る舞うこともあった。慈善活動にも熱心で、孤児院と病院への手紙と贈り物も欠かしたことはない。

　上品で美しく、そして信心深く。今のナタリアは誰からも愛され敬われる王女だ。――だからこそ、心が少女に戻ってしまったときの彼女の姿は異様で、チェニ城で仕える誰もが胸を痛めていた。

「私たちはナタリア様がうしろ指を指されるのが嫌なのです。本当はお優しく素晴らしいお方なのに、もし舞踏会でお心を乱されたら誰もがナタリア様をさげすみ笑います。お願いです、殿下。ナタリア様を大切に思われるのでしたら、どうかそのようなひどいことはなさらないでくださいまし」

　侍女らは涙ながらにそう訴えたけれど、イヴァンの決心は変わらなかった。

「ならばお前らはナタリアにこの城で籠の鳥のように生きろというのか。王女に生まれた女をふさわしい場に出してなにが悪い。俺は絶対にナタリアを舞踏会に出席させる。舞踏会だけじゃない。いずれ俺と共にすべての公式行事にも参加させるし、俺のパートナーとして世界中どこへでも連れていく。ナタリアに外の世界を見せることと、一生この城に閉じ込めること。ひどいのはどちらか考えるんだな」

　結局話し合いは平行線のまま、イヴァンの絶対命令によりナタリアは舞踏会に出席することになった。

　けれども、イヴァンとて不安がなかったわけではない。

　ナタリアが突然錯乱状態に陥ったとき、彼女の行動を制御する有効な手立てはまだないのだから。

　なにせそのときのナタリアは話が通じない。まるで精神だけ違う世界に行ってしまったような彼女を、いったいどうやってなだめるというのか。

　せいぜい外に出さないようにすること、危険な物を彼女の周りから遠ざけることくらいしかできないのが現状だった。

　イヴァンは気丈に振る舞いながらも、心の中では神に祈り続けた。どうか舞踏会で彼女の精神が勝手にさまよいださないことを。彼とて大切なナタリアが大勢の前で奇行を見せて、うしろ指を指されるのは望んではいない。

　けれども踏み出さないわけにはいかなかった。

　彼の父であるスニーク帝国皇帝は病に侵され、もはや余命いくばくもない。イヴァンが王座に就く日は迫ってきている。

　イヴァンは皇帝になったならすぐにナタリアを娶るつもりでいた。国家君主として跡継ぎをつくることは大きな義務であり国の安寧につながる。情勢が不安定なときだからこそ、妻を娶り子を生し王家が安泰であることを早々に示す必要があった。

　そのためにもナタリアが健康で問題のない王女であることを、今のうちから周囲に知らしめておかなくてはならない。

　ナタリアが心を病んでチェニ城に軟禁されていることは、シテビア王国はもちろんスニーク帝国にも広く知られている。そんな王女を娶るともなれば、国内からは反対の声があがり、国外からは嘲笑され外交にも影響を及ぼすだろう。

　そうならないためにも早いうちにナタリアが心身とも健康であることを、国内外に示す必要があった。




　そしてイヴァンの決定は覆ることなく、ナタリアは実に七年ぶりにスニーク帝国を訪れることとなる。

　季節は冬。建物も道も畑もなにもかもが雪に覆われた、延々と続く白銀の世界へとナタリアは旅立った。

　シテビア王国のチェニ城から舞踏会場であるスニーク帝国の帝都までの旅路には、イヴァンも同行した。

　チェニ城を経ってから四日目。国境を越えたイヴァンたち一団はソリに乗り換え、帝都コシカに向かう。

　ソリは馬車と違い小型で、ふたり乗りの形をしている。座席の前方に跳ね雪を防ぐ板はあるが屋根は短く、風と降りしきる雪に耐える必要があった。

「寒くないか、ナタリア」

　イヴァンは、隣で厚い毛皮の外套と襟巻にくるまって身を縮めているナタリアを片腕でしっかり抱き寄せた。

　座席の背もたれはゆるやかな角度になっていて、防寒さえしっかりしていれば苦ではないのだけれど、雪風に慣れていない者にとっては過酷な乗り物に感じるだろう。

　ソリにも雪風にも慣れていないナタリアは小さくうなずくのが精いっぱいで、必死に隣のイヴァンに身を寄せ、手で彼の外套をギュッと掴む。

　寒さに耐えているのか、それとも速度を上げて走るソリが怖いのか。子猫のように身を縮めているナタリアを見て、イヴァンの口もとがゆるんでしまいそうになる。

（昔と変わらないな、お前は。初めてソリに乗せてやったときも、お前はそうやって身を縮めて怖がっていた）

　思わずそんな昔話が口をつきそうになったが、イヴァンは口もとを襟巻にうずめて言葉には出さなかった。

　語ったところで、今の彼女は幼いあの日を覚えていまい。それどころか昔の記憶が引き金になって、こんなところで彼女の精神が錯乱状態に陥ったら大変なことになる。

　共に懐かしみたい思い出はひとり胸の中にしまって、イヴァンは震えている小さな肩を安心させるようにしっかりと抱き寄せた。

　何度か馬の交換をし、公館や司教館などに泊まりながら、イヴァンとナタリアの一団は無事にスニーク帝国の帝都コシカへと到着した。

　ずっとチェニ城で暮らしていたナタリアはあまり体力がなく、慣れない旅で疲れたせいもあって、移動のとき以外はほとんど寝ていた。そのおかげで例の錯乱状態に陥る暇がなかったのは、予想外の幸運ともいえよう。

　スニーク帝国の王宮コシカ宮殿へイヴァンとナタリアが到着すると、帝都の住民と宮廷の者たちに盛大な歓声で迎えられたが、ナタリアは穏やかな笑みを浮かべて手を振ることもできた。

　それを見てイヴァンもナタリアの側近たちも深く安あん堵どの息を吐いたのは、言うまでもない。




　舞踏会当日。

　ナタリアはイヴァンの見立てた淡いラベンダー色の舞踏用ドレスをまとった。豊かなプラチナブロンドには真珠のヘッドドレスを編み込み、ナタリアの高貴な美しさを最大限まで引き立てている。

　着飾らず化粧をしていないときのナタリアは儚く透き通るように美しいが、彼女の身分にふさわしい装いをさせるとたちまち輝くような典雅な淑女に変貌した。

　やはりナタリアは生まれついての王族だとイヴァンはつくづく思う。それも同じアスケルハノフ一族の血を引いているのだ。代々続く北方の高貴な血は伊だ達てじゃない。

　美貌も、品性も、教養も、ナタリア以上に優れている女がこの世にいるとは思えなかった。彼女のそんな生まれ持った稀け有うな美しさに、イヴァンは少年の頃から心惹かれている。まるで神に愛された特別な存在のようだと。

　それでいてナタリアは内面も愛らしい。素直で優しく、ちょっぴり臆病だ。少女の頃は機嫌を損ねると意地を張ってしまう未熟さもあったけれど、それもかわいらしいと思う。もっとも、成長した今でもその片へん鱗りんは残っていて、からかいすぎて彼女の機嫌を損ねるとしばらく口をきいてくれなくなってしまうこともあるのだけれど。

　ナタリアに恋をしてからもう十年近くが経つけれど、世界で一番彼女を愛おしく思う気持ちは色あせるどころか、どんどん深く大きくなっていく。

　ローベルトが亡くなってから、イヴァンも大波のような感情に襲われ、しばし自分の気持ちを整理できない時期があった。

　自分を責める気持ちがもちろん一番大きかった。あのときローベルトを止めることができたら、あのときもっと早く捜しに行っていれば……後悔の尽きた夜などない。

　そんな彼をさらにさいなませたのが、ナタリアの状態だった。

　ローベルトの死を目のあたりにし意識を失ってから、ナタリアはしゃべれなくなったと聞いていた。

　そばにいてやりたかったが、ローベルトが獣に食い殺された原因はナタリアなのではないかという両国間のいさかいが生まれたせいで、それはかなわなくなった。

　イヴァンは両親に何度もナタリアのせいではないと訴えたが、愛すべき息子であり国を託すはずだった皇太子を亡くした両親は、深い悲しみのせいで聞く耳を持たなかった。

　優しかった兄も。愛しいナタリアも。良好だった親子の関係も。昨日までの幸福をなにもかも失ってしまったのは、イヴァンも同じだった。けれど。

　こんな残酷な状況の中で、イヴァンは自分の中の悪魔を知る。

　スニーク帝国帝位継承権一位。それがローベルトを亡くしたことでイヴァンに回ってきた権利だった。

　兄が将来背負うはずだったものがすべてイヴァンの手中に落ちてくる。そう、それは――シテビア王国との政略結婚も。

　そのことに気づいたとき、イヴァンは自分の全身が総毛立ち震えるのを感じた。

　けっして手に入れられないはずの少女を、抱きしめても許される日がくる。……兄がいなくなったおかげで。

　こらえようのない喜びはそれ以上の罪悪感とぶつかり合って、イヴァンに魂が腐るような自己嫌悪を植えつけた。

　まだ少年だったイヴァンは多感な心に大きすぎる自己嫌悪を抱え、意識するたびに腐敗した己の魂を吐き出すように嘔おう吐とした。

　――ローベルトに生きていてほしかったと思う。兄を愛し尊敬していた。その気持ちに嘘はない。けれども。

　来る日も来る日も嘔吐し、食事が喉を通らないほど自責の念に駆られても、イヴァンは捨てられなかった。ナタリアを愛している自分を。ナタリアを妻にできる喜びを。

　シテビア王国との婚約が破談にならないよう必死に立ち回り、やがて父が倒れ代わりに実権を握るようになると、イヴァンは自分の中から罪の意識を消した。

　ナタリアを娶るのは、このスニーク帝国を双肩に担う者の権利だ。

　神はこの偉大な帝国を率いる重責と引き換えに、最愛の伴侶を与えてくださるのだと考えるようになっていったのだ。

　その考えは正しいと、イヴァンは今でも信じている。

　だから彼は聞きたくない。ナタリアの心が七年前をさまよってしまうのは、ローベルトの呪いだなどという噂は。

（ナタリアは俺のものだ。スニーク帝国を担う俺にこそ、ナタリアを妻にする権利がある。誰にも渡さない――たとえローベルトが地獄で手招きしていたとしても）

　険しい表情で唇を噛みしめたイヴァンに、ナタリアが心配そうに首をかしげ尋ねる。

「どうかされましたか、イヴァン様」

　声をかけられ、イヴァンはハッとしてここが舞踏会場の控えの間だったことを思い出す。

「いや……なんでもない。ちょっと昔のことを考えていただけだ」

　表情をほぐすと、心配そうに眉尻を下げていたナタリアの顔もホッとゆるんだ。

「そんなに怖いお顔をされるなんて、どんなことを思い出されていたのですか？」

「気にするな。それより、綺麗だぞナタリア。いつも美しいが今日のお前は一段と輝いている。会場の者たちの目がくらんでしまうな」

「もう、褒めすぎです。ただでさえ緊張しているのに、煽るようなことをおっしゃらないでください」

　扇を開いて顔を隠してしまったナタリアに、イヴァンはフッと噴き出し肩を揺らす。

「こんなことで恥ずかしがってどうする。これからは俺の妻としてあらゆるところに姿を見せるのだぞ。もっと自分の美しさに慣れろ」

「ですから……！　もう、何度も『美しい』っておっしゃらないでください！」

　耳まで赤くしているナタリアを見て、イヴァンの胸に言いようのない愛おしさが満ちる。

　彼女の肩を抱きすばやく頬にキスを落とすと、ナタリアはますます顔を赤くして涙目になってしまった。

「イヴァン様は私の心臓を止めてしまうおつもりだわ……！」

　恥ずかしさのあまりすっかり拗ねてしまったナタリアに、イヴァンは謝りながらももう一度頬にキスをした。




　舞踏会は、息をのむ客たちの注目を浴びて始まった。

　精神を病み床に臥せっていると噂のナタリア王女がすこやかな姿で出席したことにも皆驚いたが、なによりも人々に衝撃を与えたのは目を見張るような美貌だ。

　容姿もさることながら、高貴な者だけが持つ崇高な気品が全身からあふれている。こんなにエレガントな王女がこの大陸にいたのかと、客人たちの誰もが衝撃を受けた。

　主催者であるにもかかわらず、イヴァンはナタリアをエスコートして会場入りした。そのことにも招かれた客人たちは驚いた。

　それは今日の主役がナタリアであることを示しており、つまりは実質イヴァンの結婚相手の顔見せであることを客たちは悟る。

　イヴァンの計画は上々だった。

　これだけの衝撃を与えたのだ、ナタリアの美しさと彼女が次期スニーク帝国皇后であることはきっと瞬く前に大陸中の噂になるだろう。

　あとは――無事に舞踏会を終えるだけだった。

　イヴァンは緊張して少し硬くなっているナタリアを、常に自分の手が届く場所に置いた。主催者としての挨拶のときも、彼女を傍らにいさせた。会場にはナタリアの側近や侍医も待機しているが、もし彼女が錯乱したときに一番適切に対応できるのは自分だとイヴァンは思っているからだ。

　しかしその心配は杞憂のまま、ナタリアは王女としての品格を失わず時間は流れた。

　成長してから初めて人前に出ることに緊張していたナタリアだったけれど、今までチェニ城で真面目に学んだおかげだろう、出席者たちとの挨拶も会話もなんなくこなすことができた。

　会場の客人たちはこぞってナタリアにお目通りを願った。なにせ彼女は将来のスニーク帝国皇后だ。宮廷官はもちろん、貴族ならば誰もが今のうちに顔を知っておいてもらいたい。

　それに加え、老いも若きも男も女もナタリアという存在に興味津々だった。床とこに臥していると聞いていたがいつ治ったのだろうか。作法や勉強はいつ習ったのだろうか。離宮でずっと暮らしていたらしいが、今の世界情勢をどこまで知っているのだろうか。客人たちの興味は尽きない。

　そしてなにより、彼女の美貌に誰もが純粋に惹きつけられた。さすがに次期皇帝の后候補として連れられてきたナタリアを堂々と口説く不届き者はいないけれど、男たちはこっそりと熱い視線を送り、挨拶の台詞せりふにのせて情熱的な賛辞を贈る。

　イヴァンは微妙にそれがおもしろくなかった。

　ナタリアを着飾らせ人前に連れてきたのはほかでもない自分だというのに、いざ男どもが彼女にうっとりするとやたらとむしゃくしゃした。自分は案外嫉妬深いのだなと、イヴァンは二十三歳にもなって初めて己の心の狭さを知った。

「我が国の王女殿下がこんなにも美しかったことを、今まで存じ上げなかった私をお許しください。ああ、私は今日ほど自分がシテビアの騎士であることを誇りに思ったことはございません！　この命に代えても王女殿下をお守りすることをここに誓いましょう！」

「頼もしいのですね、ありがとう。けれどご自分の命も大切にしてくださいね」

　シテビア王国の将校がナタリアの手に恭うやうやしくも繰り返しキスを落としたのを見て、隣に立っていたイヴァンはムッと眉根を寄せる。

「ナタリア、疲れただろう。少し休憩をしよう」

　もっともらしいことを言ってイヴァンはナタリアの肩を抱くと、彼女に挨拶をしたい男たちの列を無視して、さっさと奥の控室へ連れていってしまった。

「もう挨拶はいい、キリがない。あとは俺と踊っていろ」

　ソファに座らせ給仕係が持ってきたサクランボの果実酒のグラスを手渡すと、ナタリアは驚いたようにパチパチと目をしばたたかせていた。

　それもそうだろう、まだ舞踏会は始まって一時間と経っていない。今日はたくさんの人と言葉を交わして国内外に顔を広めるのが目的だったはずなのに、早々に挨拶はもういいと言われるのは予想外だった。

「……私、なにかイヴァン様のお気に障ることをしてしまったでしょうか？」

　ナタリアが不安そうにイヴァンを見上げて聞く。自分に至らないところがあったせいかと不安に思っているようだ。

　そんな彼女を見てイヴァンは気まずそうに視線を逸らすと、手にしたグラスのウォッカをひと息にあおってからつぶやいた。

「……昔から美しすぎる妻を持つ夫は苦労が絶えないというが、その通りだな。お前のエレガントさを世に知らしめたいと思っていたが、いざ男どもの熱い視線が向けられると案外平常心ではいられないものだ。俺はこれから死ぬまでこの葛藤と闘ってゆかねばならないのか」

　ナタリアはしばらくポカンとしてから「……まあ」とこぼして頬を染めた。

　今のナタリアにとってイヴァンは少し萎縮してしまうほど完璧な人間だ。辺境の城で浅い夢にたゆたっていた自分を現実に引き上げ、王女としての生き方を取り戻させてくれた。それはまさに自分を生まれ変わらせてくれた神にも等しい。

　いつも自信にあふれ強気でナタリアを導いてくれた彼にも、こんなふうに弱い心があったことがナタリアはうれしくて少しだけくすぐったい。

「どれだけたくさんの殿方に見つめられても、私がイヴァン様の妻であることには変わりありません」

　はにかみながら隣に立つイヴァンのテイルコートの裾をツンとつまんで言えば、彼の切れ長の目が丸く見開かれた。

　直後、ナタリアは自分の発言の厚かましさに気づいてハッと口を手で押さえた。イヴァンがナタリアを妻にすると言っているだけで、ふたりはまだ結婚したわけでも婚約したわけでもない。それなのに図々しくも自分の口から〝妻〟を名乗ってしまったことに、ナタリアは恥じて顔をうつむかせた。

「申し訳ございません。私ってば、なんて恥知らずなことを……」

　イヴァンは手に持っていたグラスを置くと、うつむいたナタリアの顔を両手で包んで上を向かせた。

　ナタリアの顔を見つめてくる彼の表情に、怒りや侮蔑の色はない。それどころか深い青緑色の瞳には、隠しきれない喜びが浮かんでいた。

「俺の……俺の妻だと、思ってくれるのか……」

　どうやら自分では図々しかったと反省した発言は、彼にとってはむしろ喜ばしいことだったようだ。

　十五歳から人生をやり直したナタリアは、自分と自分を取り巻く人々の思惑をいまいち把握できないでいる。誰もが優しく接してくれながらも本音は隠しているようで、まるでもやの中を歩いているような気分だ。

　だからイヴァンがナタリアを妻にすると言ってもそれは両国間の政略結婚だと思っていたし、彼が自分を大切にしてくれるのは婚約者としての責任や哀れみ、あるいは己が手掛け育てたものに対する愛玩なのだろうと漠然と受け止めていた。

　けれど今、彼の切なさに満ちた青緑色の瞳を見てそれは違うと感じた。

　根拠はない、でもきっとこれは恋だ――とナタリアは思う。

　恋がどんなものなのかもよくはわからないけれど、ナタリアは自分の胸が締めつけられるように苦しくなるのを感じた。そして、彼を抱きしめたくて仕方がないとも。

「……イヴァン様がお許しくださるのなら、私は……あなたの妻になりたいです……」

　ゆっくりとソファから立ち上がり胸に湧いた思いのままに答えれば、イヴァンは今までに見せたことのないような笑みを浮かべた。

　そして両手に包んだままのナタリアの顔に自分の顔を寄せ、そっと唇を重ねた。

　厚手のカーテンの向こうからは、人々の賑やかな声と共にメヌエットの演奏が流れてくる。

　イヴァンはナタリアの腰を抱き、重ねた唇をそっと離すと、少し照れくさそうにはにかんで言った。

「踊りに行こうか。今夜は最高の夜になる」

　その誘いにナタリアも頬を染めたまま微笑んでうなずく。

　イヴァンはナタリアの腰を抱いて舞踏会場へ戻り、ふたりはそのままメヌエットの輪に加わった。

　――この夜、恋を知ったふたりの幸福は何者にも妨げられることはなく。次期皇帝と后候補の娘は若々しく美しい姿で人々を魅了しながら、冬の夜を踊り明かした。










三章　ヴィア・ドロローサ




　舞踏会より半年が経った六月。

　長い間病に臥していたスニーク帝国皇帝が崩御し、ついにイヴァンが皇帝の冠を授かることになった。

　イヴァン・ロマーノヴィチ・アスケルハノフ皇帝。アスケルハノフ朝第六代皇帝の誕生である。

　帝位継承の儀式、および戴冠式は国内の大教会で粛々と行われ、新皇帝の即位を祝う祭りが国をあげて行われた。

　新たに皇帝の座に就いたとはいえ、イヴァンは数年前から父に代わって国家君主の任務に就いている。農奴制の緩和に取り組み国民の九割を占める農民の負担を減らすなどしたイヴァンは庶民からの支持も厚く、彼の皇帝就任には帝都から国の隅々まで祝いの声があがった。

　そうして即位にまつわる大がかりな式典や祭事などが終わり、国内も平常通りの落ち着きを取り戻しつつある九月。

　イヴァンはアスケルハノフ家の者と高官らを集めた晩ばん餐さん会かいで、己の結婚について言及した。

「俺の妻はかねてからの予定通り、シテビア王国のナタリア王女に決定する」と。

　晩餐会の場は、残念ながら歓迎に沸くことはなかった。むしろ大臣たちからは反対の声が多く、晩餐会は和やかな雰囲気から遠ざかっていく。

「なりません！〝雪姫〟を娶られるなど、国益以前の問題です！」

　そう異を唱えたのは外務大臣のユージンだった。外国の事情に詳しい彼は、ナタリアの評判もよく知っている。

　昨年の舞踏会以来ナタリアは公の場に少しずつ顔を出すようになったが、まだ心の病は完治していない。とある昼食会を急きょ欠席したのも、オペラ観劇の途中で突然席を立ったのも、例の症状が出たからだ。

　イヴァンもナタリアの側近らも彼女が錯乱したときにはなるべく人目につかぬよう静かに対処したが、それでも王女の異常な姿を目撃されることは避けられなかった。

　心をさまよわせてしまったナタリアを見た人々は唖あ然ぜんとし、やがて噂した。「王女殿下はここではない世界を見ておられる。まるで異界の住人だ」と。

　人の口に戸は立てられぬ。噂はやがて静かに広がり、いつかのナタリアの異名を掘り起こす。

「ナタリア様はまるで雪の精霊――雪姫のようだ」

　美しく、儚く、けれども人間と心を通わせられない異界の姫。それがひっそりと知れ渡っている、ナタリアの異名だった。

　幸い、庶民の耳にまではナタリアの噂は届いていない。彼女を〝雪姫〟と呼ぶのは、スニーク帝国とシテビア王国、それに近隣国の一部の諸侯らだけだ。

　けれどその異名はけっして、君主の后として歓迎されるものではなかった。

「スニーク帝国の皇后になろうというお方がまともでないなど、諸外国に示しがつきません！　皇后は外交の花形、その役割の大きさは陛下とてご存じでしょう!?」

　外務大臣のユージンがわめくと、同席していた広報官長やら国務官長やらも同意してうなずく。

　イヴァンが口を開く前にそれに反論したのは、侍従長のオルロフだった。

「『まともでない』とは無礼がすぎませぬか、ユージン大臣。ナタリア様はたしかに時折お心をさまよわせることがありますが、それを除けばほかに類を見ないほど素晴らしいお方です。我が国の皇后として迎えるにふさわしい品格があのお方にはございます」

　イヴァンの側近であるオルロフは、ナタリアのことをそばで何度も見ている。たしかに大きな問題はあるが、それでも罵倒して切り捨てることなどできないほど尤ゆう物ぶつな王女であることを彼は知っていた。

　そして、ナタリアの存在が主君であるイヴァンにとって大きな活力になっていることも。

「その『お心をさまよわせる』行為こそが問題なのではないか！　ナタリア様がお心をさまよわせたまま戻らなくなったらどうする!?　それこそ外交どころか跡継ぎを産むことすら不可能になりかねん！」

「そのような傾向は今まで見られません、杞憂です。それに我が国とシテビア王国の婚姻はナタリア様がお生まれになったときから決まっていたこと。一方的に破棄すれば国交に亀裂が生じかねません。そのことの方が問題です」

「はっ！　なにを今さら！　ローベルト殿下がお亡くなりになられたときから、両国には修復のしようがない亀裂が生じておる！　そもそもローベルト殿下をあのような目に遭わせたのはあの王女だというのに、どうして我が国母として迎えることができる!?　ローベルト殿下の御み霊たまがお許しになるはずがない！」

　激高したユージンの言葉に、場が静まり返った。

　この国では禁句ともいえる発言だった。ローベルトが亡くなったとき、その原因を巡ってスニーク帝国とシテビア王国が緊張状態に陥ったことがあるのは、国民皆が知るところだ。

　ナタリアのわがままがローベルトを森に向かわせたのは確かだ。けれど護衛をつけなかったのも、森へ行って花を摘むという選択したのも、すべてローベルトの判断である。

　ただの子供の気まぐれと不注意。そして不運な事故。本来なら原因を追及して責めるべきことでもない。

　けれど子を愛する親の気持ちはそんな簡単なものではなく、さらにその親が皇帝夫妻で子が皇太子ということが、この事故の問題を深く大きくした。

　イヴァンが長年にわたり尽力してきたおかげで、今現在、両国間の緊張状態は解けているように見える。

　けれど、ローベルトの事故は一部のスニーク帝国民の心には根深く残り、いまだに行き場のない思いをくゆらせ続けている者もいる。外務大臣のユージンもそのひとりだった。ローベルトが誕生したときの典礼で外交官の道が開けた彼は、密かにローベルトに恩義を感じていたのだろう。

　ユージンのように八年前に亡くなった皇太子にいまだ敬慕の念を抱き、その死に納得できない者は幾人もいる。ただ、君主であるイヴァンがシテビア王国との友好を回復しようとしている中で、そのことを声高に叫ぶことは誰もできないでいた。

　晩餐会はこのうえなく険悪な雰囲気に陥り、誰もが食事の手を止めた。

　同席していた者は気まずそうに視線を交わし合い、こっそりとイヴァンの顔色をうかがう。オルロフも怒りより、ずっと禁じられていたローベルトの理不尽な死に対する不満をユージンが噴出させてしまったことに責任を感じ、険しい顔のまま口を噤つぐんでしまった。

　静まり返った晩餐室で、イヴァンが席から立ち上がった。

　その場にいた全員が緊張した面持ちで見つめる中、イヴァンはユージンの席にまっすぐに歩み寄り、腰に下げている鞘さやからサーベルを抜く。そして刃先を彼の喉もとに突きつけて言った。

「――ローベルトが許さないだと？　きさまに兄のなにがわかる。ローベルトとナタリアのなにを知っている。俺はあの日のふたりを一番間近で見ていた。それ以上にお前が知っていることとはなんだ、言ってみろ。俺は肉塊になった兄がナタリアに罪を問うた記憶はないぞ」

　青緑色の瞳に本気の憎悪と殺意が込められているのを見て、ユージンはガタガタと震えたあげく白目をむいて気を失った。

　場の静寂が不穏なざわめきに変わり、側近たちが慌てて席を立ちイヴァンを止める。

「陛下……！　どうぞお気持ちをお鎮めください。今宵は陛下主催の晩餐会でございます。死人が出ては陛下の評判に傷がつきます」

　オルロフがそっと腕を掴むと、イヴァンはサーベルを下ろし鞘に戻した。それを見て皆が安堵の息を吐き、侍従や宮廷官らが失神したユージンを部屋の外に運び出す。

　ざわつきが収まらない中、イヴァンは自分の席に戻りグラスのウォッカをひと息にあおってからテーブルにグラスを叩きつけるように置いた。それを合図に晩餐室は再びシンと静まり返る。

　ユージンの発言はたしかにいきすぎていた。スニーク帝国とシテビア王国の関係の修復に長年心血を注いできたイヴァンの前で発するには、あまりにも無礼がすぎる。

　けれど、それとナタリアを皇后に迎えるかどうかは別問題だ。スニーク帝国を愛し誇りに思うからこそ、少しでも問題のある皇后を迎えたくない者もいれば、乱世なのだから外交の力になる皇后でなくてはいけないと考える者もいる。

　そんな物言いたげな臣下たちの視線を浴びながら、イヴァンは顔を上げ全員を見据えて宣言する。

「ナタリアを娶る。これはスニーク帝国皇帝である俺の決定だ。異論は許さん」

　腹の中にどんな思いがあっても、臣下たちがそれを口に出すことはもはや許されなかった。

　スニーク帝国には元老院があるがそれは諮問機関としての役割しかなく、実際は絶対君主制だ。皇帝であるイヴァンの決定は誰も覆せない。

　イヴァンはテーブルに着いている者らが黙ってうつむき、または拍手するのを一瞥してから「それから」とさらに言葉をつけたした。

「俺の妻になる女を〝雪姫〟と呼ぶな。ナタリアは人間だ。なにも問題はない。俺がこの腕で抱きしめることも、愛し合い子を生すこともできる」

　その台詞にさらに拍手を大きくしたのは、主にイヴァンの側近らだった。

　王宮の壮麗な正餐室には出席者たちの口に出せない様々な思いが乱れ交じる。

　コシカの都に初雪が降る、前夜のことだった。




　上部に白鳥のペディメントがついた窓から、ナタリアは雪の舞い散る鉛色の空を見ていた。

　雪はいつまでもいつまでも絶えることなく落ちてきて、見つめ続けていると気持ちがどこかへ吸い込まれそうになる。

（もうずっと太陽を見ていない……本当に雪の国なのね、スニークは）

　ここはスニーク帝国コシカ宮殿敷地内にある離宮、キュクノス宮殿。白鳥をモチーフに建てられたこの宮殿は、レリーフや彫像のついたつけ柱で飾られた白い外壁が特徴的だ。

　スニーク帝国に輿入れした王女は結婚式までの間、仮住まいとしてキュクノス宮殿で暮らすことが伝統とされている。

　正式にイヴァンとの婚約が決まってから、ナタリアも例に漏れずここで暮らすようになった。もうすぐ一ヶ月になる。

　去年からスニーク帝国には舞踏会などで来ているけれど、こんなに長く滞在しているのは初めてだ。もっとも、これからは一生というさらに長い時間をこの国で過ごすのだけれど。

　季節は冬。来る日も来る日もやまない雪の日々に、ナタリアは感心するとともに少し気分が滅入ってしまう。

　シテビア王国のチェニ城にいたときも冬にはよく雪が降ったが、絶えず降り続くことはなかった。何日かすれば必ず日が差したし、青空も見えた。

　それに比べスニーク帝国の冬は本当に雪一色だ。白く覆われた建物と鉛色の空しかない景色は、なんだか世界から色がなくなってしまったみたいに見える。

　閉塞感を覚える景色に気持ちが引きずられそうになるが、笑顔を保っていられるのはやることが多いせいだ。

　結婚式は三ヶ月後の年明け、一月。結婚式のドレスの仕立てや結婚式典やパレードの打ち合わせなどをしながら、ナタリアはスニーク帝国の風習も学ばなければならない。隣国とはいえ広大な土地を持ち様々な国と接しているスニーク帝国の風習は、シテビア王国とずいぶん違うのだ。それに加えスニークの宮廷での伝統やしきたりも覚えていかなくてはいけない。新皇后のやるべきことは山積みだ。

　けれどそのせわしなさが、ナタリアの気持ちを上向きにさせてくれていた。もともと好奇心が強く勉強家なのだ、知らなかったことを学ぶのはとても楽しい。

　ナタリアはなるべく外の風景のことを考えないようにして過ごした。窓の外はモノクロームの世界でも、部屋の中は色があふれている。東国織りの色鮮やかなカーペット、琥こ珀はくの壁装飾、孔雀石で飾られた暖炉、カラフルなタピストリ。これらをナタリアはとても気に入った。

　そしてなにより彼女の気持ちを明るくしてくれていたのが、婚約者であるイヴァンの存在そのものだった。

　イヴァンは優しい。ナタリア以上に多忙な身でありながら少しでも時間ができると、すぐに顔を見にきてくれる。

　ナタリアの体調や環境を気遣い、ときには贈り物までしてくれた。それは、楽器を弾くのが好きなナタリアのために作らせた名前入りのハープだったり、新しい毛皮の帽子だったり、スニーク工芸品のかわいらしい木彫りの人形だったりと様々で、どの品にも婚約者を笑顔にしたい思いが込められていた。

　ナタリアはイヴァンのことをとても好きだと思う。

　皇帝である彼を勇敢な名君と国民がたたえる一方で、戦争好きの暴君だと陰口を叩く者がいることも知っている。

　たしかに領土戦争が激化している近年、スニーク帝国は軍事力に国費をかけねばならない状況に陥っているし、彼には自分が決めたことを誰にも覆させない強気なところもある。

　けれどそれはこの戦乱の世で国を背負った者の宿命だ。彼の決断や行動が時に傲ごう岸がん不ふ遜そんに見えても、根底には自国と民への底知れぬ愛がある。

　ナタリアがチェニ城にいたときから、イヴァンはよくスニーク帝国のことを語ってくれた。

　極寒の風土で育まれてきた独自の風習。西と東の文化が融合した独特な街並み。人々は長い冬と共にたくましく生き、春を尊び明るく歌う。白銀の世界も、神秘の永久凍土も、陽気で短い夏も、この厳しい自然の大地で生きる人間も獣も、イヴァンはすべて愛していると言っていた。

　そんな彼のことを傲慢な暴君だと、ナタリアはちっとも思わない。気高く勇ましく、そして誰より心優しい偉大な国家君主だと尊敬さえしていた。

　それに彼がナタリアの前で見せる顔は優しいものばかりで、いつだって慈しむような愛にあふれている。

　恋を自覚した頃からだろうか、少し過保護気味な彼の愛し方がうれしくてたまらない。ときどきナタリアをからかって楽しむ困ったところもあるけれど、それすらも彼との楽しいひとときだ。

　今は彼の世話になってばかりだが、いつかは自分が彼の力になれる日がくればいいとナタリアは考えている。――それなのに。

　ナタリアは知っている。イヴァンがときどきどうしようもなく悲しい瞳で自分を見つめていることを。

　その理由はわからない。イヴァンに尋ねても『気のせいだ』と返されてしまう。けれどそれが気のせいではないことも、そして自分に原因があることもナタリアはなんとなくわかっていた。

　ナタリアには十五歳より前の記憶があまりない。概念的な情報やぼんやりとした記憶は少しあるのだけれど、思い出と呼べる確固たるものはなにひとつ覚えていない。

　イヴァンや側近らの話によると、ナタリアはイヴァンとは幼少の頃からよく知った仲だったらしい。けれど彼とどんな関係を築いてどんな時間を過ごしていたのかは、誰も語ってくれなかった。

　イヴァンがときどき悲しそうな瞳をするのは、自分が過去のことを覚えていないせいだろうかとも思う。ならば申し訳ないと思うのだけれど、どうすることもできないのがもどかしい。

　それとも――もうひとつの心あたりに原因があるのだろうかとナタリアは眉根を寄せる。

　もうひとつの心あたり、それは不治の持病のことだ。

　ナタリアは突然意識を失うことがある。朝でも、夜でも、座っているときでも、歩いているときでも。

　ふっと頭の中が薄いカーテンで覆われたようになり、そのまま意識が真っ白に染まっていくのだ。そして短くて長い夢を見る。なにかを探し、ただひたすらに白い世界をあてもなく歩いている夢を。

　夢から覚めるとたいていベッドや長椅子に寝かされていた。開いた目に映るのは必ず、泣きだしそうにナタリアを見つめる人たちの顔だ。

　意識を失う前にイヴァンがそばにいたときは、目覚めたときに必ず彼が傍らにいた。そんなときのイヴァンはなんともいえない表情でナタリアの髪や頬をなでてくる。苦しそうで、泣きだしそうで、けれど怒っているようにも幸せそうにも見える笑みを浮かべて。

（この病は一生治らないのかしら……）

　ナタリアは、イヴァンの計り知れない思いを抱えた笑顔を思い出して考える。

　医師は命や健康に影響を及ぼす病ではないと言っていた。ただ突然意識を失うだけだと。

　ならばどうして目を覚ました後、あの人はあんな目で私を見るのだろうか。天国の中に地獄を見つけてしまったような、喜びと絶望の入り交じった目で。

　考えても、ナタリアにはわからない。自分のことなのに、わからないことだらけだ。

（……私だってイヴァン様を幸せにしてさしあげたいのに……）

　イヴァンの瞳から、得体の知れない悲しみを取り去ってあげられない自分が情けない。もうすぐ彼の妻になるというのに、自分にできることはないのだろうかと考えあぐねる。

　そのとき、部屋の扉がノックされ、ドアの向こうから侍従に「皇帝陛下がお見えです」と声をかけられた。

　たった今まで思いを馳せていた相手がやって来たことに、ナタリアは胸を高鳴らせながら「ど、どうぞ」と返事をした。

　部屋に入ってきたイヴァンはいつものように深緑色の軍服を着ており、髪を綺麗にうしろへなでつけている。二十四歳になった彼は麗しい男らしさに加えますます大人の色香を増し、油断するとうっとりと見とれてしまうほどだ。

　部屋にいた侍女らと共にドレスの裾を持ち、軽く膝を曲げこうべを垂れる。するとイヴァンはすぐに人払いし、部屋でナタリアとふたりきりになった。

「ごきげんよう、イヴァン様。午前のご公務はもうお済みになられたのですか？」

「ああ。……いや。お前の顔が見たくなったんで、少し中断してきた」

「まあ」

　要は公務をさぼってここへ来たということだ。彼の側近や謁えっ見けんを待っている人らはソワソワしているのではないだろうか。

　会えるのはうれしいけれど戻るよう促した方がいいのだろうかとナタリアが悩んでいると、イヴァンがツカツカと目の前までやって来て軽く顎を掴んだ。

　彼はナタリアの顔を上に向かせると、すばやく唇を重ねる。

　驚いたナタリアが目をパチクリさせているうちに唇は離れ、気まずそうに視線を泳がせながらイヴァンは手を離した。

「……どうもいかんな。お前が同じ敷地内にいると思うと顔が見たくて我慢ができなくなる。執務室にやっかいな書類を持ち込まれたときにはとくにだ」

　ナタリアは驚いてあんぐりと口を開いた後、かわいらしく眉をつり上げて怒ってみせた。

「私を面倒なお仕事から逃げる口実にしないでください」

　会いにきてくれたことがうれしくて胸をときめかせたのに、体ていのいいさぼりの言い訳に使われたようで、ナタリアは拗ねて彼から一歩離れようとする。

　けれどすぐに一歩近づいてきたイヴァンの腕の中につかまって、楽しそうにクスクスと笑われてしまった。

「冗談だ、そんなかわいい顔をして怒るな。俺は朝起きてから夜眠るまで、いつだってお前に会いたい。こうしてずっと抱きしめてキスをしていたい」

　優しく腕に閉じ込めたナタリアの顔に、イヴァンはキスの雨を降らせる。

　恥ずかしさとくすぐったさでモジモジと身じろぎしていたナタリアは、やがてはにかんだ笑みを浮かべてキスを唇で受け止めた。

　イヴァンのたくましい背に腕を回してまぶたを閉じながらナタリアは思う。ああ、このお方の妻になれる私はなんて幸せ者なのかしら、と。

　そして多幸感に酔いしれる頭の中がやがて白いベールに覆われるのを感じ、ナタリアの意識は白い彼方へと消えていった。




　――イヴァンの力になりたい。

　そんなけなげな願いとは裏腹に、キュクノス宮殿で暮らすようになってからのナタリアは以前より頻繁に心をさまよわせるようになった。

　原因はわからない。大きな環境の変化が一因かもしれないし、長く雪に閉ざされる生活が関係しているのかもしれない。

　だからといってナタリアをシテビア王国へ戻すわけにもいかず、そうこうするうち、彼女はほぼ毎日のように錯乱してローベルトを捜しに行こうとするようになってしまった。

　そしてそれは残酷に、イヴァンの精神を摩耗させていく。

「だから言わんこっちゃない」

　外務大臣のユージンと結婚に反対した一派はそうささやき合った。結婚に否定的でなかった臣下らもナタリアの噂を耳にするたび、口には出さないがその結婚を危ぶみ眉をひそめた。

　心をさまよわせたナタリアは目を離すとあてもなくどこかへ行ってしまう。そしてそれを止めようと体を押さえれば、まるで暴漢に襲われたかのようにわめき、泣き叫ぶのだ。

　キュクノス宮殿から聞こえるナタリアの絶叫は、ときに外にまで届いた。たまたま新兵の隊が訓練所へ移動しようとキュクノス宮殿の近くを通りかかったとき、運悪く二階の窓が開いていた。そこから漏れ聞こえたナタリアの泣き叫ぶ声に、新兵たちが激しく動揺したのは言うまでもない。

「〝アレ〟が我がスニーク帝国の国母になろうというお方なのか？」

「我々はあのような女に忠誠を誓わなければならなくなるのか？」

　兵士たちのそんなつぶやきを聞いてしまったナタリアの侍女は、悔し涙を流して「ナタリア様が侮辱されました」とイヴァンに訴えた。

　宮廷中に広がっていくナタリアへの否定的な評判も、目の前で何度も心をさまよわせローベルトを追い求めようとするナタリアの姿も、イヴァンを苦悩に染めていく。

　ナタリアの症状は日を追うごとに悪化し、一日に二度三度と正気を失うことも多くなった。ひどいときには朝目覚めたと同時にローベルトを捜し始め、それを制止されて暴れたあげく眠りに落ち、目覚めると再びローベルトを捜すということを繰り返して、一日中正気に戻らないこともあった。

　そして結婚式まであと二週間という日。ついに大きな事件が勃発する。

　日も昇らぬ早朝、まだ誰もが寝静まっている宮殿からナタリアがいなくなってしまったのだ。

　隣室には女官を控えさせ、廊下にも衛兵を置くなど警戒は十分にしていた。けれどナタリアは二階の自室からバルコニーに出て、なんとそこから飛び降りてしまった。雪が一階の半分近い深さまで積もっていたせいで怪我はなかったけれど、音を吸収されたせいで誰も気づくことができなかったのだ。

　もぬけの殻になった部屋が発見されたとき、キュクノス宮殿だけでなく本宮殿であるコシカ宮殿までも騒然となったのは当然である。

　報告を受けたイヴァンはシャツとトラウザーズにコートを羽織っただけの姿で、極寒の外へと飛び出した。

　夜明け前は一日でもっとも寒い時間である。帽子も襟巻もせず氷点下十度を下回る外へ飛び出せば、たちまち鋭い寒さが痛みになって体を襲う。空気に舞う霜がまつ毛や髪にまとわりつき、むき出しの顔も手も見る見る赤くなっていった。

　侍従らが防寒具を持って追ってくるのもかまわず、イヴァンはナタリアの足跡をたどって、宮殿敷地内にある自然公園へと駆け込んだ。

「ナタリア……！」

　針葉樹に囲まれた誰もいない小道。暗闇の中にポツリと、ナタリアは立っていた。

　華きゃ奢しゃなそのうしろ姿を見つけイヴァンは安堵した後、彼女のもとに一目散に駆けていこうとして足を止めた。

　ナタリアはただまっすぐ空を見上げていた。空気中の水分が凍って、キラキラと彼女の周りを漂っている。

　――『雪姫』。

　闇の中で輝く幻想的なナタリアの姿に、思わずその名が頭の中をよぎった。イヴァンは慌てて首を横に振り、忌まわしいその名を振り払う。

（ナタリアは人間だ。精神が錯乱していようと、今ここにいる。まごうことなき人間で、俺の妻だ）

　降り積もった雪を踏みしめて、イヴァンは一歩ずつ近づく。

　しかしあと少しで手が届きそうになった瞬間、ナタリアはなにもない真っ暗な空に向かって両手を差し伸べた。

「……ローベルト……」

　いない婚約者の名を呼んで、ナタリアは手を伸ばす。そのうつろな瞳に、彼女だけにしか見えない誰かを映して。

　そんな光景を目のあたりにして、イヴァンはこらえきれず呻うめいた。嵐のように渦巻く感情は恐怖なのか、怒りなのか、いつか忘れた自責の念なのか。混濁しすぎていてわからない。

　痛いほどにこぶしを握りしめ、イヴァンは天を仰いで虚空に向かってほえる。

「ナタリアは俺の妻だ！　連れていくなローベルト!!」

　――ローベルトの呪いなど、信じたことはなかった。

　ナタリアが心をさまよわせるのはあくまで医学的な問題があるからで、死んだローベルトが彼女を呼んでいるなど、耳を貸したくもない俗言だった。

　けれど今、雪と細氷の中で手を伸ばしているナタリアの瞳には映っているのだ。

　彼女の時を八年前で止め、永遠に愛される存在になったローベルトの姿が。

　イヴァンはどうしてナタリアがスニーク帝国に輿入れをしてから症状が悪化したか、理解できた気がする。

　この国は自分が担う国であるとともに、ローベルトが永眠した地でもあるのだ。

　たわ言だとわかっている。けれど感じずにはいられない。ナタリアの魂がこの地に眠るローベルトの魂に惹かれているのだと。

「駄目だ！　ナタリアは渡さない！　ナタリアは……俺のものだ！」

　叫んで、イヴァンはナタリアに向かって腕を伸ばし、そのか細い体をうしろからつかまえた。

「嫌ぁあぁ!!」

　体を抱きしめられたナタリアの悲鳴が、真っ暗な空にこだまする。

「放して！　助けて……ローベルト！」

「ナタリア……帰るんだ。帰ろう、ナタリア」

「ローベルト！　ローベルト！」

　イヴァンの腕の中でナタリアはもがき、必死に天に向かって腕を伸ばす。まるであと少しで届く救いの手を掴もうとしているかのように。

　けれど、どんなにもがいても華奢な手が掴むのは虚空ばかりで、ナタリアの抵抗はだんだん弱まっていった。

「どうして……ローベルト……どこ……」

　やがておとなしくなったナタリアは涙をひと筋こぼすと、失神したかのように突然眠ってしまった。イヴァンは拘束していた腕をほどき、くったりと脱力している彼女を腕に抱え直した。

　寝間着姿のまま外をさまよい歩いたナタリアの体は冷えきってしまっている。手足が赤く腫れ凍傷になりかけているのを見て、イヴァンは唇を噛みしめ顔をしかめた。

「かわいそうに、痛いだろう。すぐに温かい湯に浸けてやるからな。大丈夫だ、すぐによくなる」

　深い眠りに落ちているナタリアに語りかけて、イヴァンは優しく微笑んだ。そして彼女の冷たい体をコートの内側に抱き込んで、自分の熱を分け与えてやる。

　細い体が氷のように冷たくなっているのを肌で感じ、イヴァンはまぶたの裏が熱くなってくるのを目を固く閉じてこらえた。

（憐れなナタリア……。お前が抱きしめたがっていた男は、お前の体を凍てつかせることしかできないのに。俺ならばいつだってお前を温めてやることができるのに。かわいそうなナタリア。……それでもお前は、ローベルトを求め続けるのか？）

　ナタリアの愛する男が彼女にぬくもりを与えられるのならば、まだあきらめもついただろう。けれど八年前にその男は永遠にぬくもりを失ったのだ。この雪の大地より冷たい躯むくろになって。

「……愛している、ナタリア。だから……生きてくれ」

　もしも今日のようなことがまたあって発見が遅くなったらば、ナタリアの体は永遠にぬくもりを失うだろう。愛するローベルトと同じように。

　もしかしたらそれが彼女の望みで幸せなのかもしれない。けれどイヴァンにそれを許すことはできない。

（ナタリアは生きている。雪姫ではなく人間として。そしてこれからは妻として、一生俺の隣で生きる。たとえナタリアの心が永遠にローベルトの婚約者だとしても――彼女の命を温め続けるのは、俺だ）

　細く冷たい体を抱きしめながら、イヴァンは雪を踏みしめ歩く。その心に救いのない愛を抱えたまま。

　捜索隊が公園の出口でふたりを見つけたときには、厚い雲越しに空が白々と明けようとしていた。




　布の室内靴のまま雪の上を歩き続けていたナタリアの足は軽度の凍傷を起こし、治療が遅れればあやうく壊死してしまうところだった。

　さすがに今回のことは大きな騒動となり、二週間後の結婚式について宮廷では緊急の会議が開かれることとなった。

「結婚式は中止すべきです！　ナタリア様はあきらかに正常じゃありません！　我々はスニーク帝国民として、ナタリア様を皇后としてお迎えするわけにはいきません！　どうかお考え直しください！」

　今度ばかりはユージンの意見にうなずく者が多数だった。オルロフをはじめとしたイヴァンの側近らさえも、皆黙ったままうつむいている。

　ナタリアの側近らからも、チェニ城に戻し療養させるべきだと嘆願されていた。

　けれど、イヴァンはけっしてうなずかない。彼は結婚式の中止も延期も、認めなかった。

「環境に慣れてくれば錯乱する回数も減ってくるはずだ。警備も以前の三倍に増やした。もう二度とひとりで部屋を抜け出すことはない。それに結婚後は俺と寝室を共にするのだから、安全に問題はないだろう」

　ユージンが「そういう問題ではございません！　結婚など無理だと――」と反論しようとすると、遮るようにイヴァンがテーブルを強く叩いた。

「黙れ！　ナタリアは俺の妻になる！　口を出すな！」

　横暴なイヴァンの言葉に、臣下たちは口には出さずとも密かにあきれた。

　皇帝陛下は意地になっておられる。ご自分で決められた結婚だから間違っていたと認められないのだ――この会議室にいるほとんどの者が、腹の中でそう思っていた。

　けれど、オルロフや数人の側近はそうではないと知っている。

　彼らは見ていた。あの日、真っ赤に腫れたナタリアの手足を湯で温めながら、イヴァンがどんな表情を浮かべていたかを。

　イヴァンは、泣けない。

　次期皇帝の座を約束された日から、彼は泣くことを禁じられた。強大な国を率いる男が涙を見せるのは、皇帝の、そして軍人としての沽こ券けんに関わるとして。

　皇帝は誰より強く気高くあらねばならない。皇帝が苦渋の涙を流すとき、それは国が滅びるときだ。

　だからイヴァンは涙をこぼさない。最愛のナタリアが死んだローベルトを求め、雪の中をさまよい歩こうとも。

　彼は唇を噛みしめ、眠るナタリアの足を黙々と温め続けた。痛々しく腫れた小さな足を、時折哀れむように優しくなでて。

　ナタリアの心からローベルトへの愛が消えなくとも、ナタリアがどんどん雪姫になっていこうとも、国中にこの結婚を非難されようとも――イヴァンは愛しているのだ。世界でたったひとり、この儚く美しい王女を。

　悲しみを胸に閉じ込め献身的にナタリアの世話をするイヴァンを見た者は、誰もがそう思った。切なさのあまり陰でこっそりむせび泣く者もいた。

（陛下はただ、ナタリア様を深く愛しておられるだけだ）

　あの日の光景を思い出し、オルロフは会議の席でうつむいて奥歯を噛みしめる。

「話し合う必要などなにもない。時間の無駄だ」

　そう言い捨てイヴァンが椅子から立ち上がり部屋から出ていってしまうと、途端にあちこちから陰鬱なため息が聞こえだした。

「スニーク帝国はもうおしまいだ。世継ぎも望めなければ、常軌を逸した皇后など世界中の笑いものになる。スニーク帝国の支配下にある国々は尊敬できない皇帝と皇后に反発を強めるでしょうな」

　ユージンは大げさに肩をすくめ、十字を切った。ほかの臣下たちも賛同し、十字を切ったり頭を抱えたりする。

　そんな光景を横目で見ながら、オルロフは会議室を出てイヴァンを追った。廊下を曲がった先で見つけたイヴァンはその歩調から、気が穏やかでないことが見て取れた。

　オルロフはイヴァンに声をかけようとしたがやめて、そのまま黙って彼の背についていく。

　そして密かに十字を切って両手を組み、君主が苦悩から救われることを神に祈った。










四章　エルカナの妻




　スニークの空に雪が舞う。

　森も街も人も、白く冷たく染めて。




　――一月。皇帝夫妻の結婚式は予定通り開催された。祝福の紙吹雪のように、チラチラと雪の降る日だった。

　浮き模様を織り出した銀の絹地に真珠をちりばめたドレスをまとったナタリアと、勲章を飾った儀典装の軍服にダイヤの留め具がついた緋色のマントを羽織ったイヴァンの婚礼姿は、まるで神話の絵画のように凛々しく、幻想的な美しさを誇って人々の目を奪った。

　スニーク帝国史上もっとも秀麗ともいえる花嫁と花婿の姿に、結婚に反対していた臣下らも思わず感嘆のため息をつく。

　宮殿から帝都にある大教会までの移動には、皇帝夫妻を乗せた黄金の馬車を中心に百台もの馬車が連なり、帝都のすべての教会が祝福の鐘を響き渡らせた。

　街道のことほぐ人々に手を振りながら、皇帝夫妻の乗ったオープン馬車はゆっくりと教会へ向かっていく。

「大丈夫か、ナタリア。疲れただろう。教会に着いたら少し休むといい」

　民衆に手を振りながらも、イヴァンは隣に座るナタリアをたびたび気にかけていた。

「イヴァン様ったら、さっきも大丈夫と申し上げたじゃありませんか。こんなにたくさんの人々がお祝いしてくださっているんですもの、喜びで疲れなんか感じません」

　肩をすくめてナタリアはおかしそうに笑う。その愛らしさにイヴァンもつられて微笑むけれど、心配が晴れることはなかった。

　なんとか歩けるほど回復したものの、ナタリアの凍傷で痛めた足はまだ完治とはいえず包帯を巻いている状態だ。足に負担のかからないやわらかい靴に作り替えさせたけれど、式の間は立ちっぱなしになることを思うと不安は拭えない。

　それに加え、ナタリアの精神が不安定なのも相変わらずだった。

　ほぼ毎日のように心をさまよわせている彼女が、今日もいつ正常でなくなるかと思うと、イヴァンも側近らも臣下たちも気が気ではなかった。

　どうかせめて、大勢の人目のあるところでは発症しないでくれと臣下らは願う。そしてイヴァンは、どうか神の前で誓いを立てるときだけはローベルトの名を呼ばないでくれと、心から願った。

　不安からイヴァンがわずかに顔を曇らせると、隣のナタリアが絹の手袋に包まれたしなやかな手でそっと頬に触れてきた。

「なんだか、イヴァン様の方が緊張されているみたい」

　心配そうに顔を覗き込んで小首をかしげるナタリアは、無む垢くそのものだ。

　彼女は知らない。自分が意識を失っているときに、亡き婚約者を追い続けていることを。そのたびに愛するイヴァンがどれほど深く心に傷を負っているかを。

　自室を抜け出し雪の中をさまよって足に凍傷を負ったときも、目を覚ましたナタリアはなにも覚えていなかった。

　痛々しく腫れた自分の足を不思議そうに見て、その原因を誰も教えてくれないことを悟ると、『困ったわ。これじゃあ結婚式の靴が入らなくなってしまう』と眉尻を下げただけだった。

　そんなナタリアが、イヴァンは哀れで愛おしい。

　きっと彼女は薄々気がついている。自分が意識を失うことが、周囲に大きな困惑を招いているのだと。けれどそれを追及することを、イヴァンが望んでいないことにも気づいている。

　だからナタリアは明るく無垢に振る舞う。周囲に奇異や哀れみの目を向けられ、意識を失っているときの自分がなにをしているのか不安になっても。ただ笑顔で明るく、今の自分にできる精いっぱいでイヴァンや周囲に優しくあろうとしていた。

「イヴァン様でも緊張されることがあるのですね。結婚式の日に、夫となる方の新しい一面を知りました」

　肩をすくめて頬を染めながら微笑んだナタリアに、イヴァンも曇った表情を消し微笑み返す。

「緊張もするさ。戦場で百門の大砲の前にさらされても俺の心臓はビクともしないが、神の御前でお前と愛を誓えると思うとうれしさのあまり心臓が極限まで高鳴る」

　そう言ってイヴァンが頬に添えられたナタリアの手にキスを這はわせると、沿道の民衆からワッと歓声があがった。

　ナタリアは照れくさそうにはにかみながら、歓声に応えるように沿道に手を振る。イヴァンも軽く手を振りながら、もう片方の手でキスを這わせたナタリアの手を握り続けた。




　皇帝夫妻が式を挙げる教会は十字のついた滴形の屋根を携えており、スニーク帝国独特の宗教色を表している。

　式は最高聖職者の総主教が執りおこない、花婿と花嫁それぞれに冠を授けるのが習わしとなっていた。

　本堂に出席者が立ち並び見守る中、イヴァンとナタリアは祭壇の聖画の前で葡ぶ萄どう酒しゅを飲み、総主教に導かれて愛を誓う。

　本来伝統にのっとった式では新郎新婦がキスを交わす場面はないのだけれど、イヴァンは総主教に指示し特別に誓いのキスの儀式を入れさせた。

　何千本ものろうそくの明かりに囲まれたおごそかな聖堂の中央で、イヴァンはナタリアの両頬に手を添えそっと唇を重ねる。

　――『帰る前に、礼拝堂でキスをして！　結婚式みたいに！』

　イヴァンの頭によぎるのは、いつかの幼い日にナタリアが無邪気に口にしたわがままだ。

　シテビア王国はスニーク帝国と宗教が違うため、幼いナタリアは結婚式で口づけをする新郎新婦を見て憧れていたのだろう。

　そんな遠い日の彼女の憧れを、イヴァンは忘れていなかった。たとえナタリア自身がその憧れを覚えていなくとも。

　ゆっくりと唇を離した後、幸福に酔いしれる彼女の青い瞳を見てイヴァンは胸が苦しくなる。ナタリアに愛されナタリアを幸せにするのは自分だけだという思いが込み上げる。

（ナタリアの願いは俺がすべてかなえる。ローベルトではなく、夫であるこの俺が）

　偉大なる神の前で、イヴァンは誓った。この先どんな困難が待ち受けていようとも、ナタリアを生涯愛し抜くことを。そして願った。いつの日か彼女の心が八年前の呪縛から解き放たれることを。

「……愛している。この世界の誰よりも」

　目の前の妻にしか聞こえぬ声でささやいた言の葉は、総主教の紡ぐ祝文に紛れて、消えた。




　荘厳な式が終わった後は、王宮で晩餐会に舞踏会と華美な祭典が催される。

　とはいえナタリアはまだ足が完治していない。ふたりは舞踏会で一曲だけスローテンポなメヌエットを踊ると、あとは会場に設けられた玉座に座って舞踏会を眺めた。

　今日の主役が早々に腰を下ろしてしまったことに不満そうな客もいたけれど、それでも舞踏用の深紅のドレスに飾帯をまとった艶やかで気高いナタリアの姿に、多くの者が感嘆のため息をついた。

　宮廷楽団も今宵は君主の祝宴のために、よりいっそう美しい音色を響かせている。

　流麗な音楽に合わせて踊る人々を、ナタリアは玉座から楽しそうに眺めていた。

「……無事に一日が終わりそうですね。よかった、きっと神の思し召しですね」

　イヴァンの隣に控えて立っているオルロフが、小声でそう言った。イヴァンは口もとにわずかに笑みを浮かべ、黙ったままうなずく。

　たった半日のことだというのに、ナタリアがここまで心を乱さなかったことが奇跡のように思えた。オルロフの言う通り、神にこの婚姻を祝福されたような気がする。

　このまま彼女が心をさまよわせなくなったならば、どれほど幸運なことか。さすがにそれが無理だとしても、今日を機に快方に向かってくれればとイヴァンは願う。

　そんな希望に思いを馳せ自然と顔をほころばせていると、玉座のひじ掛けに置いていた手にそっと細い指がのせられた。横を見るとナタリアがなにやらモジモジとしながらこちらを向いている。

「どうした？」

　イヴァンが尋ねれば、ナタリアは少しうつむいた顔に上目遣いで口を開いた。

「……もう一曲だけ、イヴァン様と踊りたいのです。踊ってはいけませんか？」

　どうやら賑わう会場を見ていたら、いても立ってもいられなくなったようだ。

　イヴァンは刹那キョトンとした表情を浮かべると、手にのせられていた指に自分の指を絡めてから言った。

「無理をしては後で足がつらくなるぞ」

「わかっております。でも……今日は私たちの結婚式なのに。一生で一番おめでたい日なのに踊れないだなんて、あまりにも残酷だわ」

　寂しそうに唇を尖らせるナタリアに、イヴァンはとろけそうに目を細めて笑う。

（わがままを言うときの拗ねた顔は、子供の頃とちっとも変わらないな）

　昔懐かしい感慨を胸にイヴァンはオルロフになにか耳打ちをすると、指を絡め合ったまま玉座から立ち上がった。

「一曲だけだぞ。俺が腰を支えるから、お前はなるべく足を床につけないようにしろ」

　わがままをかなえてもらい、ナタリアはぱぁっと顔を輝かせた。高貴な皇后の面立ちが、一瞬で花のような屈託のない笑顔になる。

　オルロフから指示を受けた楽団は、次の曲をカドリールからスローテンポのワルツに急きょ変更した。

　イヴァンとナタリアが手を取り合って会場の中央へ向かうと、客人らは場を開けてふたりを囲むように人の輪ができた。

　イヴァンは向かい合ったナタリアの手を握り、もう片方の腕で彼女の細い腰を抱く。

　楽団の弦がメロディを奏でだすと、ふたりは流れるワルツに合わせて体を揺らした。大きな動きになるたびイヴァンはナタリアの腰に回した腕に力を入れ、彼女の体を軽く宙に浮かせる。その様は軽やかで、まるで蝶が舞っているかのように人々の目には映った。

「重くありませんか？　イヴァン様」

「ちっとも。まるで風と踊っているみたいだ」

「ふふっ、私も風の妖精になった気分です」

　幸福に瞳をきらめかせ情熱的に見つめ合いながら踊る皇帝夫妻の姿に、結婚を反対していた家臣たちもわずかながら安堵を覚える。

「両陛下とも実にお美しい。おふたりとも大陸一の美男美女と言えましょう。……これで皇后陛下の〝あれ〟さえなければ、スニーク皇室は安泰なのですがな」

「ふん、美しさなどいずれは衰えるもの。心身ともに健康であることの方がどれだけ重要か。この宴が帝国凋落の幕開けにならんことを祈りたいものだ」

　会場の隅でユージンとその取り巻きたちが、悲喜こもごもに語り合っていた。

　その輪に加わっていた水色のドレスに身を包んだ色香漂う婦人が、扇で口もとを隠しながらつぶやいた。

「……おかわいそうな皇帝陛下。皇后陛下がどれほどお美しくても、お心を乱されてしまったら閨ねやを共にすることさえできないのでしょう？　愛していても抱けないなんて、まるで雪姫みたい」

　婦人のつぶやきを聞いた隣の男性が、眉をつり上げ慌てた様子で「シーッ！」と人さし指を口にあてる。

「その名は禁句だ、言葉を慎めジーナ！　陛下のお耳に入ったりしたら、大変なことになるぞ！」

　ジーナと呼ばれた婦人は夫に叱られながらも、「あら、ごめんなさい。あなた」と、飄々とした態度のまま視線をイヴァンたちから離さない。

　そして鮮やかな色を塗った厚みのある唇を扇の陰で微笑ませると、「でも――」と言葉を続けた。

「きっと陛下にはいつか必要になりますわ。本当の安らぎを与えてさしあげる女性が」

　会場に流れるワルツは、若き夫婦の幸福も、人々の羨望と祝福も、思惑もすべてをのみ込んで夜を彩る。

　やがてワルツが終わると共に深夜を告げる鐘の音が鳴り、一日目の舞踏会は幕を閉じる時間となった。




（ああ、緊張するわ。どうしましょう）

　舞踏会の後、湯浴みを終えたナタリアは皇后のドレッシングルームで侍女と女官に手伝われ、夜の身支度をしていた。

　綺麗に髪を梳すかれ、肌にはオイルを塗られ、手の爪まで綺麗に磨かれる。無理を言って踊った足は少し痛んだが、薬を塗って包帯を巻かれたらほとんど痛みは感じなくなった。最後にラベンダーの香水をほのかにまとわせて、侍女長に「さあ。お支度が整いましたよ」と声をかけられた。

　ガーネットと月桂樹の彫刻が施された金縁の姿見に映っているのは、美しく磨かれた体を絹の寝間着に包んだ自分の姿だ。胸もとにリボンのついた絹の寝間着は生地が薄く、光にさらすと体の線が出てしまって恥ずかしい。

（こんな格好でイヴァン様の前に出るなんて……）

　今夜は初めてイヴァンと床を共にする夜だ。覚悟はしていたつもりだけれど、やはりいざとなると羞恥と緊張で鼓動が速まるのを抑えられない。

　おまけに扇情的な寝間着を着せられてしまい、ナタリアは鏡に映る自分を直視できず、赤くなった頬を両手で押さえて目を逸らした。

「お美しいですよ、ナタリア様。どうか緊張なさらず、陛下に身をお委ねください」

　羞恥にさいなまれているナタリアを察してか、侍女長がそう言いながらガウンを羽織らせてくれた。刺激的な寝間着姿が隠れただけでも少し緊張がほぐれ、ナタリアは密かにホッとする。

「私は……よき皇后になれるかしら」

　鏡に映った自分と見つめ合いながら、ナタリアは下腹に手をあて小さくつぶやいた。

　初めて愛する男性に身を委ねることも緊張するけれど、皇后としての重責は別にある。帝国の国母として最大の務めは、なんといっても跡継ぎを産むことだ。

　イヴァンの血を引く偉大なる御子を、自分の体はもうけることができるのか。若き皇后が思い煩うのも当然のことだった。

　そんなナタリアを、侍女たちも女官たちも温かな眼差しで見つめる。

「国民は皆、敬愛する両陛下のお世継ぎが誕生されることを心より待ち望んでおります。けれど、おふたりは今日夫婦になられたばかりではございませんか。今宵はお世継ぎの心配をされるより、どうぞ陛下と愛を育まれることだけお考えくださいまし。そうすればきっと、神様が祝福の御子を授けてくださいますわ」

　侍女長の言葉に、ほかの侍女や女官らもウンウンとうなずく。

　ナタリアは彼女の温かい言葉に目を潤ませ、自分はなんて恵まれているのだろうと感激した。

　他国では跡継ぎの男子をなかなか産めない皇妃や王妃が、側近や臣下からひどい嫌がらせを受けることもあるという。それに比べ自分の側近らはこんなにも優しく励ましてくれる。チェニ城にいた頃から仕えてくれている彼女たちとは気心の知れた仲だけれど、皇后になっても変わらず力になってくれることがうれしい。

「ありがとう。気持ちが落ち着いたわ」

　ナタリアが微笑んで礼を言うと、侍女長は一礼してから「では参りましょう」とドレッシングルームのドアを開けた。うなずいてナタリアは侍女長の後を歩き、夫婦の寝室へ向かう。

　本宮殿の三階にある皇帝夫妻の寝室は、植物の柄が彫り込まれた大きな両開きのドアが設しつらえられている。

　寝室へ入ったナタリアは就寝の挨拶をして去っていく侍女長らを見送り、ベッドに腰掛けてイヴァンを待った。

　豪奢な天蓋のついた夫婦用のベッドは大きく、大人が五、六人は並んで眠れそうな広さだ。

　一度は腰を下ろしたもののどうにも落ち着かず、ナタリアはベッドから立ち上がって部屋をウロウロと歩き回った。

「……雪……」

　窓辺に立ったナタリアは厚いカーテンをめくり、外の景色に目を留める。

　昼間は曇天ながら一時的にやんでいた雪が、夜になって再び降りだしたようだ。

　暗闇からふいに現れたように舞い落ちてくる雪は、宮殿の窓の近くで一瞬だけ明かりに照らされ、再び闇に吸い込まれるように地面に落ちていく。

　雪の積もった地面に新たな雪がさらに降り積もるその光景は、なんだか永遠に終わらない繰り返しを見ているみたいだ。

　もう見慣れた景色だというのに、ナタリアはどことなく心がざわつく。

　そのとき、ノックの音が響き部屋のドアが開かれた。

「イヴァン様……」

　入ってきたのはイヴァンひとりだ。彼もシャツとトラウザーズの上にガウンという就寝の格好をしている。

　窓辺に立っていたナタリアはカーテンを閉め身を翻すと、イヴァンの前まで進み出て軽く膝を曲げた。

「い、至らないところもあるかとは存じますが、妻として精いっぱい務めさせていただきます」

　閨での作法は学んだものの、裸になって愛し合い子種を受け入れるとはどんなことなのか、ナタリアは漠然としか知らない。

　少し落ち着いていた心臓がまた加速を始め、緊張と不安で全身がこわばる。

　するとイヴァンがフッと小さく笑い、大きな手で両頬を包んできた。

「硬くならなくていい。怖いことなどなにもしない。お前はただ、俺に愛されるがままでいればいいんだ」

　彼の言葉は侍女長が言っていたことと同じだった。ただ愛を育めばいいと。

　少し心がほぐれた気がして、ナタリアは微かに微笑む。それを見てイヴァンも目を細めると、そっと唇を重ねた。優しい口づけからは彼がナタリアを愛おしく思う気持ちが伝わってくる。

「愛してる。ナタリア、世界一愛しい俺の妻。お前の心も体もすべて俺のものだ」

　唇を唇で甘く食み、舐り、軽く吸い上げる合間にイヴァンが情熱的にささやく。それだけでナタリアは体の芯が熱くなり溶けてしまいそうだった。

「イヴァン様……私も、私もあなたを……愛しています」

　名を呼び合い、唇が触れ合うたびに、緊張は解けていった。その代わりに込み上げてくるのは、切ないほどの彼への恋情と多幸感だ。

　ナタリアから顔を離したとき、イヴァンの息が微かに乱れていた。

　彼は少しだけ照れくさそうに笑い、いったんナタリアから離れた。そして部屋を照らしていたろうそくとランプの明かりを消していく。

　部屋の明かりは暖炉とベッドサイドの燭台のものだけになり、途端に雰囲気が変わった。薄闇の室内は、まるで世界にふたりきりになったような親密な空間に感じる。

　暖炉の火を反射して金色にゆらめくナタリアの髪を、イヴァンは長い指でゆるく梳いてささやいた。

「ベッドへ」

　無言のままうなずいて、ナタリアは彼に肩を抱かれてベッドまで歩いた。

　窓がカタカタと音をたてている。外は風が出てきたらしい。

　ナタリアがベッドに腰掛けると同時に、イヴァンが覆いかぶさるように唇を重ねてくる。そのまま仰向けに横たわり、自然と体が重なり合う形になった。

　彼の厚い胸板の下で、自分の胸が鼓動を速めているのがわかる。大きく高鳴っている心音は、重なる肌を通してきっと彼にも伝わってしまっているだろう。

　けれどこれは不安や緊張のせいではない。これから愛する夫に抱かれる歓喜の高鳴りだ。鼓動と共にこの想いが伝わればいいと、ナタリアは思う。

「イヴァン様……」

　彼の名を紡ぐと、目の前の青緑色の瞳に色濃く情熱が灯った。

「ナタリア……綺麗だ」

　イヴァンの指が愛おしそうに何度も金色の髪を梳き、唇が白はく皙せきの頬に何度も押しつけられる。

「ナタリア……愛している。心から愛している。お前は俺の妻だ」

〝愛している〟と紡がれるたびに、溺れそうなほどの幸福に魂が震えた。彼の妻になれた喜びを、全身全霊で受け止める。

「……イヴァン様」

　ナタリアはまぶたを閉じ、心の奥で神に感謝を捧げた。この世にナタリアとして生を受け、育ち、イヴァンに巡り合えた奇跡を。

　イヴァンの情熱的なキスを受けながら、ナタリアは己の内側が熱く昂たかぶっていくのを感じた。〝もっと彼を感じたい〟。そんな思いが自然と湧き上がってくる。

　ああ、きっとこれが身を委ね愛を育むということなのだと、ナタリアは染み入るように理解した。

「ナタリア……」

　彼の呼びかける声が、どこか遠くに聞こえる。体が熱くて、鼓動がうるさくて、頭がぼんやりとしてきた。

　ふと、窓が風に揺れる音が聞こえた気がした。

（きっと、外は雪風が吹いているわ――）

　刹那。意識がイヴァンから逸れた瞬間、ナタリアの思考が薄いベールに包まれる。

　閉じていたまぶたをゆっくりと開くと、そこは白銀の世界だった――。




　――朝の光が閉じたまぶたの上をチカチカとかすめる。

　目覚めていく頭で、ナタリアはすぐそばにイヴァンの香りを感じた。

（ああ、そうだわ。私……）

　自分の寝床がキュクノス宮殿の寝室から本宮殿の夫婦の寝室に変わったことを思い出し、ナタリアの頭は目覚めの気怠さより言い知れぬ喜びでいっぱいになる。

　しかし――。

「……イヴァン、様……？」

　開いた双そう眸ぼうに映ったのは、悲しそうに微笑んでナタリアを見つめているイヴァンの顔だった。

　先に目覚めていたのだろうか。彼は起きてベッドに座った体勢で、ナタリアの髪をなでていた。

（どうしてそんな悲しそうなお顔をするの……？　まるで今にも泣き崩れてしまいそう……）

　朝の白い光に縁取られたイヴァンの顔は美しく、けれども隠しきれない憂いに彩られている。

　そんな彼の姿を見て胸を詰まらせてしまいそうになったナタリアは、体を起こし、そしてようやく昨夜の自分のことを思い出した。

（そうだわ。私――）

「おはよう。ナタリア」

　上半身を起こしたナタリアの顔にかかった髪を、イヴァンは丁寧に指先で払ってくれる。

「あの……私、昨夜……意識が途中でなくなって……その……」

　まさか、夫婦の営みの最中に意識がなくなるなんて思いもしなかった。果たしてあれからどうなったのか。自分は妻として初夜の務めを果たせたのだろうか。不安でナタリアは表情を曇らせる。

　イヴァンは目を細め彼女の髪をゆるゆると梳いたまま、なにも言わなかった――それが答えだった。

（ああ……！　私は……なんてことを……）

　自分ではどうしようもないこととはいえ大きすぎる失態に、ナタリアは申し訳なさと自責の念で顔を覆って嘆きたくなる。

　けれどその前に、髪をなでていたイヴァンの手がナタリアの頬を包んだ。

「気に病むな、お前のせいじゃない。それに俺たちは夫婦になったばかりだ。機会は幾らでもある」

　いつも意識を失ってから目覚めると、そこにはイヴァンの悲しそうな顔があった。

　彼にそんな表情をさせる自分を恨めしいと思ったことは何回もあるけれど、今日はその比ではない。

「ごめんなさい……」

　謝るとイヴァンがますます悲しそうな顔をするので謝罪の言葉は控えていたが、今日はたまらず口からこぼれた。

「お前のせいじゃない」と彼は繰り返した。ナタリアは涙があふれそうになる瞳をまぶたで固く覆って思う。では、誰があなたをこんなにも苦しめているのですか？と。

　ナタリアは病に打ち勝てない自分の無力さを呪う。病にとらわれた自分の心と体を呪う。愛する夫と体も重ねられないでなにが妻だと、自分を叱責する。

　泣いて謝りたい気持ちを無理やりのみ下し、ナタリアは閉じていたまぶたを開いた。

　そして無垢を演じて笑う。

「イヴァン様、口づけをしてもよろしいですか？　夫婦は起床したときにキスをするものだと教わりました」

　ナタリアは知っている。明るく憂いを見せないことが、彼の瞳からわずかにでも悲しみを消す唯一の方法だと。

　うれしそうに目を細め、イヴァンが啄ついばむようなキスを与えてくれた。

　それを受け止めながら、ナタリアは心の中で問う。

　罪深き私に、あなたの妻でいる資格はあるのでしょうか――と。










五章　約束の地




　結婚式にまつわる儀式と祝宴は一ヶ月ほど続き、それが終わるとイヴァンとナタリアは新婚旅行へと発った。

　行先は大陸の南西部にあるイルジア半島。

　イルジアは半島に無数の小国が乱立しており、主にスニーク帝国領、ワールベーク帝国領、教皇圏、自治権を持つ公国に分かれている。

　気候は温暖で海に囲まれているため食材も豊富なことから、グルメの地としても非常に名高い。建築、芸術、文化にも優れ歴史も深く、古代帝国の遺跡は世界的にも有名な観光名所だ。周辺の海上には大小合わせて二十以上の諸島があり、王侯貴族のリゾート地となっている。

　スニーク帝国からイルジア半島へは直線距離にして二千キロメートル以上。幾つかの国境を越えなくてはならないこともあって、各国の王宮や離宮、司教館などに立ち寄ることになっている。つまりこの旅は新婚旅行と、各国への新皇后のお披露目も兼ねているのだ。

　行き帰り併せて七カ国を訪れる半年がかりの旅。けっして楽な旅ではないが、イヴァンは新婚旅行はイルジアへ行くとずっと以前から決めていた。

　――『……私も、見てみたいです……』

　三年前、ナタリアが言葉を取り戻したきっかけはイルジア半島の図鑑だった。

　図鑑に載っていた古代遺跡の図に、それほどまでに心を揺さぶられたのかもしれない。そう思うと、どうしてもナタリアをイルジアへ連れていってやりたかった。

　それにイルジア半島はスニーク帝国に比べて、かなり温かい。南部の方では冬でも気温が十度を下回らないため雨が降っても雪にはならず、鮮やかな花まで咲いているほどだ。

　スニーク帝国へ輿入れをしてから例の症状が悪化しているナタリアにとって、もしかしたらいい療養になるかもしれないという思いもあった。

　イヴァンは雪に閉ざされるスニークの大地を愛してはいるが、他国から来た者が長い冬に気を塞ぎがちなることも理解している。

　今のナタリアには鉛色の雪雲の下にいるより、太陽の明るく照らす南国で過ごす方がよいのではないかというイヴァンの意見には、側近も臣下らも皆、首を縦に振った。

　そうして二ヶ月後。通過する国々で晩餐会や舞踏会の歓迎を受けながら、イヴァンとナタリアはイルジア半島のスニーク帝国領トリースの街へと到着した。




「ああ……！　なんて素晴らしいの……。イヴァン様、私、今、二千年前の人々の息吹をたしかに感じています……！」

　念願の古代遺跡を前にして、ナタリアは目を輝かせっぱなしだった。

　やはりイルジアの文化や芸術は彼女の琴線に触れるらしく、トリースに着いてからというものナタリアは休む間もなく文化遺産を見て回り、夜はオペラに夢中になり、暇さえあれば本を読みあさった。

　二ヶ月という長い旅路には問題もいろいろあった。道中でナタリアが心を乱してしまったときには危険回避のため馬車を止めざるを得なかったし、他国が歓迎のために開いてくれた晩餐会でナタリアが席を立ってさまよいだしたときには、さすがにイヴァンも肝を冷やした。

　けれど苦労しただけの価値は十分にあったと、子供のように瞳を好奇心で輝かせるナタリアを見ながらイヴァンはつくづく思った。

「イヴァン様、お願いがありますの。帰りに市場へ寄ってもよろしいですか？　花売りが見たいのです」

　古代遺跡の見学から名残惜しそうに引き上げたナタリアが、馬車に乗り込みながらそんなことをねだってきた。

「花売り？　花など買ってどうする。明日には離宮を発ってセレーノ島へ行くんだぞ」

　イルジアでの滞在はひと月半を予定している。一ヶ月ほどトリースの離宮を拠点に観光をしたり領土の視察をした後は、南方の海へ出て諸島のひとつセレーノ島で残りの半月を過ごす予定だ。

　セレーノ島はスニーク帝国の領土でもあり、ここにはイヴァンが皇太子時代に購入した別荘もある。

　イルジア半島よりさらに温暖で冬でも色とりどりの花が咲き誇り、白い砂浜と驚くほど透明な海を有するセレーノ島は、イヴァンのお気に入りだ。きっとナタリアも気に入ってくれるに違いない。

「花ならセレーノ島にいくらでも咲いている。別荘の花壇にもだ。明日、花摘みをしたらどうだ」

　馬車に乗り込んで座席に座りながらそう提案したイヴァンに、ナタリアは「でも……」と困ったように首を横に振った。

「市場にはこの街で育った花だけでなく、近隣の国や島から輸入されてきた花もきっとありますでしょう？　それが知りたいのです。イルジアやこの周辺ではどんな植物が育っているのか。もしかしたら図鑑で見た花もあるかもしれません」

　どうやら彼女のおねだりは知的好奇心に基づいているもので、花摘みなどかわいいものでは解消されないようだ。

　イヴァンは眉尻を下げてククッと笑い声を漏らすと、馬車の窓を開けて「市場へ寄ってくれ」と御者に向かって命じた。




　文化と芸術の宝庫であるトリースの街を離れることにナタリアは少し寂しそうだったけれど、セレーノ島へ船が到着したときには、再び瞳に輝きを取り戻した。

　セレーノ島は世界一ともうたわれるほど美しい島だ。王侯貴族の別荘地となっているが土地を買うにはスニーク帝国の厳しい審査が必要で、値段ももちろん半端ではない。そこまでしてこの島に滞在できる者を厳選するのは、島の景観と品格を守るためである。

　ただでさえ美しい島は洗練された別荘地となり、青い海に囲まれ古代遺跡のような白亜の別荘がゆったりと並ぶセレーノ島は、まさに天国の島だ。夢のような光景に、ナタリアもうっとりせずにはいられない。

　さらにイヴァンの所有する別荘は別格の素晴らしさだった。

　小高い丘の上に立つそれは、四百年近く前に建築され修復を重ねてきた、本物の古城だ。

　石造りの厚い壁に、円筒の塔。武骨ともいえるどっしりとした城は余計な装飾がなく、外壁には蔦つたが這ってアクセントとなっている。

　庭にも彫刻や噴水といった物はいっさいなく、代わりにニレやケヤキの木が植えられていて、自然との調和が古城の魅力を引き出してくれていた。

　内部も清潔に手入れはされているが雰囲気を壊すことなく、再現された中世のインテリアで統一されている。トンネルのようなアーチの廊下にはクリスタルのシャンデリアも金のつけ柱もなく、飾られているのは騎士の甲冑と紋章の刻まれた盾だ。

　明かりはすべて燭台のろうそくだけで、オイルランプがないのは心許ないような気がしたが、イヴァンいわく夜には月の光がよく差し込むから問題ないそうだ。

　イルジアの遺跡や遺物に興味津々のナタリアは、すぐにこの古城が気に入った。到着してひと休みする間もなく城の探索に赴き、イヴァンや侍女たちに苦笑されるほどだった。

「イヴァン様。トリースの街もセレーノ島も素晴らしくて、イルジアは本当に夢のようなところですね。私、感動で胸がずっとドキドキしっぱなしです」

　その日の晩餐時、ナタリアは興奮気味に頬を染めてそう語った。

　今日の晩餐のメニューは、城の雰囲気に合わせた野趣あふれる料理だったが、いつもより量の多いそれを綺麗に食べつくしたことからも、ナタリアが心身ともに生き生きとしているのが伝わってくるようだった。

「イルジアに来てからのお前はまるで学者だな。遺跡も植物も古城も音楽も、全部調べなければ気が済まないみたいだ」

　そんな彼女を眺めながら、イヴァンは楽しそうに目を細めて食後のワインを味わう。

　ナタリアは目を愛らしく丸くすると、赤くなった頬を両手で押さえて言った。

「申し訳ございません……。楽しくてつい、自分の立場というものを忘れてしまっていました」

「かまわない。お前が楽しそうにしているのを見るのは俺にとっても至福だ。それにイルジアに来るまで立ち寄った国々で、お前は立派に皇后の務めを果たした。今は存分に羽を伸ばすといい」

　責められたわけではないとわかって、安堵したナタリアは再び表情をゆるませる。

　夫の前でだけ見せるその無防備な顔は少女の頃の面立ちを思い起こさせて、イヴァンの胸を静かに疼うずかせた。

「……でしたら、イヴァン様。寝る前にもう一度、書庫へ行ってもいいですか？　さっき見かけた本がどうしても気になっていて」

「なに？　書庫はもう真っ暗だぞ」

「燭台を持っていきます。本を見つけたらすぐに出ますから、少しだけ……」

　わがままを言うときの上目遣いも、あの頃のままだとイヴァンは内心苦笑する。

「仕方ない奴だ。ひとりで行くなよ、必ず女官と侍従を連れていけ」

　無邪気に破顔したナタリアに、イヴァンは眉尻を下げて笑いながら大切な条件を付け足した。

「共寝の時間までには戻れ。先にベッドで待っているからな」




「皇后陛下のお加減は大変よろしいようですね」

　晩餐後。ナタリアが書庫に行っている間、城の広間で楽団の奏でるバイオリンを聴きながら紅茶を嗜んでいたイヴァンに、側近のオルロフがそう声をかけた。

「ああ。イルジアに来てから毎日が楽しそうだ。皇后というよりはまるで好奇心旺盛な子供のようだが、まあいいだろう。帝都に戻ればまた皇后としての務めが待っている。今ぐらい肩の力を抜いて伸び伸びしてもかまわん」

　ソファにもたれかかって語るイヴァンも、雰囲気がやわらかい。戦争と外交の板挟みになっていた頃とは別人のようだ。

　愛する妻との旅行を堪能しているからというのもあるが、彼がずいぶんとくつろいでいるのは別の理由の影響が大きいだろう。それは――。

「……やはり、ナタリア様に必要なのは太陽の光なのかもしれませんね。イルジアに来てからお心をさまよわせることがずいぶんと減っております」

　オルロフの言う通りだった。イルジアで過ごすようになってから、ナタリアの症状は劇的によくなっている。

　スニークにいたときは毎日のように心をさまよわせていたが、旅に出てからは徐々にその回数が減り、イルジアに来てからは四、五日に一回あるかないかだ。

　これには側近も臣下たちも驚き喜んだが、イヴァンだけは複雑な思いを消せない。

　今もうれしそうに発言したオルロフの言葉に、わずかに眉をひそめてしまった。

「……日光が関係あるのかはまだ断定できない。偶然に調子のいい時期が重なっただけという可能性もある」

　少し低くなった声のトーンを聞いて、オルロフは口を噤んだ。

　ナタリアが快方に向かうのは喜ばしい。けれどそのせいで臣下たちの間でささやかれ始めた話題が、イヴァンの新たな悩みの種を生み出していた。

『皇后陛下は完治するまで、このままイルジアで転地療養されるべきだ』

　そんな意見が密かに飛び交っていることを、イヴァンは知っている。おそらく近いうちにナタリアの側近たちが侍医を連れて、そんな提案を上奏しにくるだろう。

　たしかにその方がナタリアにとって幸せに違いない。イルジアに来てから生き生きとし、精神まで安定している彼女を見れば誰だってそう思う。

　けれど、ナタリアはスニーク帝国皇后でイヴァンの妻だ。結婚したばかりの新妻を遠い地へ置いて帰る夫がどこにいようか。

　周囲の反対を押しきってまで手に入れたナタリアと今さら離れ離れになるなんて、イヴァンにはとても考えられなかった。

　気まずそうに押し黙ったオルロフに、イヴァンはあえて力強く笑ってみせる。

「なあに、この調子ならばスニークに戻ってももう症状が悪化することはあるまい。風邪と同じだ。温かいところで養生し回復すれば、再び寒い地へ戻っても問題ない。そのためにも今はナタリアを伸び伸びさせてやらねばな」

　そうあってくれと、イヴァンは心の中で密かに祈る。

　これでもしスニークに戻った途端に症状が悪化すれば、ナタリアが心をさまよわせる原因が雪国の風土だということが証明されてしまう。それではスニークはまるで彼女にとって呪いの地だ。

　考えたくはないが、ローベルトの手が届かないほど遠い地へ逃げるのが正しいと言われているようで、イヴァンは複雑な思いを抱かずにはいられなかった。

「……もし俺が皇帝でなかったら、ふたりでイルジアに移り住むこともできたかもしれないがな」

　長いまつ毛を伏せ、イヴァンはティーカップを見つめながらぽつりとこぼす。

　なんでもいい、大公でも平民でも、皇帝でさえなければ夫婦そろってイルジアに移住することなどたやすかっただろう。

　けれど皇帝である以上、イヴァンは帰らなくてはならない。スニーク帝国は彼のものなのだから。

　そしてイヴァンの妻である以上、ナタリアも連れ帰らないわけにはいかなかった。

　皇帝にならなければナタリアを妻にすることはできなかった。しかし今はその玉座がふたりの救済の道を阻んでいる。

　燻るようなジレンマに耐えかねて、イヴァンはソファから立ち上がった。

「少し頭痛がする、疲れが出たのかもしれん。居間で仮眠を取るからナタリアが書庫から戻ったら起こしてくれ」

　額を手で押さえながら言うと、オルロフがすぐさま「薬をお持ちしますか？」と気遣った。

　イヴァンはそれに黙って首を横に振り、バイオリンの音色が流れる広間を後にした。




　――三日後。案の定、ナタリアをこのままイルジアで養生させるべきだという意見が、彼女の側近から上奏されるようになった。

　侍女も相談役も皆、ナタリアを心から思ってのことだろう。けれどイヴァンが首を縦に振ることはなかった。

　誰の目から見てもイルジアで過ごすことがナタリアのためになるというのに、かたくなに了承しないイヴァンにひっそりと非難の目が向けられる。

「皇帝陛下はご自分のお立場のことしか考えられていないのだわ。皇后陛下のことを本当にお思いになるのならば、ご英断も必要でしょうに」

「皇帝陛下はああ見えて寂しがりでいらっしゃるのよ。皇后陛下が共にいらっしゃらないと、ひとりでお眠りになることもできないのだわ」

　好き勝手な揶や揄ゆや憶測など、イヴァンは気にも留めない。

　しかし、ある人物の助言だけは違った。

　それはある日、イヴァンが居間でひとり猟銃の手入れをしていた夕暮れのこと。

「陛下、お申しつけのオイルをお持ちしました」

　そう言って部屋に入ってきたのは侍従ではなく、胸もとの大きく開いたシルクタフタのドレスに身を包んだひとりの女性だった。

　申しつけたはずの侍従ではなく見知らぬ女性がやって来たことに、イヴァンは顔をしかめる。

　それを見て女性は品のよい笑みを浮かべると、ドレスの裾を軽く持ち膝を曲げて挨拶をした。

「トリース市総督副官レフ・フローロヴィチ・スヴィーニンの妻、ジーナと申します。このたびは夫と共に陛下のご旅行の随行の栄誉にあずかり、恐悦至極にございます」

　皇帝夫妻の長旅ともなれば、百人を超すお供の一団がついてくる。側近をはじめ親衛隊に聖職者に医者、侍従武官に将官、料理人や理髪師、従僕などなど。さらにお供の貴族も専属の召使いを連れてくるのだから、もはや小さな村が移動しているようなものだ。

　とくにイルジアに入ってからは、現地に詳しい者をトリースから新たに加えていた。イヴァンもだいたいは把握していたが、さすがに同行者のひとりの妻の顔まではとっさに思い出せなかった。

「ああ、スヴィーニン夫人だったか。このたびは同行、ご苦労。……それで、なぜあなたがオイルを？」

　ガンオイルの入った瓶を受け取りながら、イヴァンが尋ねる。するとジーナは栗色の髪を揺らしニコリと微笑んで小首をかしげた。

「陛下とお話ができる機会をうかがっておりました。そうしたらちょうど侍従がそれを陛下のもとへお届けに向かうところでしたので、そのお役目を譲っていただきましたの」

　珍しい女もいるものだと、イヴァンはジーナの話を聞きながらオイルを布切れに染み込ませていく。

　美丈夫なイヴァンは昔から女性の羨望の的だったが、ナタリアとの婚約を発表してからは彼に恋の誘いをかける者はすっかりいなくなった。

　というのも、大臣たちの反対を押しきってまで婚約を強行するほどイヴァンがナタリアを溺愛していることが、宮廷内外に知られたからだ。

　公の場でもイヴァンがナタリアを大切に扱っていることは一目瞭然で、彼に恋していた貴族の娘たちはそろって涙を流したという。それに加え、ナタリアとの結婚を反対していた大臣が別の貴族の娘を斡旋しようとしたところ、イヴァンが激怒したという噂もあって、彼とナタリアの間に入り込もうなどと愚かなことをたくらむ女性はまったくいなくなったのだった。

　そんな状況の中、まさか新婚旅行中に色目を使ってくる女性がいようとは。イヴァンはあきれの中に驚きも交えつつ、黙々と銃身を布で磨いた。

「スヴィーニン夫人、あなたは運がいい。俺はこの旅行に来てからずっと機嫌がいいからな。特別に大事なことをふたつ教えてやろう。――ひとつ。俺は妻以外の女と会話を楽しむ気はない。ふたつ。皇帝が銃の手入れをしているときはひとりにするのがこの国での暗黙の了解だ。わかったな」

　怒鳴られるか、衛兵を呼んでつまみ出されないだけでも幸運に思えと、チラリともジーナを見ないイヴァンのそっけない横顔が語っている。

　けれどジーナはイヴァンの忠告などまるで聞こえていないかのように、優雅な足取りで部屋の奥へと歩いていった。そして窓から明るい笑い声の聞こえる中庭を眺めて口を開いた。

「プラチナブロンドが日の光にきらめいて、なんてお美しいのかしら。ナタリア様はスニーク帝国すべての女性の憧れですわ」

　中庭ではナタリアと侍女たちが、花壇の花を眺めて楽しそうにおしゃべりしている。それをうっとりとした目で見つめながら口にしたジーナの意外な言葉に、イヴァンは銃身を磨く手を止めた。

「陛下。私は心からナタリア様を敬愛いたしております。もちろん、陛下のことも」

「……なにが言いたい。用件を言え」

　てっきり色目を使いにきたのかと思いきや要領を得ないジーナの話に、イヴァンは軽く苛立ちと疑義の念を抱いて、彼女の言葉の続きを促す。

　ようやく自分の方を見たイヴァンに、ジーナは上がった口角を扇で隠して目をやわらかく細めてみせた。

「私は両陛下のご多幸とスニーク帝国の繁栄を心より願っております、ただの民草です。両陛下のためでしたら、私は二十五年の人生で培ってきたなにもかもを捧げることもいとわないでしょう」

「宮廷に上がりたいということか？」

「それも身にあまる光栄ではございますが……どうぞよくお考えくださいませ。両陛下の幸福のために身を尽くすことをいとわない女がいるのです。恐縮ではございますが、知性も教養も上流階級の女として一流だと自負しております」

　窓から差し込む陽光が逆光となって、ジーナのなまめかしい体の線がドレスから透けて見える。己の知性と教養をうたいながら妖艶に微笑む彼女の意図が、イヴァンはだんだんと理解できてきた。

「『スニーク帝国の君主が涙を見せるときは国が滅ぶときだけ』……そんな言い伝えもございますが、人間には皆、心があります。では、陛下の苦しみはどなたが受け止めればよいのでしょう？　ナタリア様に心癒いやされることはあっても、最愛の女性の前で子供のように泣き、甘えることなど陛下はけっしてなさらないはず。人は時に醜く己を曝け出さなくては、心の均衡を保てなくなるというのに」

「――だから、お前になにもかも曝け出して甘えろと？」

　イヴァンは片眉をつり上げ、眼光鋭くジーナを見据えた。

　彼の切れ長の瞳に睨めつけられれば将校とて震え上がるというのに、ジーナは恐れるどころかイヴァンに近づき、彼の座っているソファの背もたれに手を掛けた。

「そんな傲慢なことは申しておりません。ただ、ナタリア様の前で気丈なお姿でいるために英気を養う必要がございましたら、陛下はどのようにこのジーナを扱われてもよろしいということをお伝えしたかったのです」

　よどみなくそう言いきったジーナに、イヴァンは「ハッ」と鼻で笑って手にしていた猟銃を彼女に向けた。

「たいした覚悟だ。では俺がうるさいスズメが癪しゃくに障るといえば、お前は喜んで今ここで撃ち殺されるのだな」

　手入れをしていたのだから銃弾が入っていないとはいえ、銃口を向けられているのだ。イヴァンの怒りを察し、慌てて謝罪して逃げ出すのが当然の反応だろう。

　しかしジーナは「もちろん」となめらかな声で言って、銃身の横をすり抜けイヴァンに顔を近づけた。

「なぶるも殺すも、どうぞお心のままに。私はただ両陛下の幸福を願っているだけ。愛も地位も、見返りなど求めません。私のことは自由に使える玩具とでもお思いください」

　悪魔のようにささやいて、ジーナはそっと離れていった。

　射るように睨むイヴァンの眼光にも怯ひるまず、ジーナはしとやかにドレスの裾を持ち一礼して部屋から出ていく。

　扉が閉められたのを見てイヴァンはチッと舌打ちすると、苛立ちをあらわにした手つきで猟銃をテーブルに投げ置いた。

　心が不快にざわつく。

　へりくだった言い方をしていたが要は愛人志願だ。知性にも教養にも、そして色香にも自信があるから、皇帝の愛人にふさわしいと彼女は自分を誇示しにきたのだ。見返りを求めず、どんな扱いをされてもいいなどと従順さまで見せつけて。

（口達者で卑しい女だ。次に同じ真似をしたなら俺を侮辱したと見なして牢に放り込んでやる）

　愛人志願などしてきたジーナに対してさげすむ気持ちしか湧かなかった。

　それなのに必要以上に憤まんやるかたないのは、彼女の発した言葉に直視したくない真実があるからだ。

　――『ナタリア様に心癒やされることはあっても、最愛の女性の前で子供のように泣き、甘えることなど陛下はけっしてなさらないはず』

　認めたくはないが、その通りだった。

　ナタリアは自分ではどうしようもない心の病を抱え、そのせいで宮廷の内外から奇異な目で見られている。そんな彼女を支え守り抜くためにも、けっして己の弱みは見せられないとイヴァンは思っている。自分が眉をひそめることが、ナタリアを不安に陥らせると理解しているからだ。

　イヴァンはナタリアにとって絶対的な存在でなくてはならない。強く、気高く、すべてから彼女を守る唯一神のような存在であり続けることが、ナタリアの夫に課せられた使命だ。

　それはイヴァンにとって喜びでもあり、時に苦悩でもあった。

　皇帝としての責務に心身ともに疲れ果てたとき、ナタリアを抱き、そのぬくもりに埋もれ眠りたいと願った夜が何度あっただろうか。

　しかし結婚式の初夜以降もナタリアは心の調子を崩しがちだったため、ふたりが体を重ね何事もなく朝を迎えられたのはまだ数回ほどだ。

　イルジアに来てからは頻度は上がったが、それでもイヴァンは安心して蜜夜に酔うことはできない。初夜のときにナタリアがローベルトの名を呼んだことは、イヴァンの心に深い傷となって残っている。

　ナタリアがどんなに扇情的な姿を見せようと、お互いの肉体が昂ろうと、イヴァンは恐怖を消し去れない。その麗しい唇が吐息の合間に、また違う男の名を呼ぶのではないかという恐怖を。

（――俺はナタリアと結ばれたといえるのだろうか）

　そんな自虐的な考えがよぎり、イヴァンはソファの背もたれに寄りかかると天井を仰いで手で目を覆った。

　体はたしかに結ばれた。愛し合ってもいる。けれど心は結ばれていないと感じるのは、イヴァンが彼女に本心を曝け出したことがないからだろう。

　不安などすべて忘れて本能のままにナタリアを抱けたなら。満まん身しん創そう痍いの心ごとナタリアに抱きしめてもらえたなら――。

　かなわない望みを頭の中で打ち消して、イヴァンは奥歯を強く噛む。

（多くを望むことは罪だ。ナタリアは俺の伴侶となった、それで十分じゃないか。ナタリアさえそばにいてくれるのなら、俺は一生心安らぐ夜などなくてもかまわない）

　イヴァンはそう考えて己の心を奮い立たせる。

　傷つく覚悟はもうとっくにできている。たとえナタリアの心が一生治らないとしても、死ぬまで隣にいると神に誓ったのだ。今さら安らぎなど求めていない。

　閉じていた目を開き、イヴァンは立ち上がって窓辺まで歩く。

　窓から見降ろす中庭では、ナタリアが侍女たちと共にブーケンビリアの香りを楽しんでいた。南国の夕日に彩られたナタリアの笑顔は黄金色にきらめいていて、まるで女神のように美しい。

　いつもはその優美さに酔いしれるイヴァンの心が、今日は少しだけ痛く疼く。

（ナタリアの笑顔が俺の至高の幸福だ。……それでいい）

　幸福の中で自分の心がなにかをあきらめ手放したことに気づかないふりをしながら、イヴァンはカーテンを閉めると窓に背を向けた。




　イルジアでの楽しい日々は、予定通り一ヶ月半の滞在を経て終わりを迎えた。

　セレーノ島を発つ日、ナタリアは船のデッキで遠ざかる島を見ながらポロポロと涙を流した。隣に立っていたイヴァンは驚きながらも指で彼女の涙を拭ってやり、困ったように笑う。

「旅行から帰るのが寂しくて泣くだなんて、お前は子供だな。ほら、泣くな。皆が見てるぞ」

　ナタリアは恥ずかしそうにうなずいてハンカチで目もとを拭くと、イヴァンにそっと身を寄せてきた。

「みっともないところをお見せしてごめんなさい。でも……とても楽しかったのです。だから、寂しくて」

　よほどイルジアが気に入ったのだなと思い、イヴァンはやはり連れてきてやってよかったと目を細めた。

「そうか、そんなにトリースの街やセレーノ島が気に入ったのならばまた来よう。古代遺跡だって白い砂浜だって、何度だって連れてきてやる」

　肩を抱き寄せてそう言うと、ナタリアはイヴァンの服の裾をギュッと掴みながら小さく首を横に振った。

「……違うのです。たしかにイルジアはどこも素敵でした。けれど私は……イヴァン様と旅行できたことがとても楽しかったのです。新しい思い出をあなたとたくさんつくれたこの新婚旅行は、私の一生の宝物になります。ありがとうございます、イヴァン様。私と結婚して、思い出をつくってくださって」

　次の瞬間、イヴァンはナタリアの顎をすくって顔を上向かせ、キスをした。

　近くには護衛の兵や側近らもいたが、彼らの目など気にならなかった。いじらしいことを言う妻が愛おしすぎて、口づけをせずにはいられない。

「礼を言うのはこっちだ、ナタリア。愛している。俺の妻になってくれて、ありがとう」

　唇を吸い、鼻先やまぶたにもキスを落とすイヴァンに、ナタリアは彼を止めようと胸板を押し離そうとする。

「イヴァン様……、い、いけません。人が見ています」

「気にするな。夫婦が愛し合ってなにが悪い」

「けど……！」

　ナタリアを強く抱きしめ顔中にキスの雨を降らせるイヴァンの姿を、周囲の者たちは呆気にとられて見ていたが、やがて慌てて目を逸らした。年若い衛兵は顔を赤くしながら背を向け、側近らは気を遣って足早にその場を離れる。

「陛下はナタリア様のこととなると我を忘れられる。困ったものですな」

「まあまあ。夫婦仲がよいのはなによりではないですか。お世継ぎに恵まれる日もきっと遠くはありませんぞ」

　甲板を離れた臣下らが通路でそんな立ち話をしているのを、通りすがったジーナが聞いていた。

　ジーナは通路の窓から甲板で抱き合っているイヴァンたちを眺め、「まあ」と肩をすくめて笑みを浮かべる。そして広げた扇で口もとを隠すと、誰にも聞こえない声でつぶやいた。

「陛下は本当にナタリア様がかわいくて仕方がないのね。まるで猫の子を愛でているよう。……お気の毒に。本当の愛を知らないから、あのように子供じみたかわいがり方しかできないのね」

　扇の陰から覗く目が、哀れみと恋慕の色を浮かべる。

「やはりあの孤高のお方に真の愛を教えてさしあげられるのは、私だけ」




　セレーノ島の青空を背に、船は海を渡る。皇帝夫婦の色あせない思い出をのせて。

　必ずまた新しい思い出をつくりにくると誓って、イヴァンとナタリアは再び長い旅路へと就く。太陽の国から、彼らの雪の国へと帰るために。










六章　エシュルン




「駄目だナタリア！　そこは危険だ！」

　イヴァンの叫び声に気づいた衛兵が慌てて振り返る。

　うつろな目をしたナタリアはすぐそこにある階段を見もせずに足を踏み出そうとして、あわやというところを近くにいた衛兵に腕を掴まれ止められた。

「嫌ぁああっ！　放して！　助けて！　助けて、ローベルト！」

　王宮の壮麗な玄関ホールにナタリアの絶叫がこだまする。

　腕を掴まれたナタリアは泣きわめいて抵抗するが、衛兵もここで放してしまうわけにはいかないことを承知している。それでも子供のように涙を流して嫌がる皇后をつかまえ続けることは精神的に楽なものではなく、イヴァンが駆けつけてナタリアを抱きしめるまで衛兵はずっと苦く悶もんの表情を浮かべていた。

「大丈夫だ、ナタリア。誰もお前を傷つけない。さあ、安全な場所へ行こう」

　イヴァンはナタリアの体を包み隠すように肩を抱き、居間の方へ誘導しながら歩いていく。

「さあ、ナタリア様。こちらへ」

　駆けつけた女官長もナタリアを安心させるように声をかけ、侍従らが先回りして廊下にある燭台や花瓶など危ない物を排除していった。

　もはやコシカ宮殿では見慣れた風景となったこの異常な一幕を、初めてスニーク帝国を訪れた異国の大公たちは玄関ホールで唖然としながら見ていた。




　九月。

　新婚旅行を兼ねた長い旅路から帰ってきたナタリアは、イヴァンと周囲の期待も虚しく、すぐに毎日心を乱すようになった。

　イルジアで一時的に快方の兆しを見せた分、皆の落胆は大きい。

　宮廷では「やはりこの地にはローベルト様の呪いがかかっているのだ」と無責任な噂が流れ、ナタリアの側近たちは皇后をイルジアで転地療養させるべきだと、毎日のようにイヴァンに請願した。

　それでもイヴァンは毅き然ぜんとし、ナタリアを皇后として扱い共に公務をこなした。現状を嘆かず、苦しみも悲しみもけっして誰にも見せずに。

　そんな日々を送る中でのことだった。プルセス王国の大公が外交団と共に、領土の条約についてコシカ王宮へ会談にやって来たのは。

　プルセス王国からの重要な客人のために、皇帝夫妻は直々に王宮の玄関ホールにある大階段まで出迎えた。現状、プルセス王国はスニーク帝国と友好的な関係にある。今回、条約の全権を委任され初めてスニーク帝国を訪れたハルデンベルク大公も親和的な人物で、挨拶を交わしたイヴァンとすぐに会話が弾んだ。

　異国からの来客を出迎え雰囲気が和んだことで油断したのだろう、イヴァンはハルデンベルク大公に気を取られ、周囲の者も一瞬ナタリアから注意が逸れた。

　けれど、その〝一瞬〟を悪魔は見逃さなかった。

　イヴァンがふと振り返ったとき、隣にいるはずのナタリアがいなかった。瞬時に血の気が引くのを感じ、イヴァンは引きつった形相で周囲を見回す。

　そして彼の目がとらえたのは、うつろな瞳で宙を見つめたまま階段を踏みはずそうとしているナタリアの姿だった――。




「賓客の御前でこのような失態……すべての責任は私にございます。申し訳ございません」

　意識を失い居間の寝椅子に寝かされたナタリアに付き添っているイヴァンに向かって、皇后親衛隊長の兵士が深々と頭を下げた。

　部屋に漂う不穏な雰囲気とは対照に、眠りに落ちたナタリアはスヤスヤと穏やかな寝息をたてている。そのあどけなささえ感じる寝顔を優しくなでながら、イヴァンは親衛隊長の方を見ずに言った。

「お前の処分は後日下す。それまではナタリアを全力で護衛しろ。一秒たりとも目を離すな。このようなことが再びあれば、王宮での職を失うだけでは済まないと思え」

　おそらく親衛隊長は、栄誉ある皇后付きの任からはずされることは確実だろう。あまりに厳重な処分に、部屋にいた侍女や侍従らも密かに眉をひそめた。

　親衛隊長が沈痛な面持ちで一礼して部屋を出るのと入れ替わりに、侍従長のオルロフがやって来た。

「陛下、申し上げます。ハルデンベルク大公殿下および外交団は予定通り正餐室へとご案内いたしました。昼食会の準備は整っております」

　その報告を聞き、イヴァンはナタリアの頬から手を離すとゆっくりと立ち上がった。

「ご苦労。俺も正餐室へ向かおう。ナタリアは目が覚めたら自室へ連れていってやってくれ」

　女官らにそう命じて、イヴァンはオルロフと共に部屋を出た。

「昼食会の席はどうなっている」

「はい、すでに変更の手配済みです。皇后陛下のお席には皇太后殿下がお着きになられます」

「そうか。客人らにはなんと言ってある」

「……皇后陛下は重度の貧血を患っており、昼食会は欠席すると」

　オルロフの答えを聞いて、イヴァンはフッと自嘲気味に口角を上げる。

「貧血か。スニーク帝国の貧血は奇病だと、今頃さぞかし正餐室は盛り上がっているだろうな」

　苛立ちを含んだその言葉に、オルロフはたまらなく苦しい気持ちになって口を噤んだ。

　イヴァンはこの状況に怒りを感じている。大事な外交相手の前で大恥をかくことになってしまったこの状況に。

　その怒りの対象は親衛隊長でもなければ、もちろんナタリアでもない。ナタリアから目を離してしまった自分に対してだ。そばにいながら一瞬でも彼女を守れなかった自分が、許せなかった。

　きっと今頃プルセス王国の外交団たちは、ナタリアの奇行についてあれこれ言っているに違いない。

　大切な妻が揶揄されることは、何度経験したってつらい。自分が非難される方が百倍はマシだと何度痛感したことだろう。

　彼女を危険な目に遭わせたうえ名誉まで損なわせることになってしまった罪を、イヴァンは償うことさえできない。皇帝である彼には親衛隊長のように罰を下してくれる者もいないのだから。

　その背に降り積もっていく苦しみは、日に日に重くなっていく。

　この国で誰より気高いその背中は、いったいどこまで苦しみを背負うことができるのだろうか――。

　オルロフは前を歩くイヴァンの背を見ながら、そんなことを思った。




　新たな苦しみの錘おもりにイヴァンの背が鈍く軋んだのは、プルセス王国との会談がすべて終わった日の夜のことだった。

「冬が来る前にぜひ我が国にもいらしてください。歓迎します。……ああ、けれど。今度の会談は軍備関係の話し合いになるので、きっと女性には退屈でしょう。ナタリア様には休暇にでも改めて来ていただくとして、次回はイヴァン陛下おひとりで来られてはいかがです？」

　会談が無事に終わったことを祝う舞踏会の後、ハルデンベルク大公はイヴァンとふたりだけで話がしたいと申し出てきた。そして人払いをした居間でハルデンベルク大公が口にしたのは、イヴァンにとって不快極まりない提案だった。

「お心遣い感謝する。しかしいらぬ気遣いだ。ナタリアは外交における皇后の役割をわきまえている。どのような席であろうと退屈を持てあますような真似はしない」

　初対面後に奇行を目撃してしまったから仕方がないが、皇后をあからさまに爪弾きにするような発言にイヴァンは内心憤怒した。

　本当ならば王宮から叩き出してやりたいところだが、せっかく会談が成功し双方納得の条件で結べた領土条約を無駄にするわけにはいかない。

　怒りをこらえて反論するが、ハルデンベルク大公の言いたいことはイヴァンの想像と違っていた。

「ああ、誤解をさせてしまったなら失礼。ナタリア様が外交に向いていないと言いたいわけではありません。そうではなく――僕はあなたの友人として、ご提案申し上げただけなのです」

　ハルデンベルク大公は意味ありげな笑みを浮かべた。艶やかな黒髪を持ち彫りの深い顔の端整な容姿の持ち主ではあるが、その笑みにはどこか醜悪さを感じる。

　うさんくささにイヴァンが思わず眉根を寄せると、ハルデンベルク大公は声を潜めて言った。

「プルセス王都の郊外に僕の所有する館があります。そこをお貸しいたしましょう。お相手は幾らでもご用意いたします。舞踏会を開くので、そこで気に入った女性をお選びください。イヴァン陛下のご寵ちょう愛あいをいただけるのなら皆、妻だろうと娘だろうと喜んで差し出すでしょう」

　彼の下劣な本意がわかり、イヴァンは唇を噛みしめて顔をゆがめた。

　ハルデンベルク大公は、イヴァンにプルセス王国で愛人をつくることを勧めているのだ。しかもただの愛人じゃない。屋敷まで用意して、いわゆる現地妻というものを勧めている。

　現地妻というのは厄介だ。他国の王族にはよその国に幾人も現地妻を持つ者もいるが、その存在が大きく外交に影響している。人間である以上、妻がいる国には戦争を仕掛けたくないという心理が働くし、庶子が生まれれば後々後継者問題に発展する可能性がある。さらには現地妻がその国のスパイだったというのは、よくある話だ。

　ハルデンベルク大公の狙いはそこなのだろう。プルセス王国にイヴァンの家族をつくらせれば、なにかと外交に有利になる。

　思慮浅い企みに心底あきれてため息をつこうとしたとき、ハルデンベルク大公がわざとらしく眉をひそめて言葉を続けた。

「ご事情は伺いました。愛する奥方様が心の病とは、心中お察しします。なんでも同どう衾きんすらままならないとか。どうぞプルセス王国へいらして羽を伸ばしてください。男というのは誰でも慈母のように包み込んでくれる女が必要なのです。ましてや背負うものが大きいお立場なら、なおさ――」

　最後まで言いきる前に、ハルデンベルク大公はヒュッと息をのんだ。鋭く睨めつけるイヴァンの眼差しに、本気の殺意を感じ取ったからだ。

　まるで人食い狼とでも対たい峙じしたような恐怖を覚えて、ハルデンベルク大公はカタカタと震える。恐怖で引きつった顔で無理やり微笑んで、「いえ……あの……、ち、違うんです……」と首を横に振った。

「――俺が哀れか？　ハルデンベルク大公。施しを与えてやりたくなるほど、お前の目に俺は哀れな男に映っているのかと聞いている」

　ゆっくりとした口調で尋ねたそれは、底知れぬ怒りに満ちている。ハルデンベルク大公は震える脚で椅子から立ち上がり、汗まみれの顔を必死に横に振りながら少しずつ後ずさった。

「と、とんでもございません！　僕はその……本当に厚意のつもりで……、ど、どうぞ誤解なきよう……」

　そう言って彼は部屋のドアまで後ずさると、「では僕はこれで」とすばやく一礼し、逃げるように部屋から出ていった。

　ひとり残されたイヴァンはテーブルの上のウォッカを一気にあおり、グラスをそのまま床に叩きつける。そして収まらない憤怒のままテーブルの上のボトルやオイルランプを、乱暴に手で払い落とした。

　大きな物音を聞いて、すぐさま部屋の外にいた衛兵や侍従が駆けつける。けれど部屋に入ってくることをイヴァンが許さなかったので衛兵たちがドアの前で立ちつくしていると、報告を受けたオルロフがやって来た。

「陛下、オルロフです。いかがなさいましたか？　入ることをお許しください」

　オルロフが激しくノックをしながらそう呼びかけると、物音がやんだ後「……入れ」とかすれ気味なイヴァンの声がした。

　そっと扉を開けひとりだけ中に入ったオルロフは、部屋の惨状に目を見開く。

　グラスもボトルも花瓶もランプも、割れる物はすべて粉々に砕け散っていた。宮廷コレクションのアンティークの椅子は脚が折れて床に転がり、革張りのソファにはサーベルが突き刺さったままになっている。

　部屋を見回したオルロフはゴクリと息をのんでから、背を向けて立っているイヴァンに目を留めた。

「……陛下。お怪我はございませんか」

　近づこうとしたオルロフに、イヴァンは軽く手を上げ『来るな』と意思表示する。

　イヴァンの肩が上下に揺れている。相当暴れたせいで、まだ息が整ってないようだ。

　しばらくの沈黙が流れ、いたたまれなくなったオルロフがソファに刺さったサーベルを抜き、落ちていた鞘にしまっていると、イヴァンがククッと小さく笑った。

「俺をたたえろ、オルロフ。命より大切な物を侮辱されても、俺はあの男を殺さずに耐えたぞ。すべては国益のためだ。我ながら偉大な君主だと感心する」

　口角をゆがませ異常な形相で語りながら、イヴァンは大声を出して笑った。

　その姿にオルロフは、君主になにがあったかを悟る。そして正気を失ったかのように高笑いをするイヴァンのもとまで行き、恭しく彼のサーベルを差し出した。

「イヴァン皇帝陛下とナタリア皇后陛下は、この国の誇りです。私は陛下がどれほど有徳なお方か存じております。しかし……どうか、おひとりで苦しみを抱え込まないでください。どんなに偉大であろうとも、陛下は人間です。このままではいつか苦悩に命を蝕むしばまれてしまいます……！」

　オルロフは涙で声を詰まらせながら訴えた。一番近くで皇帝の苦悩を見続けてきた彼には、イヴァンの苦しさが痛いほどにわかる。

　ナタリアと再会し、彼女を支え守り続けて五年。イヴァンの精神は限界のはずだ。

　希望も見えないまま悪化の一途をたどっている今、彼に必要なのは忍耐でも激励でもない。〝救い〟だ。

「どうか……どうか、陛下ご自身をお救いください。そのためならば我々は死力を尽くします。陛下がどのような救いを求めようと、誰も……天にまします主でさえ、あなたをおとがめにはならないでしょう」

　声を震わせながら瞳を向けたオルロフから、イヴァンは無言でサーベルを受け取る。そしてそれを腰の剣帯にはめ直すと、まつ毛を伏せて静かに口を開いた。

「……ナタリアが……ナタリアだけが、俺の救いですべてだ。……それ以外のなにも望まん」

　その声が、やるせなさに満ちていると感じたのは、オルロフの気のせいではないだろう。

　崇高すぎる矜きょう持じはけっして弱みを見せられない。けれど彼の魂はあえいでいる。どうかこの終わらない茨の道から刹那だけでも救ってくれと。

　イヴァンは乱れてしまっていた髪を軽く手で整え直すと、ひとつ嘆息して「悪いが、部屋を片づけておいてくれ。それからハルデンベルク大公の寝室にワインの差し入れを頼む」と指示して、扉に向かった。

　その背が部屋から出ていくのを見届け、オルロフはしばらく佇んだ。

　そしてひとつの決意をすると、その罪深さに十字を切り、祈りを捧げて神に許しを請う。

「主よ……皇帝陛下のために私が犯す罪を、どうかお許しください」

　彼の祈りは誰たがためのものなのか。

　スニーク帝国の短い秋は間もなく終わり、また白く閉ざされる季節が近づいてくる。




　――十月。

　イヴァンは帝都を離れ、スニーク帝国の最南にある国境沿いの港へと来ていた。

　スニーク帝国が港を持つこの海は大陸にある内海で、そこに浮かぶ半島を巡って対岸に面するテルキット帝国との小競り合いが、もう十年近く続いている。

　内海沿岸には軍隊を配備しテルキット帝国からの侵攻に常に備えているが、軍の指揮権を委任してある総司令官が急病に倒れたと報せがあったのは、二週間前のことだった。

　しかも総司令官の後釜を巡って軍内は混乱しており、まるでその隙を衝つくかのようにテルキット帝国が攻撃を仕掛けてきているという。

　総司令官の座を巡ってもめているのは高位の軍人、将官ばかりだ。貴族間の派閥争いにまで発展し、もはや皇族が介入しなければ収束できない事態に陥っている。

　そんな状況を見かねた兵士たちから、どうか沿岸の司令部まで来て指揮を執り混乱を収めてほしいと請われて、イヴァンは仕方なく帝都を離れることとなった。

　さすがに今回ばかりはナタリアは同行していない。小競り合いとはいえ戦場の前線だ。危険な場所で皇后を連れ回すわけにはいかなかった。

　ナタリアを帝都に残して発つことにイヴァンは不安でうしろ髪を引かれる思いだったが、やがて彼は思い出す。儀典装ではない戦地用の軍服に袖を通し、戦線に漂う硝煙のにおいを吸い込んでいるうちに、自分が軍人であることを。

「久々だな、戦地に赴くのも。空砲ではない大砲の音が体に響くと、血がたぎってくる。ああ、この感覚も久しぶりだ」

　司令部の館に向かう道中、イヴァンは馬上から遠目に見える大砲の煙を眺め、微かに目を細めた。

「陛下が最後に戦場にお出になったのはもう三年以上前、シテビアの自治権を巡ってフェイリンの軍を制圧したときでしたね。あのときは馬に伝染病が流行って大変だったのを思い出します」

　イヴァンと馬を並べて歩いていた侍従武官長のルカがそう笑いかけると、イヴァンもおかしそうにクツクツと笑った。

「そんなこともあったな。あのときは近隣の農村から馬をかき集めてなんとか頭数をそろえたっけ。エゴール将軍が『農馬になんかまたがれるか』と鼻息を荒くしていた姿は今思い出しても傑作だ」

　ハハハと笑い声をあげるイヴァンを、ルカは密かに安堵の眼差しで見つめる。

　そして司令部となっている館に着き馬から下りると、イヴァンは意気揚々とした足取りで隣接している兵士の宿舎を見て回った。

「陛下！　来てくださったのですね、なんと心強い！」

「おお、陛下！　お待ちいたしておりました！」

　兵士たちは皆、イヴァンの姿を見て歓喜した。戦線で暮らしている兵士たちの軍服はくたびれていて、最敬礼とはいえ宮廷に比べるとずいぶんくだけた挨拶だったが、イヴァンにはそれが妙に心地よかった。

「陛下。今宵のお食事は軍務会議に合わせて夜七時からとなります。テルキット帝国の海軍が侵攻しているせいで漁業が停止し、あまりよい食材がご用意できないのですが……」

　兵士たちの様子を見て回っていると、司令部担当の料理長がそう報告にやって来た。

　申し訳なさそうな顔をする料理長に、イヴァンは「ふむ」と考えるそぶりを見せてから悪いた戯ずらっぽく尋ねた。

「シーアスパラガスはあるのか？」

　シーアスパラガスは海岸に自生する海藻だ。テルキット帝国ではよく食べられているようだが、スニーク帝国ではあまりなじみがない。ここのような沿岸部隊の食事には出ることはあるが、スニークの兵士たちの間ではあまり好まれていない食材だった。

「はい、ございます。シーアスパラガスはあちこちに生えておりますから、テルキットの奴らがちょっとやそっと大砲を撃ってきたくらいでは焼き払えません」

　料理長の答えを聞いて、近くにいた兵士たちがウンザリした顔をする。それを見てイヴァンは愉快そうに笑うと「そいつは豪気だ。敵の大砲に耐えうるためにも山盛りにして食そう」と兵士たちをからかうように言い、周囲は和やかな笑い声に包まれた。

　軍隊の規律は厳しいものだが、宮廷の儀礼やしきたりとは質が違う。生死を共にする仲間とは独特の絆きずなが生まれ、時に勇気や才能が身分を超えてたたえられることもある。

　形式や虚飾など介入せず人間の本質が現れる戦場での生活が、イヴァンは嫌いではなかった。

　イヴァンは兵士たちの様子をひと通り見回った後、晩餐を兼ねた軍務会議でテルキット海軍迎撃の作戦を話し合った。

　ナタリアが輿入れしてくる前までは、イヴァンもたびたび戦地に赴いては指揮を執っていたのだ。テーブルの上に地図を広げ将官らと部隊をどう動かすか練っているうちに、イヴァンは心地よい高揚に満たされていく。

　戦場では戦いのことだけ考えていればいい。敵をどう倒し、仲間をどう生かすかだけがすべてだ。

　久々の軍務会議を終えたイヴァンはその夜、途中で一度も目覚めることなく朝まで眠った。――数年ぶりのことだった。




　翌日からイヴァンは前線へ赴いた。

　湾口には迎撃のための艦隊がズラリと並び、望遠鏡を覗けばテルキットの軍艦が遠く海上に見えた。

　――しかし。報告で聞いていたほど戦況は切羽詰まっていない。数日様子を見ていたが、海上をテルキットの軍艦が数隻ウロウロしているものの、攻撃を仕掛けてくる様子は見えなかった。

　同時にイヴァンは、司令部の雰囲気がまったく険悪ではないことに気づき始める。

　総司令官の後釜を狙って将官たちの派閥争いが起きていると聞いていたが、ギスギスしている様子は見えない。イヴァンが誰を次の総司令官に任命するのか気にしてソワソワしている者もいることはいるけれど、報告されていた状況とはだいぶ違っているように感じた。

「陛下がいらしたことで皆反省し、態度を改めたのでしょう」とルカは言った。

「……ならば俺が長居する意味もないな。次の総司令官候補はもう決めてある。明日の招集会で叙任をしたら、明後日の朝にはここを発とう。王宮での仕事もたまっているし、なによりナタリアのことが気がかりだ」

　予定では一ヶ月、テルキット海軍の侵攻具合によっては三ヶ月ほど滞在するつもりだったが、その必要はないようだ。問題が思っていたより大きくなかったことにイヴァンは安堵を覚えるが、肩透かしを食らった気にもなる。

　予定よりはるかに早い帰国の繰り上げに、ルカは一瞬驚きの表情を見せたが、すぐに気を取り直したように「それなら」と口を開いた。

「明日の夜はささやかながら宴を開きましょう。兵士たちも長い膠こう着ちゃく状態に疲れが見えます。せっかく陛下がいらしてくださったのですから、明日は兵士たちの休息も兼ねて食事会と舞踏会をいたしましょう。さっそくアルスキー辺へん境きょう伯はくにそのようにお伝えいたします」

　イヴァンが了承する前にそうまくし立てて、さっさと伝令に指示を出しに行ってしまったルカを、イヴァンは目をしばたたかせて見ていた。

　ずいぶん性急だなと思ったが、おそらく宴会はもともと予定していたことなのだろう。戦地とはいえ皇帝がやって来ているのに、その地の領主がなんのもてなしもしないわけにはいかない。きっとイヴァンが帝都に帰るタイミングで、この市の領主であるアルスキー辺境伯が送迎の宴を開く算段がもともとあったのだ。

　そう考えるといきなり予定を繰り上げたのは申し訳なかったなと、イヴァンは少し反省する。しかしここには遊びに来ているわけではない。必要がなければ一日でも早く王宮に戻るのが皇帝の義務だ。

　ふと部屋の窓がガタガタと鳴り、イヴァンはそちらに目を向けた。

　どうやら夜になって風が出てきたらしい。窓辺まで行ってガラス越しに空を見やると、雲がすごい速さで北から南へと流れていた。

（もう帝都は雪が降っているだろうな）

　凍えそうな風音を窓越しに聞きながら、イヴァンはコシカの街に想いを馳せる。

　この港町は、帝都よりはるか南にあるため冬の訪れが遅い。

　三週間前に帝都を発ったときはまだ雪は降っていなかったが、今頃はもう初雪を迎え街は白く染まっていることだろう。

（……ナタリアは大丈夫だろうか）

　そしてやはり胸によぎるのは、ただひとりの想い人だ。

　王宮から届く手紙にはナタリアの症状は相変わらずだが無事に対処できているとの報告が記されているが、それだけでは安心できない。雪が深くなれば彼女の病状が悪化する恐れもあるし、なにより寂しがっていないか心配だった。

　ナタリアは努めて明るく振る舞っているが、自分が謎の病に侵されていることに不安を覚えていることは確かだった。

　意識を失い目を覚ました後、彼女の瞳はいつも一瞬怯おびえの色を浮かべる。意識を失った後、自分がいったいなにをしていたのか。どうして皆、複雑な表情で自分を見ているのか。きっと問い詰めたい衝動に駆られているはずだ。

　けれどそばにイヴァンがいて優しく頬をなでてやると、ナタリアは笑みを浮かべる。その笑みが不安を押し殺して浮かべたものだとわかってはいるが、作り笑いができるくらいの安堵を与えてやれていることも確かだ。

　そしてきっとその安心感を与えられるのは自分だけだということも、イヴァンはわかっている。

（心をさまよわせ目覚めた後、俺がいなくて寂しく不安な思いをしているんじゃないか……）

　ナタリアのことを考えれば考えるほど、一刻も早く王宮へ帰りたくなる。

　そのとき部屋の扉が開き、ルカがニコニコしながら戻ってきた。

「明日の手配は万全です。アルスキー辺境伯も陛下がおいでになるのをとても楽しみにしておられたそうですよ。兵士たちも将校だけでなく兵卒まで招待してくださるそうです。庭と近隣の公園を開放して、ガーデンパーティーを開いてくださるとか。雪が降る前でよかったですね」

　アルスキー辺境伯の心づくしのもてなしに、イヴァンも張り詰めていた気持ちがゆるみ表情もほぐれる。

「そうか。辺境伯に感謝せねばな。皆にも知らせてやれ、きっと喜ぶだろう」

　そう言うとルカはうれしそうに「はい」とうなずき、さっそく将校らを通して兵士に明日のパーティーのことを伝えに行った。

　やがて宿舎の方が賑やかになって、兵士たちの喜びの声がイヴァンの部屋にまで漏れ聞こえてくる。

　イヴァンはそれを耳にするとフッと口もとをゆるめ、窓辺から離れた。




　帝都に帰る前の晩、皇帝歓迎と兵士たちの慰労を兼ねた宴が賑やかに和やかに開かれた。

　司令部より二十キロほど離れた農村地帯にあるアルスキー辺境伯の館は大きく、公園とつながっている庭は三百人ほどの客人をたやすくもてなせる広さがある。

　兵卒たちはガーデンパーティーで歌を歌い、酒をくみ交わしておおいに英気を養い、将官たちは晩餐会の後、館のホールでの仮面舞踏会を楽しんだ。

　イヴァンは晩餐会こそ楽しんだが、舞踏会では少々居心地の悪さを感じていた。

　仮面舞踏会とはいえ、高身長で美しい輪郭と鼻筋を持つイヴァンは仮面をつけたところで正体がバレバレだ。それに加え無礼講でナタリアがいないという今夜は、彼に憧れる女性にとって絶好のチャンスである。

　イヴァンは会場に入ったときからひっきりなしに女性からのダンスの誘いを受け、断り続けていた。たとえ仮面舞踏会であっても、彼に下心のある女性と踊る気はない。

　ホストであるアルスキー辺境伯の夫人と礼代わりに踊ったきり、あとは将官らとゆっくり会話でも楽しむつもりだった。しかし女性たちはイヴァンを放っておいてはくれない。

　ダンスに誘い、飲み物を勧め、会話に首を突っ込んでくる女性たちに辟へき易えきとして、イヴァンはついに「風にあたってくる」と言って会場から抜け出してしまった。

　館の庭では、ほどよく酔っぱらった兵士たちの笑い声や歌が響いていた。庭に置かれたトーチの炎が兵士たちの顔を赤く照らし、その表情をいっそう陽気に見せる。

　庭に出てきたイヴァンの姿を見つけ、すぐに幾人かの兵長が駆けつけてきた。

「陛下！　おひとりでいらしたのですか？　さあ、どうぞこちらに」

　彼らは庶民ではなく貴族の次男や三男だ。兵卒の中には、軍での地位は高くなくても家柄は悪くない者も多数いる。

　そういった者はさすがに気が利くらしく、すぐにイヴァンを椅子に案内しワインを注いだグラスを差し出した。

「ああ、気を遣うな。舞踏会がつまらなくて逃げてきたんだ。俺もこっちの宴に交ぜてもらおうと思ってな」

　イヴァンはワインは受け取ったものの、椅子には座らずブラブラと庭を見て回る。気さくな態度の皇帝に、兵長らも顔をほころばせ「皆喜びます」と言って後をついてきた。

　庭には女性の姿もちらほら見えた。この地での軍務に長く就いている兵士の中には、家族を近隣の街へ呼び寄せている者もいる。そういった者の妻や、気を利かせたアルスキー辺境伯が手配した女中たちだろう。イヴァンと同じく舞踏会が肌に合わなかったのか、館から抜け出してきたらしい舞踏ドレス姿の女性もいた。

　酒のせいで少々はしゃぎすぎている者もいるが、皆いい顔をしている。

　イヴァンもその雰囲気にのまれ、すっかりリラックスしていたときだった。美しい音色が流れていることに気づき、イヴァンは音のする方へ顔を向けた。

　どうやら兵士の集まっている一角の中央で、誰かが楽器を奏でているらしい。

「この音はリュートか。珍しいな」

　興味の湧いたイヴァンはそちらへ近づき、どんな者が奏でているのかひと目見ようと人垣のうしろに立った。そして巧みな指遣いで弦を奏でる人物の姿を見て目を丸くする。

　それは、イルジアでイヴァンに図々しくも愛人志願をしてきたジーナだった。

　ジーナはイヴァンの姿に気づくと口もとを微かにゆるめたが、演奏の手は止めなかった。そしてリュートを弾き続け最後まで曲を終えると、椅子から立ち上がってドレスの裾を持ちイヴァンに向かって頭を下げた。

　兵士たちの拍手や口笛を浴びながら、ジーナはしとやかな足取りでイヴァンへと近づく。

「陛下、ご無沙汰しております。お元気そうなお顔を拝見できて、恐悦至極に存じますわ」

「……なぜここにいるんだ」

　ずっとほころんでいたイヴァンの顔に、怪け訝げんの色が浮かんだ。けれどジーナは臆することなく、明るくも艶やかな笑みをトーチの明かりの中に浮かべた。

「お忘れですか？　私の父はロージン辺境伯の補佐官でございます。この街には私の実家の別荘もありますのよ。今日は父から陛下と兵士の皆さまをお迎えするお手伝いを、と言われてやって来ましたの」

　彼女の話を聞いてイヴァンは口の中で舌打ちをする。うれしくない再会だ。

　また面倒なことをゴチャゴチャ言われるかと思うとウンザリして、イヴァンは踵を返しその場を離れた。しかし案の定、少しうしろをジーナはついてくる。

　噴水の縁に乱暴に腰を下ろし後からやって来たジーナを睨みつけると、彼女はイヴァンから少し離れた場所に腰を下ろして、リュートの弦をひとなでした。そしてなにも言わずゆっくり指を動かして曲を奏でだす。

　スニーク帝国の古い民謡だ。賑わう庭に繊細で抒情的な旋律が流れる。

　最初は彼女を警戒していたイヴァンも、心に染み入るようなメロディにやがて肩の力が抜けていく。

　大騒ぎに飽きた兵士たちも少し離れた場所で音楽に聴き入り、中には故郷を思い出したのか涙ぐむ者もいた。

「……達者だな」

　曲が終わって沈黙が流れた後、イヴァンはワイングラスを傾けながらボソリとつぶやいた。

「子供の頃、この街で習いましたの。帝都や西の国々では廃れてしまいましたが、南の方ではリュートを教える者がまだいますのよ」

　イヴァンはジーナの意外な特技に少し感心した。華やかなものでもないのに、消滅しかかっている伝統を継承する姿勢には好感が持てる。

　ジーナはそれだけ答えて口を噤むと、再びリュートを奏でだした。初めて耳にするが、なんとも切なく美しいメロディだ。抒情的な秋の夜空によく合っている。

　曲の心地よさにたゆたうようにイヴァンは目を閉じ、ときどきワインを口にした。いつもより果実の深みを感じるのは、秋の空気とリュートの音色のせいだろうか。

　やがて曲が終わると、ジーナは楽器を脇に置きしばらく夜空を眺めた。静かになったふたりの間には、噴水の水音だけが流れる。

「……今日は静かなんだな」

　勝手なことをベラベラしゃべっていたイルジアのときとずいぶん違う様子に、イヴァンは横目でチラリと彼女を見やってつぶやいた。

　するとジーナはリュートの弦を指先で軽く弾き、イヴァンの方を見ないまま口角だけを上げて言った。

「陛下はうるさいスズメがお嫌いですから。今宵はコマドリのように美しい音で陛下を癒やしてさしあげようと思いまして」

　その言葉を聞いて、フッとイヴァンの口もとがゆるむ。

「したたかな女だ」

　普段ならばあきれてその場を去っただろう。けれど今夜は気分がよかった。宮廷とは違う気さくな雰囲気、慕ってくれる部下の兵士たち、楽しそうな彼らの顔。それに、ジーナの奏でた音色もよかった。

「ならばもう一曲弾け。聴いてやる」

　そう言うとジーナは静かにうなずいてリュートを構えた。さっきよりも静かになってきた庭に、流麗な旋律が流れ出す。

　イヴァンはまぶたを閉じて聴き入ると、無意識に穏やかな笑みを浮かべた。




　イヴァンはじめ将官らは、今夜はアルスキー辺境伯の館に泊まることになっている。

　用意された一番豪奢な客室にイヴァンが案内されたのは、夜の一時を回ってからだった。

「必要な物があればお申しつけくださいませ。……お水をお持ちいたしましょうか？」

　部屋へ案内をしたアルスキー辺境伯と侍従長は、頬を赤らめてだるそうにベッドに腰かけた皇帝を見て、心配そうに声をかけた。どうやらご機嫌な夜は彼をいつもより酔わせてしまったようだ。

「ああ、頼む」

　深く息を吐いてイヴァンがそう言うと、「かしこまりました」と辺境伯たちはすぐに部屋を出ていった。

　ひとりになった部屋で、イヴァンはブーツを脱ぎ剣帯だけ取ってベッドに寝ころぶ。

　わずらわしそうに軍服の襟もとをゆるめたとき、部屋にノックの音が響いてドアが開いた。

「お水をお持ちいたしました、陛下」

　入ってきたのは辺境伯でも侍従長でもなく、ジーナだった。

　体を起こし一瞬目を丸くしたイヴァンだったが、すぐにククッと苦笑いをこぼす。

「また侍従の役割を奪ってきたのか。お前はいつもそれだな」

　ジーナはベッドサイドまで行き、持ってきた水差しからグラスへ水を注ぐと、それを両手で差し出しながら言った。

「陛下のお役に立てる機会ですもの、遠慮なんかしませんわ」

　それを受け取って一気に飲み干すと、イヴァンは空のグラスをジーナに返してから仰向けに寝転んだ。

「俺はもう寝る。お前はさっさと出ていけ」

　けれどジーナは命令には従わず、グラスをサイドテーブルに置くとイヴァンにそっと手を伸ばした。

「このままではお洋服がしわになってしまいますよ。お脱ぎになってください」

　今日は気さくな宴とはいえ、辺境伯からの正式な招待なのでイヴァンは常勤用の軍服に勲章もつけている。さすがにこのまま寝るわけにはいかない。

　ジーナは軍服のボタンを上からひとつずつはずしていき、腰帯をほどいていく。

　イヴァンは「かまうな」と口では言うものの、起き上がりはしない。

「今夜の陛下はとてもよいお顔をしてらっしゃいますこと。楽しそうで、穏やかで……私はずっと陛下のそのようなお顔を、拝見したいと存じておりました」

　軍服の前を開き、中に着けていたネッククロスをはずし襟もとを開けると、ジーナはあらわになったたくましい首筋にツゥッと指先を這わせた。そして身じろぎひとつしないイヴァンの鎖骨に、そっと唇で触れる。

「今夜の宴は刹那の憩い。スニーク帝国のために戦う者たちの刹那の安らぎを、誰がとがめることができましょうか。……たとえ、それが神様であっても」

　妖艶な唇が紡ぐのは、甘く温かな誘惑。

　ジーナの言うことは間違ってはいない。命を賭して戦う者には、心から安らげる休息が必要だ。きっと今夜は酒に溺れ女の柔肌に埋もれて眠る兵士がたくさんいるに違いなかった。

　頬に触れてくるジーナの温かな手の感触を覚えながら、イヴァンは深く息を吐く。

　その心地よさは本能に訴えかけ、酒で酩酊した頭に抗えないほどの劣情を呼び起こすけれど――。

「――もういい。離れてくれ、スヴィーニン夫人。お前を抱くつもりはない」

　ジーナがキスをしようとしたときだった。イヴァンの唇がキスを受け入れるのではなく、きっぱりと拒絶の言葉を発したのは。

　驚いてまばたきを繰り返すジーナの瞳に映ったのは、おかしそうに、けれどどこか悲しそうに笑うイヴァンの顔だった。

「ルカだろう？　お前を今日この宴に呼んだのは。それともオルロフか？　まあ、どちらでもいい。遠路はるばるご苦労だったな」

　そう言ってイヴァンはジーナの体をゆっくり押しのけながら、上体を起こす。そして顔にかかる自分の髪を手でかき上げながら、困ったように口を噤んでいるジーナを見た。

　イヴァンは気づいていた。帝都から遠く離れた国境の戦線に来てほしいと請われたのも、堅苦しいことを排除した宴を用意したのも、今夜ジーナをここに呼んだのも。全部、側近たちが皇帝である自分を癒やす目的で仕組んだものだということに。

「多忙な皇帝を寄ってたかって騙し、こんな最南の地まで連れてきたあげくに女をあてがうとは。どいつもこいつも不敬な奴らよ。帰ったら罰を下さねばな」

　口ではそう言うが、その声に怒りの気配はまったく含まれていない。ジーナはそのことに安堵を覚えながらも、目の前のイヴァンの笑みが苦しそうなことに胸を痛めた。

　イヴァンが側近たちのけなげな罠に気づいたのは、司令部の雰囲気が報告とはまったく違っていたからだ。

　ルカは『陛下がいらしたことで皆反省し、態度を改めたのでしょう』などと言っていたが、いさかいが本当にあったのかどうかなど兵士たちの様子を見ていればわかる。

　総司令官の座を巡る派閥争いも、隙を衝いたテルキット海軍の猛攻も、最初からなかったに違いない。

　すべてはイヴァンを帝都から――ナタリアから離すため。ナタリアという問題から遠く離し、いっときでいいから心を安らげてもらうための嘘だ。

　きっと心優しいオルロフあたりが発案し、ルカや将官らに協力を煽ったのだろう。

　皇帝を騙し遠方へ発たせるなど重罪もいいところだ。イヴァンがいない間に帝都でなにか問題でも起きれば、それこそ国家転覆罪の容疑をかけられかねない。

　けれど、それほどの覚悟を負ってでもオルロフたちは皇帝を癒やしたかったのだ。

　ナタリアを守り支え続け限界を迎えようとしているイヴァンの心を、救わなければいけないと。たまらず罪をかぶる覚悟で手を差し伸べたのだ。

「……笑えるな。気丈さを保っていると思っていたのは、俺だけだったのだから。オルロフたちの目にはきっと、さぞかし惨めな男に映っていたのだろう」

　臣下たちの行いに腹は立たない。けれど、心の限界を見抜かれていた己の情けなさには自嘲の笑みを浮かべるしかなかった。

「陛下……」

　うなだれ、前髪をくしゃりとかき上げて嘆くイヴァンに、ジーナは彼の手を取り両手で握りしめた。

「陛下は惨めなどではございません。この国で誰より勇敢な男性でございます。……けれど、人間は弱いものです。神様がそうおつくりになったのだから、弱くてあたり前なのです。ですからどうか、ご自分をこれ以上追い込まないでくださいませ。陛下が安らぎを求めるのは、罪ではございません。この夜は神様が与えてくださった夢幻。なにがあっても、朝になればなかったことになります。どうぞ今宵だけは……お心のままにお過ごしください」

　ジーナの手はやわらかく温かかった。緑色の瞳は潤んできらめいており、濡れた唇は蠱こ惑わくそのものだった。

　もしこのまま彼女を抱けたのなら、きっと悦楽の夜を迎えられるだろう。心も体も深い温もりに包まれ、恍こう惚こつの境地に達するに違いない。

　誘惑をかけているというのに、イヴァンの目にはジーナが聖母のように見えた。この世の苦しみから刹那でもすくい上げて包んでくれる存在に。

　――けれど。

「……俺の心を癒やせるのは、ナタリアだけだ」

　そう言ってイヴァンは、握られていた手をそっと引いた。

　その顔は切なく苦しそうだったけれど、瞳に偽りの色は一片もなかった。

　イヴァンは理解している。たとえ今夜のことを神がとがめなかったとしても、自分が一生罪にさいなまれることを。

「俺の心など壊れてもかまわない。ナタリアがそばにいてくれれば、ほかに望むことなどない。……出ていってくれ、スヴィーニン夫人。あなたができることはここにはない」

　音のない寝室に静かに響いたその声を、ジーナは黙ってうなずいて受け入れた。

　ベッドを下りると彼女は「よい夢が見られることをお祈りしています」と悲しそうに微笑んでから、部屋を出ていった。

　静まり返った廊下は暗く、寒い。肩に掛けていたショールをしっかり羽織り直すと、ジーナは少し歩いてから曲がり角で足を止めた。

「……あのお方の心は、誰も救うことなどできません。だって、救われることなど望んでいないのですから」

　ささやくような声でジーナが言うと、暗闇から深いため息が聞こえた。

「我々が陛下のお心を慮おもんぱかろうなどと、思い上がりだったのかもしれませんね。陛下は我々が思うよりずっと公正で高潔なお方だ」

　廊下の角に立って身を潜めていたのはルカだった。

　イヴァンの指摘した通り、この遠征を計画したのはオルロフで、ジーナを呼んだのはルカだ。

　ルカは今宵が君主にとって憩いと喜びの夜になることを期待していたが、イヴァンの部屋からジーナが出てくるのを見て、それはあやまちだと悟った。

「さあ、スヴィーニン夫人ももうお休みください。ここは寒い。アルスキー辺境伯が二階に客室を用意してくれています」

　ルカはそう言って踵を返し階段に向かおうとしたが、ジーナは足を止めたままそこから動かない。どうしたのかと思って振り返り戻ろうとすると、暗闇に立っていた彼女がポツリとこぼした。

「かわいそうなお方……。誰より正しくて、愚かで……わたくしが救ってさしあげたかった」

　窓から射し込む月明かりに縁取られたジーナの輪郭を、涙が伝っていった。

　彼女は泣いた。泣けない愛しい男のために。

　あのお方の苦しみが私の涙になって流れますように、と祈りながら。










七章　なだめの供え物




「……雪……」

　厚い雲から、チラリ、チラリと白い結晶が落ちてくる。

　帝都コシカにこの年初めての雪が降ったのは、イヴァンが南の戦線へ発ってから二週間が過ぎた日のことだった。

　病院への慰問に行くため馬車に乗ろうとしていたナタリアは、自分の頬に冷たい欠片かけらが落ちてきたことに気づいて空を見上げていた。

「あら、寒いと思ったら初雪ですね」

　ナタリアの供についていた侍女も、天を見上げて言う。そして「お体を冷やしませんように」とナタリアの肩に羊毛のショールをかけて、馬車へ乗り込むよう促した。

「イヴァン様はどうしてらっしゃるかしら。南の方はまだ雪が降らないけれど、寒さはきっと厳しくなっているでしょうね。風邪など召されていないといいけど」

　馬車の窓から南の空を眺めて、ナタリアは遠い戦地にいる夫に思いを馳せる。

　できることならイヴァンと離れたくなかったし、危険な戦線に彼を行かせたくなかった。けれど、それが通用しないわがままだということもわかっている。

　ただ毎日夫の無事を祈り思いを馳せることしかできない自分が、ナタリアはもどかしかった。

「きっとお元気にしてらっしゃいますよ。皇帝陛下は雪の国の王です。寒さになど負けるわけがありませんから」

「それもそうね」

　向かいの席に座る侍女の励ましに、ナタリアもやわらかな笑みを浮かべる。

　けれど、心配なのは風邪だけではない。彼は今回は前線には立たないと言っていたが、それでも戦地にいる以上は危険がつきまとう。

　それに加え、ナタリアは漠然とした不安を抱いていた。自分の考えすぎだと思いたい。けれども。

「……陛下は、私のことを忘れてしまわないかしら……」

　馬鹿げていると思いながらも、口からつぶやきがこぼれてしまった。侍女が向かいの席で目を丸くしている。

「なにをおっしゃっているんですか。皇帝陛下ならばナタリア様のことをお忘れになるどころか、きっと一日に何十回も思い出しては会いたいと願われていますよ」

　おかしそうに笑う侍女の言葉は、きっと正しい。それなのにナタリアは不安なのだ。

　自分と離れたことでイヴァンが、心の安らぎを覚えてしまうことが。

　ナタリアはわかっている。自分が不治の病のせいで周囲に迷惑をかけ、イヴァンを苦しませていることを。

　意識を失くしているとき、自分がなにをしているのかはわからない。誰も教えてくれない。けれども周囲から向けられる奇異な目や、嫌でも耳に入ってしまう陰口から、自分が奇行を起こしていることは薄々感じていた。そしてそのせいでイヴァンが激しい苦悩を抱えていることも。

　先月、プルセス王国から訪客があったときもそうだった。ハルデンベルク大公をはじめとする外交団はナタリアに対してよそよそしい態度をとり続けた。意識を失ったとき大事な賓客の前で奇行をさらしたのかと思うと、ナタリアは消えてしまいたいほどの恥辱を覚えた。

　けれどそれ以上につらいのが、手に取るように伝わるイヴァンの苛立ちだった。

　彼は奇行をさらしたナタリアに怒っているのではない。ナタリアを止められなかった自分と、自分の妻があからさまな嘲笑を受けているこの状況が耐えられないのだ。

　そんなイヴァンを見ることが、ナタリアはつらくてたまらない。

　どうして自分は夫に迷惑をかけ、恥をかかせ、苦しませることしかできないのか。どんなに努力してよき皇后であろうとしても、この理不尽な病がすべて台無しにしてしまう。

　いっそ、愛想を尽かされ国へ帰された方がいいのではないかと何回も思った。けれど、悲しいことにナタリアはイヴァンを愛しているのだ。

　愛する夫のそばにいて彼の力となり、共に幸せになることを願うのは、そんなに罪なことだろうか。

　ナタリアはイヴァンが心から安らいでいる姿を知らない。ナタリアを前にして愛おしさにあふれた眼差しを向けることはあっても、その瞳にはどこか悲しみと緊張感が漂っている。

　自分が彼を常に不安にさせているのだと思うと罪悪感に押しつぶされそうになる反面、身勝手な恐怖も抱いた。

　いつか彼はわずらわしい妻の隣にいることに疲れきって、背を向けてしまうのではないか、と。

　普通の人間ならば、そうなったとしても不思議ではない。イヴァンはただ、強靭な精神力でこの状況に耐え続けてくれているだけなのだ。

　けれど彼とて人間であることに変わりはない。いつ限界を迎えナタリアに尽くすことをやめてしまっても不思議はなかった。

　スニーク帝国に輿入れをしてから一年以上が経つ。歳月はなにも解決してくれず、ナタリアの病状もイヴァンの苦悩も悪化する一方だ。そして状況が悪化すればするほど、ナタリアの不安も大きくなる。

（明日にはもう、イヴァン様は私の顔を見てくださらないかもしれない）

　気がつくとナタリアの頭の隅には、そんな恐怖がこびりついて消せなくなっていた。

（私から離れた方がイヴァン様はお心を休めることができるはず。……もしそれで、私のもとへ帰ってくることが嫌になってしまわれたとしても、それは仕方のないこと……）

　ナタリアは唇を引き結び、ドレスの上で重ねていた手をギュッと握りしめる。憂いを侍女に悟られないように平静を保とうとするが、気を抜くと涙が込み上げてしまいそうだった。

（……どうすればいいの。ずっとずっとイヴァン様のおそばにいたい、そのためならどんな努力だってするのに。どうして私はあの方に悲しい顔をさせることしかできないの……）

　顔を覆って泣いてしまいたかった。けれどナタリアにそれはできない。

　病気のことに触れず明るく振る舞うことが、自分に求められている役割だと理解しているからだ。

「ナタリア様？　どうかなさいましたか？」

　思わず眉根を寄せてしまったナタリアに気づいた侍女が、すかさず声をかける。ナタリアはハッとすると、すぐに表情を和らげてみせた。

「いいえ。なにも」

　もう作り笑いを浮かべるのにも慣れてしまった自分が悲しい。真実から目を逸らした無垢な笑みの仮面を、いったいいつまでかぶり続ければいいのか。

「……外は寒そうだわ」

　窓から鉛色の外を眺めて、あてもなくつぶやく。

　どうか愛しい夫が、冷たくモノトーンに染まったこの国に帰ってきてくれますようにと願いながら。




　――十一月。

　帝都の景色がすっかり白一色に染まった頃、イヴァンは王宮へ帰還した。

　人々は皇帝が無事に戻ってきたことを喜び、宮廷には以前と変わらぬ日常が戻ってきたように思われた。

　――しかし。

　降り積もった雪が予期せぬ雪崩なだれを起こすように、あたり前にあった日々は突然崩壊する。それはあたかも、呪いのごとく。




　国境への遠征中、皇帝の寝室にはスヴィーニン夫人が毎晩通っていたという噂が社交界に流れ出したのは、社交シーズンが盛りの十二月初めの頃だった。

　オルロフの計画の協力者はもちろん他言などしていない。けれど、計画のことを知らない兵卒が宴にいたジーナのことを語り、それを耳にした悪意ある者が皇帝との関係を勘繰ったのだ。

「わしが申し上げた通りだ！　この結婚は失敗だった、陛下は雪姫に愛想を尽かしほかの女に憩いを求めたのだ。ああ、だからあれほどわしはこの結婚に反対したのに！」

　あちこちの舞踏会やサロンでそうわめくのはユージンだった。以前、晩餐会の席で大恥をかかされた彼は、結局自分が正しかったと証明しようと大げさに騒ぎ立てた。

　今までイヴァンが恐ろしくて口を噤まざるを得なかった結婚反対派も、ここぞとばかりに噂に便乗する。

「結婚して十ヶ月も経つというのにナタリア様には懐妊の兆しも見えない。きっと例の病のせいで夫婦生活もうまくいっていないに違いない。このままでは世継ぎの誕生も絶望的だ」

「教皇庁に離婚をかけ合うべきだ。雪姫などさっさとシテビア王国に送り返して、今度こそ健康な姫君を娶るといい。なあに、陛下もついに愛人をつくったくらいだ、もう雪姫にはウンザリしているに違いないさ」

　無責任にナタリアを糾弾する声はやがて嫌でも本人の耳に届き、厚く降り積もっていた心の不安に雪崩を起こす。

　それは降誕祭の夜のこと。

　ミサの途中で意識を失ったナタリアは目を覚ましたとき、傍らにいたイヴァンの姿を瞳に映してポロポロと涙を流した。

　驚き、肩を抱いて慰めようとしたイヴァンの手を、ナタリアは強く振り払って悲痛な叫びをあげる。

「……もう嫌！　もう嫌！　私をシテビアへ帰してください！　私はあなたと結婚するべきではなかった、神様は祝福してくださらなかった！」

　取り乱したナタリアを見るのは、イヴァンも初めてのことだった。

　彼女はどんなに不安で苦しくても笑みを湛たたえて耐えてきた。イヴァンや周囲の者を気遣い、明るく振る舞っていた。

　けれど無責任な噂が、張り詰めていた彼女の心に亀裂を入れた。積もり続けていた不安が亀裂からこぼれ、怒涛のごとくあふれ出す。

「私は知っています、誰もが私を皇后にふさわしくないと非難していることを！　イヴァン様だって、雪姫を娶るべきではなかったと後悔されているのでしょう!?　だから……私から逃げて、遠い地でほかの女性を愛してきたのでしょう!?」

　噂を耳にした日から息の根が止まりそうなほど悲しくてつらかった思いが、悲鳴のように口からこぼれた。

　イヴァンがいつか自分に背を向ける日がくるかもしれないと覚悟していたのに、いざ彼がほかの女性に安寧を求めたと知ったときは、想像以上に強烈な衝撃を受けた。

　愛おしくてたまらない彼の大きな手がほかの女性の肌をなで、髪を梳いたのだと思うと、目の前が真っ暗になる。嫉妬で全身の血が沸騰しそうになるのに、きっと自分では与えられない安らぎをその女性は持っているのだと思うと、底のない穴に落ちていくような無力感に襲われた。

　ナタリアは醜く汚い感情が己にあることを初めて知った。今までイヴァンを気遣いながらも、彼の心を独占していることに慢心していた事実を突きつけられた気がする。

　己の心の醜さ、イヴァンをつなぎ留められない無力さ、そして愛を誓った彼の裏切り。ジーナとの噂を聞いてから、それらと向き合い続けたナタリアの精神は満身創痍で、よりによって神に祝福されるべき降誕祭の最中に、またも病にとらわれたことが、彼女の忍耐を決壊させてしまった。

「憎いです……私を裏切ったあなたも、私にないものを持っている相手の女性も。けれど殺したいほど憎いのは、奇病にとらわれているこの私です……。私なんて、生まれてこなければよかった……」

　嗚お咽えつにのみ込まれそうになりながら声を絞り出すナタリアを、イヴァンは強く、強く抱きしめた。たくましい腕で、ナタリアの細い体が折れそうなほどに。

　苦悩に顔をゆがめたイヴァンは、何度も口を開きかけては噤むのを繰り返す。

「この命に誓って、俺はお前を裏切ってなどいない――」

　呻くように伝えるが、その真実がナタリアの心にはもう届かないような気がした。

　どれほど誠実に愛そうとも、あの病がある限りナタリアは怯え続けるだろう。自分には愛される資格がないという自信の喪失は、彼女を疑心暗鬼に追い込む。

　愚かな噂に耳を貸し、誠実で献身的な夫を疑ったとしても、誰がナタリアを責められようか。

　もう限界なのだ。無垢のふりをして不安から目を逸らすことも、奇異な目にさらされても毅然を装うことも、愛する夫を苦しめ続けることも。なにもかもがとっくに限界を迎えている。

　そして、きっとこれからますます壊れていくだろう最愛の妻を見続けなければならないイヴァンの心も、限界を迎えていた。

「愛している、ナタリア……。愛している……」

　そう繰り返すことしか、イヴァンにはできない。どんなに誠意を尽くした言葉も、ふたりを救ってくれないことはわかっているから。

　自分の命より大切な存在を胸に抱きしめながら、イヴァンは彼女の心が壊れる音が聞こえる気がして、頭が痛くなるほど奥歯を噛みしめた。




　イヴァンの危惧した通り、ナタリアの精神はさらに異常をきたすようになった。

　心を乱す回数は日を追うごとに増え、もはやまともな状態のときの方が少なくなってきている。

　そしてわずかな正常のときでさえ、彼女は部屋に閉じこもって人と会わないようになってしまった。『もう誰にも奇行を見せたくない』と泣いて。

　イヴァンはもはや決断するしかなかった。ナタリアを自分から――スニーク帝国の地から離し、遠いイルジアで転地療養をさせることを。

　回復するまで何年かかるかわからない。それはスニーク帝国にとって皇后不在ということでもあり、皇帝はほとんど妻と会えないことを意味していた。

　けれどこのままでは、ナタリアの病状は悪化する一方だ。そのうえ彼女は苦悩のあまり、自ら命を絶ってしまいかねない。選択の余地はなかった。

「――ナタリアをイルジアに送る。彼女が不自由なく暮らせるように準備を整えろ」

　イヴァンがそう決断し侍従らに命じたのは、結婚式から一年が過ぎた二月のことだった。




　皇后がついにスニーク帝国を脱し、いつ終わるかもわからない療養のため遠い国へ行くという話題は、宮廷のみならず国中をざわつかせた。

　まだ結婚してからたった一年、ましてや子も生してないのだ。

　皇后の務めも果たせない女など祖国へ送り返せという風潮は止めようもなく、イヴァンは新たな受難を背負うことになる。

　これでナタリアの病が完治してくれればよいが、その確証はない。妻と離れ離れになるだけでなく、世継ぎをもうけられなくなりアスケルハノフ朝が断絶する可能性もある未来は、あまりにも残酷だった。




　そして二週間後。

　移住の準備も整い、いよいよナタリアの出発を明日に控えた夜。

　皇帝に緊急の謁見を申し出るひとりの男が、コシカ宮殿にやって来た。

「僭せん越えつながら……皇后陛下のお力になればと思いまして」

　郊外の森の奥で薬屋を営んでいると名乗った男はそう言って、一冊の本を差し出した。本はひどく古びていて紙は黄ばんでいる。薬草のにおいとカビくささがこびりついていて、受け取ったオルロフは顔をしかめて中を確認してから、「危険はないようです」とイヴァンに手渡した。

「私の家は二百年前から薬屋をやっていまして、この本はうちに代々伝わる調合の手引きです。皇后陛下がお心の病を患われていると聞きまして……もしかしたらそこに載っている薬草がお役に立つのではないかと思い、ご提案に参りました」

　男の話を聞いて、イヴァンは小さく嘆息する。ナタリアを心配する気持ちはありがたいが、国で最新の医療知識をもってしても、有効な治療も薬もないことはとっくに証明済みなのだ。

　気持ちだけありがたく受け取っておこうと思いながら本をパラパラとめくっていたイヴァンは、あるページに描かれていた薬草の絵を見てハッと目を見開く。

　そして慌てて過ぎたページをめくり直すと、あせたインクで描かれた花の絵に息をのんだ。

「ああ、そうです。その薬草です。雪割花ブロレースカの一種ですが、非常に珍しい白色をしているんです」

　開いたページを凝視して固まっているイヴァンの手もとを遠目にうかがって、男はそう言った。彼の説明を聞いて確信を得たイヴァンは、一瞬意識が遠のきそうになる。

　忘れたくても忘れられない、網膜に焼きついている光景。

　十年前のあのとき、ローベルトの左手に握りしめられていた血まみれの白い花――それが今、ナタリアを救う一いち縷るの望みとして調薬の本に描かれていた。

「山岳地方に生息するのですが滅多に発見されないため入手はなかなか困難で……そのせいで今の医学ではすっかり扱われなくなりましたが、かつては心の安寧をはかる薬として重宝されたそうです」

　男が説明するのを、オルロフは怪訝さをあらわにした表情で聞いていた。そして小声でイヴァンに耳打ちする。

「……そんな薬の話は聞いたことがありません。これ以上この男の話を聞くのは、陛下の貴重なお時間を無駄にすることになると思いますが」

　ついさっきまで、イヴァンもそう思っていた。「ご苦労」と労いの言葉をかけて本を返し、この男をさっさと帰そうと。

　けれど今は違う。イヴァンは玉座からさっそうと立ち上がるとオルロフに振り向き、きっぱりと命じた。

「馬の用意をしろ。大至急だ。今夜、ブールカン山脈へ発つ」

「へ、陛下!?」

　耳を疑って立ちつくしているオルロフに「急げ」と再び命じてから、イヴァンは薬屋の男の前まで行き、彼の手に丁寧に本を返した。

「よく教えにきてくれた、感謝する。すぐにこの花を取ってくるからお前は宮殿に残って、俺が戻ってきたら直ちに調薬してくれ」

　薬屋の男はポカンとしていたけれど、やがて何度もうなずき、その場で膝を折って祈るように本ごとイヴァンの手を取った。

「お待ちいたしております。陛下に神の祝福があらんことを」




　三十分後。

　コシカ宮殿の前には急きょ編制された雪割花の捜索隊、および皇帝の護衛隊が整列し、先頭にはイヴァンと侍従武官長のルカが立った。

　集められた兵士たちはもちろん、大臣らや宮廷官たちまで宮殿中が皇帝の突然の命令にざわついている。

「皇后陛下を治す花を探しに行くだと？　なんだってイルジアへ発つ前日になって皇帝陛下はそんな無茶苦茶なことを言いだしたんだ……」

　誰もが眉をひそめ首をかしげていた。自分が戻るまでナタリアをイルジアへ出発させるなとイヴァンが命じたせいで、ナタリアの侍女や女官は戸惑いを通り越し、あきれ返っている。そして側近のオルロフやルカでさえも困惑を隠せずにいた。

「陛下、お考え直しください。本当にあのような信しん憑ぴょう性せいのない書物に従って、花を探しに行かれるのですか？」

　馬にまたがったイヴァンを見上げて、オルロフが問う。その顔には汗が滲にじみ、眉はすっかり下がっていた。

　けれどイヴァンは力強く「ああ」と言いきった。声に迷いはない。

　イヴァンは確信していた。これは――導かれた運命だと。

　ナタリアの時を止めた雪割花こそが、再び彼女の時を取り戻す鍵になる。

　イヴァンは届けてやろうと思う。あの日、ローベルトが小さな婚約者に渡せなかった奇跡の花を。兄の想いごと、ナタリアに。

　ふと視線を感じて宮殿を見上げると、三階にある皇后の寝室の窓にナタリアの姿が見えた。

　寝室に閉じこもり誰とも会おうとしなくなったナタリアは、今もイヴァンの見送りにきていない。けれどやはり気にかかるのだろう。カーテンの陰に隠れるように立って窓辺からイヴァンを見つめている。

　イヴァンはそんな彼女に向かって、小さく告げた。

「待っていろ、ナタリア。ローベルトに会ってくる」

　当然その声はナタリアにも、周囲の誰にも聞こえない。それでもイヴァンは満足そうに微笑んで、捜索隊の方へと向き直った。

「これより、ブールカン山脈麓ふもとへと出発する！　先頭の指揮は俺が執る、遅れずについてこい！」

　そう命じるとイヴァンは開かれた正門に向かって、馬を勢いよく走らせた。その後をルカが続き、捜索隊と護衛隊がついていく。

　およそ四百騎の隊が蹄の音を重く響かせ正門を出ていくのを、侍従長のオルロフや宮廷官らが見送った。

「陛下……どうかご無事で」

　残された者たちは切実な思いで神に祈る。誰もが口には出せないでいるが、イヴァンの行き先がブールカン山脈――ローベルトが亡くなった地だということに拭えない不安があるのだ。

　やがて地面を揺らす馬の足音が遠く聞こえなくなるまで、彼らは祈るのをやめなかった。




　帝都から東へ向かうことおよそ二百キロメートル。本来なら冬場は三日と半日はかかる距離を、イヴァンは不眠不休で馬を走らせ、わずか二日でブールカン山脈の麓へ到着した。

　途中で馬は変えたものの、ほぼ休むことなく馬を走らせたせいで隊員の兵士たちはだいぶ疲労困憊している。

　けれどイヴァンだけは、まるで疲れなど見せず、早朝に目的地に着くと迅速に隊に探索範囲を指示して自らも雪割花を探し始めた。

　通常の雪割花は青紫色をしている。白いものなどイヴァンとて十年前にローベルトが取ってきたものしか見たことがないし、ルカはじめ隊員たちに至ってはそんなものが存在することすら知らなかった。

　捜索隊は馬から下り森に入って雪に埋もれた地面をしらみつぶしに探した。本当に白い雪割花など存在するのか疑問に思う者も大勢いた。

　ましてや季節は二月下旬。雪を割って春を知らせる花が芽吹くにはいささか早い。皇帝の命令なので従うしかないが、見つかるわけがないとほとんどの者が考えていた。

（……あのとき、ローベルトは森林公園で発見されたと聞いたが……）

　十年前に兄が足を踏み入れたのと同じ、雪に埋もれた森林公園の入口に立ちイヴァンは辺りを見渡す。

　近くに王家の離宮があるこの森林公園は国が所持・管理しているものだ。ローベルトの事件があってからしばらく封鎖されてたが、イヴァンが実権を握ってからは「封鎖している方が墓標みたいで薄気味悪い」と開放され、綺麗に整備もされている。

　手前には散歩道がありベンチなども置かれているが、柵で区切られた奥はうっそうとした天然の森だ。野生の動物も多く、王侯貴族の狩猟場になっている。

　もっとも、イヴァンはこの公園で狩猟などする気になれず、十年間足を踏み入れたことはなかったが。

　森はそのまま東に連なるブールカン山脈へと続いており、果てがない。

　はっきり言って、ローベルトがこの広すぎる公園のどこで白い雪割花を見つけたのか、まったく見当がつかなかった。

（兄上は白い雪割花のことを知っていて、あてがあってこの公園に取りに来たのだろうか……？　そういえば兄上は幼い頃からよく図鑑を眺めていたな。植物のことも、なんにでも詳しかった。王家に生まれなければ学者になったかもしれないなどと、家庭教師が言ってたこともあったっけ）

　フェルトのブーツで雪を踏みしめ公園の奥に進みながら、イヴァンは懐かしいことを思い出す。

　ローベルトは温和で賢く優しい兄だった。王家の長男である自覚を持ち、いつも理性的に振る舞っていた。彼がわがままを言ったり駄々をこねたりして大人を困らせている姿を、イヴァンは一度も見たことがない。

（……俺が兄上の大事な本を破いてしまったときも怒らなかったな。いつだって自分のことより家族や臣下や国民のことを気遣っていた。誰からも好かれていて……君主にふさわしい人だった……）

　白い地面を見つめながら歩いていると、兄の思い出がどんどんとよみがえってきた。一緒に勉強や剣の稽古をした日々、家族四人で食卓を囲んだこと、兄弟そろって正装をし初めて公式行事に出たとき――。

　たったひとりの兄弟だった兄を、イヴァンは心から慕っていたことを思い出す。それこそ幼い頃は、世界で一番大好きな存在だったかもしれない。

「……兄上……」

　白樺の木に手を掛け、イヴァンは足を止めてつぶやいた。

　イヴァンは気づく、ローベルトのことをこんなに温かな気持ちで思い出すのは久しぶり――いや、初めてかもしれないということを。

　いつからだろう、敬愛していた兄に小さなコンプレックスを感じ始めたのは。

　兄が憧れの存在として一番ならば、守ってやりたい一番の存在はナタリアだった。

　それこそ彼女のことは赤ん坊のときから知っている。ずっと弟という立場だったイヴァンにとって、初めて庇ひ護ご欲よくを抱いたナタリアは、まるで触れたら壊れてしまいそうな世界一愛らしい宝物だった。

　そんな彼女が、ローベルトに恋する眼差しを向けるようになった頃だと思う。兄に対して敬愛以外の感情を抱くようになったのは。

　夢中で兄を好きだった幼少期、小さなコンプレックスと嫉妬を抱いていた少年期。穏やかな気持ちで兄のことを振り返ることなどなかった。

　そして――残酷で陰鬱な事故。

　あの日以来、イヴァンは兄に思いを馳せたことはない。

　あんなに優しかった兄なのに。あれほど好きで好きでたまらなかった存在なのに。無残な死にざまを思い起こすのが嫌で、彼からナタリアを奪った罪悪感と向き合いたくなくて、無意識のままに兄との楽しかった日々を回想しないようにしていた。

　自分の醜い臆病さに気づかされて、イヴァンは木にもたれかかり手でまぶたを覆って小さく呻く。

（俺は――ローベルトにひどいことをしてきたのだな……）

　毎年ローベルトの没日に鎮魂の祈りを捧げながら、その心は虚無だった。たったひとりの兄の魂を本当に悼んだことなどあっただろうか。

「……兄上……すまなかった……」

　ぽつりと口から悔恨の情がこぼれたときだった。

　一陣の雪風が吹き抜け、イヴァンの濃藍色の髪を揺らして森の奥へと駆け抜けていった。

　森の奥はモミやトウヒなどの針葉樹が生い茂っており、さらにうっそうとしている。真っ暗な闇は果てしないように見えて、イヴァンは背筋が冷たくなるのを感じた。

（……そういえば……）

　ふと、子供の頃の記憶がよぎった。王宮の庭園を母に連れられ散歩していたとき、花壇で奇妙にゆがんだ花を見つけたときのことだ。

　イヴァンが『オバケの花だ』と騒ぎ立てると、母も顔をしかめて侍女にそれを始末するように命じた。けれどローベルトは切られたその花を手に取ると興味深そうに眺めてイヴァンに教えてくれたのだ。

『これは植物の突然変異――帯化というんだよ。どうしてそうなるかはまだ特定できていないけれど、病気の感染だったり、虫などによる外部からの損傷だったり、土壌の成分が原因じゃないかと言われてるんだ』

　どうして今、そんなことを思い出したのだろうか。けれどまるで昨日のことのように鮮やかに甦ったその記憶は、イヴァンの足を森の奥の暗闇へと進ませた。

（白い雪割花も帯化の一種だとしたら……より虫などが多く土壌の成分が複雑な森の奥の方が、咲いている可能性は高いのではないか……？）

　ローベルトのように植物について詳しい知識があるわけではないが、確信めいた予感がした。

　森はますます影を濃くし、昼間だというのに薄闇で視界をくらませる。

　イヴァンは持っていたランプに火を灯すと、うしろを振り返った。これ以上奥へ進むのなら、捜索隊や護衛も伴った方がいいだろう。

　そう考えてイヴァンが森の入口付近にいるルカに声をかけようとしたとき、再び一陣の風が吹き抜けた。まるで早く来いとイヴァンを促しているみたいだ。

　迷ったあげく、イヴァンは踵を返すとひとりで森の奥へ足を進めた。今ここで進まなくては、きっと白い雪割花は見つからない気がする。

　そんな愚かな想像をするのは、やはりローベルトに導かれていると感じるからだろうか。いや、それすらも罪悪感からくる想像にすぎないが。

（ローベルトの呪いなど馬鹿らしいと、誰より主張してきたのはこの俺だというのにな……）

　自嘲の笑みを口もとに浮かべながら、イヴァンは雪を踏みしめて歩く。冬の間中降り積もった雪は深く、一歩進むたびにイヴァンの足首まですっぽり覆う。

　慎重に歩みながら時々足を止め、イヴァンは木の根もとなどの雪をそっと手で払い雪割花を探した。




　――ずいぶん奥の方まで来てしまったとイヴァンが気づいたのは、踏みしめる道がゆるやかな斜面になっていたからだ。

　この森はそのまま山へとつながっている。ということは、ここは森林公園の敷地からさらに奥まった、山裾ということだ。

　さすがにこれ以上ひとりで進むわけにはいかず、捜索隊を呼ぶためにいったん引き返そうとイヴァンが振り返ったときだった。

　背を向けた山側の木の陰から、灰色の風が吹き抜けた。

「――っ!!」

　戦場で鍛えてきた勘がその風のまとう殺気を察知し、イヴァンを横に飛びのかせた。

　雪にまみれ転がりながらも、イヴァンは目を見開き風の動きを見定める。

「……狼ヴォルクか……！」

　イヴァンのいた場所に足を突っ張って立ち、唸り声をあげているのは、この地に生息する狼だった。

　スニークの雪山に生息する狼は飛び抜けた体の大きさが特徴的だ。白みがかった灰色の体毛に包まれたその体躯は、全長二メートルを超えている。

　人間の頭さえひと噛みで砕いてしまいそうな牙を見せつけながら、狼の瞳はジッとイヴァンをとらえ続けていた。

　もちろんイヴァンとて狩猟場の森に入るのに丸腰ではない。狼と睨み合いながら、背負っていた猟銃を構える。

　狩猟は得意だ。動いている獣だって仕留める自信がある。それに銃声が聞こえれば、異常を察してすぐに護衛たちも駆けつけるだろう。

　しかし、銃を構えたまま腰を落とそうとしたとき、脚に激しい痛みが走ってイヴァンは思わず膝をついた。

「……っ！」

　狼に注意を向けながら横目で自分の脚を見やると、膝の横の脚衣が裂かれ赤く染まっていた。よけたつもりだったが、狼の爪をかわしきれていなかったようだ。

　イヴァンはチッと小さく舌打ちをする。機動力を損ねる怪我は、わずらわしい。

（二撃目は避けられない……一発で仕留めなくては）

　そのときだった。狼を強く見据えるイヴァンの視界の端に、目を疑う物が見えた。

　狼の後方にある木の根もと。少しだけ地面が盛り上がっているそこは日があたりやすいのか、雪が積もりにくいのか、ほかより雪が薄くなっている。そしてその雪を割って、一輪の花のつぼみが顔を出していた。

　そう――白い雪割花のつぼみが。

　イヴァンは一瞬呼吸をすることさえ忘れた。奇跡の訪れに、ローベルトの導きを確信せずにはいられない。

「やはり俺を呼んだんだな、ローベルト。そして……ここが、お前の最期の場所だったんだな……！」

　心の中に猛烈な悲しみと怒りが湧き上がる。ローベルトはここで命を落とした。今のイヴァンと同じく、巨大な狼に襲われて。

　物言わぬ肉塊になった兄の姿がまぶたの裏によみがえり、イヴァンは全身が震えた。この狼が兄を襲ったものと同一とは限らないとわかっていても、憎しみが募っていく。

　イヴァンは脚の痛みすら一瞬忘れ、構えていた猟銃の引き金を引いた。

　しかしその瞬間、背後から新たな灰色の風が迫り、イヴァンの肩口をえぐって吹き抜ける。

「ぐ……っ」

　銃弾は狙いから大きく逸れ、森に銃声を響かせただけだった。

　イヴァンの右肩に焼けつくような痛みが走り、鮮血が噴き出す。途端に右腕に力が入らなくなり、銃が音もなく雪の上に落ちた。

　イヴァンは額にじっとり汗が滲むのを感じながら、唇を噛みしめて正面を睨みつけた。二匹に増えた狼を眼まなこに映し――『不覚』、そんな自省が頭をよぎる。

　狼は群れで行動する生き物だ。最初の一匹と遭遇した時点で、ほかに仲間がいると警戒すべきだった。

　右腕がジンジンと痺しびれるのを感じる。神経をやられたかもしれない。動くことは動くが、力を入れることも震えを止めることもできなかった。

（銃は使えないか）

　イヴァンは腰に帯刀していたサーベルを抜くと、左手に持ち替えて柄を握りしめた。

　利き腕をやられ二匹の狼に囲まれても、その瞳には恐怖もあきらめの色も浮かんでいない。あるのは戦う意志と、未来を切り開くことを信じている希望だけだ。

「俺はこの巨大な雪の国に君臨する王だ。きさまら獣ごときが貪れる相手ではない」

　純白の雪に赤い血を滴らせながら、イヴァンはサーベルを構えて対峙する。

「皇帝に爪を立てた罪。そして、かつて偉大な皇太子を無残に屠ほふった罪。今ここで俺が直々に贖あがなわせてやろう――死ね」

　イヴァンが一歩踏み出すと同時に、狼が突進してきた。

　いつしか雪と風は激しさを増し吹雪に変わろうとしており、春をうたう小さな花に容赦なく吹きつけていた。










八章　英化




　――どこまでもどこまでも白が続く。

　果てしなく白い世界の真ん中に、その青年は立っていた。

「……兄上……」

　呼びかけた声は威厳のある低いものではなく、少年独特の高さと儚さを含んでいた。

「兄上……ローベルト」

　呼びかけても、青年は振り向かない。鈍色の髪が風に微かに揺れるだけで、微動だにしなかった。

「……怒っているのか？」

　おずおずと尋ねながら青年に近づいたイヴァンは、彼の頭を見上げる。この見慣れた身長差の視界は十年前――十五歳だったときの自分と兄のものだ。

「どうしてそう思うんだ？」

　ローベルトから言葉が返ってきたことに、イヴァンは安堵する。けれどその答えは喉につかえてうまく口に出せなかった。

「俺が……兄上からナタリアを奪ったから……」

　口ごもりながら言うと、目の前の青年がゆっくりと振り向いた。

　一瞬顔がほころびそうになったイヴァンは、その姿を見て「ひっ！」と引きつった声を漏らす。

「なんだ、わかっているのか。悪い子だな、イヴァンは。俺が悲しむと知っていながら帝位を奪いナタリアを娶ったのか」

　そう優しく叱責する兄は人の形をしていなかった。血にまみれ肉の塊と化した亡なき骸がらが、潤んだ瞳だけをこちらへ向けている。

「ならば俺に返してくれるね、ナタリアを。あの子は俺の妻だ。この花を贈って喜ばせてあげるはずだったんだ」

　こちらに差し出された手は肉が削げていて、骨の見える指先で小さな白い花をつまんでいる。

　イヴァンはガクガクと震える脚に力を込めて、必死に首を横に振った。

「……駄目だ！　ナタリアはもう俺のものだ！　誰にも渡さない！」

　そう叫んだとき、身の毛もよだつ唸り声が耳に障った。慌てて周囲を見回すと、数匹の狼がふたりを囲い唸りをあげてこちらを見据えている。

　イヴァンは青ざめて剣帯のサーベルを抜こうとしたが、腕が痺れて言うことを聞かない。その間にも狼はこちらへ近づき、今にも飛びかからんとしていた。

　恐怖と緊張でイヴァンの心臓の鼓動が痛いほどに加速を始める。そして狼たちはいったん足を止めて身を低くすると、弾かれたようにいっせいに襲いかかってきた。

「うわぁっ！」

　武器を握れないイヴァンはその場にしゃがみ込んで体を硬くする。しかし――狼が飛びかかった先はイヴァンではなく、躯のローベルトだった。

「あ……あ、ローベルト……」

　何匹もの狼に襲われ体を失っていくローベルトを眼前にして、イヴァンは立ちすくむ。こんな状態で生きているはずなどないのに、狼に食われながらローベルトはイヴァンに向かって語りかけてきた。

「お前は悪い子だね、イヴァン。お前があのときナタリアのわがままを否めていたなら、僕がひとりで森に行くのを止めていたなら、こんなことにはならなかったのに。それなのにお前は自分の罪を省みることもなく、帝位とナタリアを手に入れた。なんて汚い子だろう。たったひとりの兄である僕のことなど忘れ、ナタリアを抱くのは幸せだったかい？」

　ローベルトの緑色の瞳に見つめられ、呼吸が苦しくなる。全身に鳥肌が立ち、汗が流れ落ちた。

「俺は……俺は……」

　なにかを言いたいのに、呼吸が乱れて声がうまく出せない。泣きだしそうな顔で口をパクパクとさせていると、躯のローベルトが笑った。

「僕に申し訳ないと思っているんだろう？　だったら僕にナタリアを返してもらってもかまわないよね？　あの子は僕のものだ。ナタリアだってずっと僕のことを愛している。気づいていたんだろう？　本当のナタリアは、お前ではなく僕の腕に抱かれたがっているって」

　イヴァンの脳裏に、心をさまよわせるナタリアの姿がよぎった。あてもなく歩き回り、天に腕を伸ばしてローベルトの名を呼ぶ姿が。

「お前はわかっていたはずだ。ナタリアが昔の記憶を取り戻したら、お前の愛を拒む可能性があることを。僕を愛し失ったナタリアが自分の罪を忘れ、弟であるお前と幸せになることを選べるはずがない。ナタリアは記憶を封じ、お前は真実に気づかないふりをして偽りの愛を築いている。そんなものが本当の愛であるはずがない。汚いお前には皇帝たる資格もナタリアの夫である資格もない。地獄へ落ちろ。お前もナタリアを失えばいい」

　気がつくと、イヴァンの頬を熱いものが流れ落ちていた。

　それが自分の目からあふれる涙であることに、長年泣くことのできなかったイヴァンは気づかない。

「……俺は……」

　その場にガクリと膝をつきうなだれる。十年間目を逸らし続けていた己の罪、偽り、弱さ。それらをえぐり出されむき出しにされ、心が粉々になっていく。

　イヴァンは両手で顔を覆った。呼吸が乱れしゃくりあげているうちに、自分が泣いていたのだと知った。

「返せ。ナタリアを。お前にナタリアを愛する資格はない」

　ローベルトの声が耳から毒薬のように流れ込み、心と頭の中を絶望に染めていく。

　イヴァンはボタボタと涙を落としながら歯を食いしばり、呻いた。そして口を開きかけて、噤む。

「ごめん」と言おうとした。兄に詫びようと思った。けれどそれは違うと、自分の中のなにかが叫ぶ。

　卑怯だったかもしれない、偽りだらけだったかもしれない。それでも十年以上、信じて揺るがなかった真実がある。

「……嫌だ。ナタリアは返さない」

　震える唇で、嗚咽と共に絞り出した。

「俺は……間違っていない。俺は、俺のすべてでナタリアを愛してきた。ただそれだけだ。ローベルトが死んだのは運命だ。誰も罪を負ってなどいない。そして俺はどんな運命でもナタリアを愛していた。たとえローベルトが生きていたとしても、俺は義弟としてナタリアに一生この心を尽くした。俺は……ナタリアを愛している。それだけは偽りじゃない」

　手の甲で涙を拭ってイヴァンは立ち上がる。いつの間にか動くようになっていた手で剣柄をつかむと、鞘からサーベルを抜いてローベルトのもとへ向かっていった。

　近づくローベルトの頭の高さが自分より低い。十五歳だったイヴァンの体は、今の大人のものに戻っていた。

「そして、ローベルト。……いや、兄上。俺はあなたのことも好きだった。それなのに自分の弱さと向き合えなかったせいで、ずっとあなたの亡霊に怯えていた。……優しい兄上が、あんなにかわいがっていたナタリアを黄よ泉みへ誘うはずなどないのにな」

　イヴァンは握っていたサーベルを掲げ、振り下ろした。それは周囲の狼ではなく、目の前の躯のローベルトに。

「お前は兄上じゃない。俺の弱さとうしろめたさが生み出した亡霊だ。兄上は俺のこともナタリアのことも、恨んでなどいない。……ナタリアに、呪いなどかけていない」

　口にしながら、イヴァンは理解した。ナタリアの奇病の原因を。

（俺たちは共に逃げていたんだな。己の弱さから）

　ナタリアと再会してから六年。ふたりはローベルトの話をしたことがなかった。

　ナタリアはローベルトが亡くなる以前の記憶を失っているが、イヴァンはあえて昔のことを語ろうとはしなかった。

　あんなに幸福に満ちていた子供時代だったのに。忌まわしい事故を思い出させたくなくて、幼い思い出ごと封印していた。

　そしてきっと、ナタリアもそうなのだろう。

　彼女はもっと深い心の奥の奥で、思い出すことを拒んでいる。イヴァン以上の自責の念から逃げ出すために。

　けれど抑えつけていた悔悟は発露する。あの奇病は――ナタリアの罪悪感の表れなのだ。

（帰ったら話をしよう、ナタリア。ローベルトの話、三人で遊んだ話、子供の頃の話。今まで語れなかったぶん、ずっとずっと何時間でも）

　サーベルで薙なぎ払った躯のローベルトが消えていく。まるで風に舞う雪霧のように。

「ごめん、兄上。あなたが優しい人だったことを今日まで忘れていて」

　今度こそイヴァンは謝罪を紡ぐ。

　謝りたかったのは、ナタリアを娶ったことじゃない。この世でたったひとりの敬愛する兄に、今日まで背を向け続けてきたことだ。

　躯のローベルトも周囲にいた狼も消えていくと同時に、白い世界も霧が流れるように晴れていく。空は青く澄み渡り、太陽がまぶしく頭上に輝いていた。

　ふとなにかが触れた気がしてイヴァンが自分の手を見ると、サーベルの代わりに小さな花を握っていた。

「雪割花……」

　手の中のあえかな白い花を見つめてつぶやいたとき、頭をふわりと温かな風がなでていった。

　顔を上げたイヴァンの瞳には、残像だけが残る。――優しい笑みを浮かべたローベルトの残像だけが。

「……ありがとう」

　心からの笑みをイヴァンが浮かべたとき、世界はやわらかな光に包まれた。

　遠くに、幼い兄弟の笑い合う声が聞こえた。




　――イヴァンがコシカ宮殿のベッドで目を覚ましたのは、雪割花捜索から一週間後のことだった。

　ブールカン山脈の麓で銃声を聞きつけた護衛隊が駆けつけたとき、そこには絶命した二匹の狼と大怪我をして意識を失っているイヴァンが倒れていた。

　イヴァンは脚と肩を深く負傷しており左手にサーベルを握ったまま倒れていたが、固く握りしめた右手の中には小さな白い花が包まれていたという。

　イヴァンは離宮で応急処置を受けた後、意識の戻らぬままコシカ宮殿まで運ばれた。

　皇帝がこん睡状態に陥ったことに国中が嘆き悲しみ、回復を祈った。そして彼が眠り続けて一週間後――奇跡は起こった。

「……イヴァン様……！」

　ゆっくりと開かれた青緑色の双眸に、ぼんやりと人影が映る。

　だんだんと輪郭のはっきりしてきたそれは、サファイアのような瞳にいっぱいの涙を浮かべているナタリアだった。

「ナタ……リア……」

　かすれる声で呼びかけると、ナタリアの目から堰せきを切ったように涙があふれ出す。

「イヴァン様！　イヴァン様……！」

　ナタリアはイヴァンに取りすがって幼子のように泣き声をあげた。

　そばで控えていた侍従や医師たちもイヴァンが目覚めたことに気づき、途端に寝室がざわつき始める。

　侍従がすぐに水を運び、医師がイヴァンの脈や状態を確認する。部屋には皇帝が目覚めたとの報せを聞いた人がどんどん押しかけ、人垣を割ってオルロフやルカも駆けつけてきた。

　イヴァンは傷の痛みこそあるものの意識は正常で、上体を起こすこともできた。

　皆が歓喜にむせび泣く中、イヴァンは傍らで涙を拭っているナタリアの髪をそっとなで、「心配をかけたな」と穏やかに微笑んだ。

　イヴァンはナタリアがここにいることに、密かに驚きと喜びを抱く。ブールカン山脈へ出発する前は、心を乱し部屋から出てこられない状態だったのだ。今ここにこうして寄り添ってくれているということは状態がよくなったのだな、と安堵する。

　するとナタリアは髪をなでていたイヴァンの手を取って自分の両手で包み、それに頬をすり寄せて言った。

「本当によかった……イヴァン様が目覚められて……生きていてくださって本当によかった……。もし、万が一のことがあったら、この子は父親のぬくもりを知らない子供になってしまうのですから」

　イヴァンは一瞬、ナタリアの言った意味がわからず目をしばたたかせた。そんな彼をナタリアはうれしそうにはにかんで見つめる。

　周りの者も示し合わせたように顔を見合わせ、口角を上げて目を三日月形に細めていた。

「今……、なんと？」

　イヴァンが鼓動を速めながら尋ねると、ベッドの横に立ったオルロフが胸に手をあて、かしこまったお辞儀をしながら答えた。

「おめでとうございます、皇帝陛下。皇后陛下は、偉大なる陛下の血を継ぐお子様を授かられました」

　あまりの驚きに頭の中が真っ白になった後、イヴァンの全身に熱い血が巡るような歓喜が湧いてくる。

　怪我の痛みも体の倦怠感も、すべて吹き飛んだ。思わず前のめりになりナタリアの両手を掴み返して、「本当か!?」と大声を出してしまった。ナタリアは頬を赤く染めこのうえなく幸せそうに笑うと、小さくうなずく。

　イヴァンは感激に打ち震え、ナタリアを力いっぱい抱きしめようとしてハッとし、優しく抱き寄せた。

　イヴァンの懐にもたれかかったナタリアは自分のお腹を愛おしげになで、「イヴァン様」とそっと呼びかける。

「なんだ？」と優しくイヴァンが耳を傾けると、ナタリアはほかの者に聞こえない小さな声で告げた。

「イヴァン様が雪割花と共に王宮へ戻られた晩に……私、夢を見たのです。とても温かくて、とても優しくて、とても……とても幸せな夢を」

　そう語る彼女の瞳から、ひと筋の滴がこぼれ落ちる。けれどその顔はとても穏やかで、幸福と感謝に満ちていた。

「夢の中の私はひとりぼっちで、ずっと雪の中をさまよっていました。どこまで行っても果てがなくて、寒くて、苦しくて……。けど、誰かが私の名を呼んで励ましてくれたのです。『ナタリア。顔を上げて、前を向いて歩かなくてはいけないよ』って。心が安らぐような優しい声でした。その声に導かれるようにして顔を上げて歩いていくと、やがて太陽の光が降り注ぎました。そしてその光の中に……イヴァン様がいたんです」

　ナタリアの話をイヴァンは目を見開いて聞いていた。まさか……、という思いがよぎる。

　ナタリアはニコリと目を細めた。その拍子に目にたまっていた涙が輪郭に沿って綺麗な弧を描き落ちていく。

「私を導いてくださったのはきっと――ローベルト様だと思います」

　正常な状態の彼女の口からその名が紡がれたのは、十年前のあの日以来だった。

　イヴァンには今、ナタリアを縛りつけていた呪いの鎖が落ちた音が聞こえる。それはもちろんローベルトの呪いなどではなく、ナタリアが自縄自縛していた呪いの鎖だ。

「ナタリア、お前……記憶が……」

　イヴァンの声が震える。その問いかけにナタリアは深くうなずき、力強い眼差しを見せた。

　これは偶然か奇跡か。――いや、違う。やっと、ナタリアの心に届いたのだ。命がけでナタリアを思うイヴァンとローベルトの気持ちが。白い雪割花と共に。

「私はきっと、ずっとローベルト様に守られていたのだと思います。けれど、そのことに気づかず現実から逃げ続けた愚かな人間でした。ローベルト様を残酷に死なせてしまったのは自分だと思い込んで、罪の重さに耐えきれず、目をつむり耳を塞いでいたのです。ローベルト様が贈ろうとしてくださった花の美しさを知ろうともせずに」

　腕の中のナタリアから、悔悟の念が伝わる。己の本当の弱さと向き合うのは、きっとイヴァン以上に苦しかったことだろう。けれど。

「私は……もう逃げません。ローベルト様が愛し慈しんでくださった思いを受け止め、けっして忘れずに、前を向いて生きていきます」

　その瞳に怯えや惑いの色はない。それはイヴァンが少年の頃に恋焦がれた、生命力に輝く青い瞳だ。

　――ナタリアの心が過去をさまようことは、もうない。イヴァンはそう確信する。

　彼女も乗り越えたのだ。イヴァンと同じくローベルトに導かれ、己の弱さを。

　ナタリアは今まで見せた中で一番優しく美しい笑みを浮かべると、そっと両手を伸ばしイヴァンの頬に触れた。

「目覚めてすべてを思い出したとき、胸が温かくて涙が止まりませんでした。ローベルト様の思い、そして……イヴァン様、あなたの大きな愛を心から思い知って」

　温かくやわらかい手がイヴァンを導き、彼を包み込むように胸に抱きしめる。それは、イヴァンが初めて知る安らぎに満ちあふれていた。

「ローベルト様が気づかせてくださったんです。私にとってイヴァン様がどれほど大切でかけがえのないお方なのかを。あなたは私の光です。暗闇から救い出し、ずっとずっと私をまぶしく温かい光で包んでくれていた。――今度は私があなたの光になりたい」

　イヴァンは、今度は自分の心の中で鎖が解けた音を聞いた。重く冷たかった枷かせがはずれ、満身創痍だった心が温かく包み込まれ癒やされていく。

「愛しています、イヴァン様。あなたの妻として、未来永劫、共に歩んでまいります」

「――ナタリア……」

　呼びかける声は、涙にかすれていた。

　ナタリアの背を強く抱きしめ返し、胸に顔をうずめてイヴァンは泣いた。

　皇帝の涙を、とがめる者は誰もいない。彼はようやく手に入れたのだ。十年以上愛し続け、孤軍奮闘し、何度も折れそうになりながら奮い立たせてきた心を包んでくれる妻のぬくもりを。

　側近も侍従や宮廷官らも、その場にいた者たちは皆胸を熱くし涙を拭った。偉大なる君主が愛を貫き奇跡を勝ち得たその姿を、彼らは誇りに感じるに違いなかった。

　窓からまばゆい光を感じ、ひとりの侍従がカーテンを開いた。窓越しの光景に気づいた者たちが、小さく歓声をあげる。

「……イヴァン様……」

　光に気づいたナタリアも窓を振り返り声をあげれば、イヴァンも「ああ」と感嘆のつぶやきを漏らした。

　空は青く澄み渡り、きらめく太陽からやわらかな光が降り注いでいた。厚い雪雲の姿はもうない。

　春だ。

　例年より半月近く早い春の訪れに、イヴァンもナタリアも、宮廷の者も、スニーク国中の者が胸を躍らせる。

　希望あふれる光景に笑みを湛えるイヴァンとナタリアの隣では、小ぶりの花瓶に飾られた白い雪割花が、日の光を受けてキラキラときらめいていた。










終章　いのちの冠




　――十一月。

　白く染まったスニーク帝国の街に、教会の鐘が響き渡る。

　国中の教会の鐘が鳴り響く中、国民は万歳を繰り返し国旗を掲げ歓喜に歌い踊った。

　帝都コシカでは祝砲が打ち上げられ、降雪にもかかわらず街は祭りのごとく賑わいワインと菓子と花が振る舞われた。

　アスケルハノフ朝第七代皇帝の座を約束された皇子の誕生である。

　ナタリアは無事に妊娠期間を乗りきり、玉のように愛らしく健やかな男児を産んだ。彼女の側近らも大泣きするほど喜んだが、なによりイヴァンの喜びようといったら筆舌に尽くしがたいほどだった。

　なにせ彼は生まれたばかりの息子にスニーク帝国の最高勲章を贈り、ナタリアには新しい離宮を贈り、さらに多くの祝い金を各地方に下賜したのだから。

　アレクセイと名づけた息子を、イヴァンはそれはそれはかわいがった。どこの晩餐会や舞踏会に行っても彼の話す話題は、アレクセイがいかに素晴らしい皇子であるかというものばかりだ。

　そして同じくらい……いや、それ以上に、イヴァンは妻ナタリアを寵愛し大切に扱った。

　ナタリアはあれから心をさまよわせることはなくなった。奇跡のような夢を見て、ローベルトのことを思い出したときから。

　なにが原因で治ったのかと、医者は首をかしげるばかりだったが、最終的に妊娠をして体質が変わったことがよかったのではないかと結論づけた。

　真実は、イヴァンとナタリアだけが知っている。

　イヴァンが命懸けで取ってきた雪割花は薬にはされず、花がしおれてからはナタリアが押し花の栞にして宝物にしている。白い雪割花を贈ってくれようとしたふたりの男性の真心を、いつまでも忘れないように。

　奇病を克服したナタリアは今まで以上に皇后の活動に励んだ。これまで周囲にかけた迷惑を償い、スニーク帝国皇后としての名誉を回復するために。

　もはや非の打ち所のないナタリアを悪く言う者など、どこにもいない。彼女の美貌、品格、教養は稀代のエレガントさを誇り、大陸一の高貴な皇后と噂されるほどだ。

　そしてナタリアは子を産み母になって、ますます魅力を増した。

　聖母のような輝きを持ったナタリアに、宮廷官たちでさえうっかり見とれることがあるのだから、ナタリアを寵愛しているイヴァンの心酔ぶりときたら、他国にまで知れ渡るほどだった。




　ある日、ナタリアはイヴァンに呼ばれ皇帝の居間へとやって来た。

「陛下、ナタリアです。お呼びでしょうか」

　ノックをしてドアを開けると、ソファに座っていたイヴァンは少年のように無邪気に破顔する。

「来たか。さあ、早くこっちへ来い」

　手招きをするイヴァンの向かいには、王族御ご用よう達たしの仕立て屋をはじめスニーク帝国で名を馳せるデザイナーたちが幾人もいて、ナタリアは密かに驚きながら室内へ進み入った。

「今度、アレクセイを連れてトナカイの牧場を見に行くだろう？　そのときにアレクセイに着せるコートを仕立てさせようと思ったのだが、いっそ俺とお前も同じデザインで仕立てて、三人で揃そろいのコートにしてもいいかと考えてな。ほら、どれがいいと思う？　兎の毛もやわらかくていいが、やはり王族らしくアーミンにするべきか？」

　どうやら親子でお揃いのコートを仕立てるため、わざわざナタリアを呼びつけたらしい。

　なんとも平和な相談に微笑ましさを感じるが、それよりも妻と息子と揃いの服を着ようなど、かつては戦場でも宮廷でも恐れられていた皇帝とは思えない変わりようだ。ナタリアはおかしくなって小さくクスクスと笑った。

「イヴァン様ったら。アレクセイよりお出かけを楽しみにしてらっしゃるみたい」

　肩を揺らしながらイヴァンの隣に腰を下ろせば、すぐさま肩を抱き寄せられてしまった。

「当然だ。お前とアレクセイがそばにいることが、俺にとってどれほど幸福だと思う？　毎日祝福の鐘を鳴らしたいくらいだ」

　今まで心を安らげることもできない苦しい日々を送ってきた反動だろうか。イヴァンの妻と子に対するのろけは留まることをしらない。

　それは彼が安心し満たされている証なのでナタリアはうれしくも思うが……人目をはばからずに寵愛されるのは、少し困ってしまう。

　抱き寄せ、頬に遠慮なく唇を押しつけてくるイヴァンに、ナタリアは頬を赤くして眉尻を下げる。

「イヴァン様……！　お気持ちはわかりましたから、その……人前で口づけは……」

　グイグイと胸板を押しやろうとするも、たくましい彼の体はビクともしない。

「夫が最愛の妻に口づけてなにが問題だ？　皇帝夫妻が仲睦まじければ子孫が繁栄し国家の安泰につながる。素晴らしいことだろう？」

　ナタリアをしっかり腕の中につかまえながらイヴァンが仕立て屋たちに視線を送ると、彼らは戸惑いつつも「おっしゃる通りで！」と声をそろえた。

　そんな光景にナタリアはあきれたが、気をよくしたイヴァンはますます顔をほころばせてキスの雨を降らせる。そして。

「ではさっそく、皇帝として国家安寧の重大な務めを果たすとしよう。お前らは出ていけ」

　なんとイヴァンはナタリアのドレスのリボンをほどきながら、仕立て屋たちをシッシと追い出そうとするではないか。

「い……イヴァン様！　アレクセイのコートを仕立てるのではなかったのですか!?」

「それは後でいい。今は子孫繁栄の責務の方が大事だ。『アスケルハノフ家の血筋を栄えさせよ』と神の声が聞こえたような気がするぞ」

「嘘おっしゃらないで！」

　嬉々として妻をソファに押し倒そうとするイヴァンと、顔を真っ赤にしてもがくナタリア。そんなふたりを微笑ましくも恥ずかしそうに見ながら、仕立て屋たちは「それでは、のちほど」と部屋を出ていった。

　皇帝の居間からゾロゾロと職人たちが出てきたのを見て、廊下を歩いていたオルロフと大臣たちが目を丸くする。

「どうしました？　なにか問題でもあったのですか？」

　驚いたオルロフが声をかけると、仕立て屋たちは皆頬を染めて困ったように笑った。それを見てオルロフも大臣らも、室内で今なにが繰り広げられているのかを悟った。

「まったく、嘆かわしい！　大帝国の皇帝ともあろうお方が、毎日毎日皇后を寵愛されて！　いくら皇后陛下がお美しく魅力的だからといっても、君主たるものもっと慎みを持っていただかなければ！」

　いまだにイヴァンに対して非難ばかりするユージンだが、その台詞が批判になっていないことにオルロフはククッと噴き出す。

「よいではないですか、ユージン殿。イヴァン様もナタリア様も、大陸一素晴らしいご夫婦なのですから。おふたりの血を引く御子が多くお生まれになるのは、スニーク帝国として喜び以外のなにものでもありません。それに我が国は今、陛下の長年のご尽力の賜物で国内外とも実に安定しております。陛下にはぜひ恒久の平和のためにも英気を養っていただきましょう」

　オルロフの言葉に、ユージンはなにか反論したそうな顔をしつつも、口を噤んで「ふん」と背を向ける。ほかの大臣らはそんなやり取りを見ておかしそうに目を細めながら、「いやはや、その通り。皇帝陛下は長年辛抱されたのです。人目をはばからず皇后陛下と睦み合うなど、むしろ喜ばしいことじゃありませんか」と朗らかに笑う。

　和やかな笑い声は、この国が平和である証だ。

　鉛色の空と冷たい雪に閉ざされても、スニーク帝国の民の心は温かい。それは民草から、皇帝まで。




「――イヴァン様。私、この国がとても好きです」

　素肌にブランケットだけをまとった姿で窓辺に立ち、ナタリアがつぶやく。

　ソファから身を起こしたイヴァンは脚衣だけ身につけると、自分のシャツを手にしてナタリアのもとまで行った。

「体を冷やすな」

　そう言って肩に掛けられたシャツは大きくて、ナタリアのももまですっぽり覆ってしまう。

　シャツとブランケットにくるんだナタリアをうしろから抱きしめながら、イヴァンはさっき残した首筋の赤い痕にもう一度唇を押しつけた。

　小さく息を乱すナタリアの髪を手で梳いて、イヴァンは「俺も、この国が好きだ」と会話の続きを紡ぐ。

　ナタリアは首筋を舐るイヴァンの頬に手を添えて、懐かしそうに目を細めた。

「雪に……白に包まれて、まるで時が止まってしまったような街並みを見ていると……永遠を感じるのです。ずっとずっと終わらない世界にいるみたいで……少しだけ怖くて、けれど……」

「けれど？」

「あなたと一緒ならば、なんて幸せなことだろうって……」

　そう語ったナタリアの瞳は、銀世界を映してきらめいている。

　イヴァンはナタリアの手に頬をすり寄せると、耳もとでささやいた。

「永遠だ、ナタリア。たとえいつの日にかこの身が滅びることがあっても、俺たちの魂は永遠にこの白い世界で愛し合う。何百年、何千年――時など越えて」

　ナタリアはそっと振り返り、悠久の愛を誓った唇にキスをする。

　ふたりの魂が長く険しかった試練を乗り越え、固く強く結ばれたことを、天から舞い降りる白い雪だけが見ていた。




　ここはスニーク大帝国、雪の国。

　一年のほとんどを白で覆いつくされたこの国の風景を、まるで時の止まった世界のようだと人は言う。




――終――
















特別書き下ろし番外編










トルドット




「スニーク帝国の皇帝は大陸一の愛妻家だ」

　そんな噂が大陸中の国々に流れるようになったのはいつからだろうか。

　ナタリアが深く愛されていることは、スニーク帝国の宮廷官たちの間では結婚前から知られていたことだったが、それが異国にまでとどろくようになったのは、やはりナタリアが病を克服し、初子をもうけた頃からだろう。

　なにせ、噂の張本人であるイヴァンがすっかり変わったのだ。妻を溺愛しながらも威厳を保ち、どこか近づきがたい冷酷さを持っていた男は、今や口を開けば妻と息子の自慢が九割の愛妻家であり、子煩悩である。しかも、妻と子を語るときの彼の顔といったら。恋する少年のようにうっとりと陶酔した顔で妻の称賛をしたかと思えば、目尻を下げて息子の素晴らしさを誇っては喜色満面になるのだ。

「戦争を繰り返していた頃のイヴァン皇帝とは別人だ」と、彼に会った異国の要人たちが口をそろえるのも、当然のことだろう。

　けれど、スニーク帝国の宮廷官たちはそんな皇帝を非難したりはしない。皆、わかっているのだ。皇帝がどれほど苦しい道程を経て、今の幸せを掴んだのかを。

　決してあきらめず不屈の愛を貫き通したイヴァンの姿は、宮廷だけでなく国民にも感動と勇気を与えた。不滅の愛を信じるようになった者、病に立ち向かう気力を得た者、様々だ。

　だからスニーク帝国の民たちは皇帝を非難しない。……たとえ、異国の者たちが「スニーク帝国は冬の国だが、皇帝の頭は春だな」とあきれていたとしても。

　しかし、そんなイヴァンの様変わりを好機ととらえるものもいる。プルセス王国のハルデンベルク大公だ。

　彼は以前スニーク帝国に外交に来た際、失態を演じてしまった。イヴァンに現地妻を勧めて、激怒させてしまったのだ。

　イヴァンが怒りを抑えてくれたことで、そのときは事なきを得たが、スニーク帝国側に大きな借りができてしまったことは否めない。ハルデンベルク大公はこの機に、なんとか失態の穴埋めをしたいと思っていた。

　そんな彼に絶好の機会がやってきたのは、十一月。イヴァンがナタリアと一歳になった息子を連れて、プルセス王国へ外遊にやって来たときのことだった。




　ナタリアは驚いた。プルセス王国に来てからやけに歓迎が華々しいとは思っていたけれど、まさかあてがわれた客室が花とプレゼントの山で埋まっているとは想像もしなかった。

「……ハルデンベルク大公殿下。あの、これは……」

　客室の開かれたドアの前で、ナタリアは目をまん丸くして立ちつくす。

　直々に案内してきたハルデンベルク大公はまるで商人のように腰を低くし、へりくだった様子で説明した。

「ナタリア様に僕から歓迎の贈り物でございます。なにせナタリア様はこの大陸一お美しいお方。そんな美の女神が、我がプルセス王国の宮殿にお泊りになるという光栄に我々はあずかれたのです。なんという名誉なことでしょう！　この感謝と感激を表したく、ささやかながら贈り物をさせていただきました。お気に召したなら幸いです」

　要は、盛大なゴマすりである。ハルデンベルク大公はイヴァンが愛してやまないナタリアを褒めて、褒めて、褒めまくって、なんとか以前の失態をチャラにしようと企んでいたのだった。

「まあ……もったいないお言葉です。けど、こんなにたくさん……なんだか申し訳ないわ」

　過剰な称賛に、ナタリアは少々引き気味だ。笑みを湛えながらも心の中で困り果てていると、ハルデンベルク大公は部屋に入り、テーブルに山積みにされていた花の中から薔薇の花束を持ってきて、ナタリアの前にひざまずいた。

「さあ、お受け取りください。大陸一の美姫に、僕の歓迎の証です」

　差し出された花束に、ナタリアが手を伸ばそうとしたときだった。

「俺の妻に勝手に花を贈るな」

　隣に立っていたイヴァンが花束を大きな手でワシッと掴み、部屋の中にポイと投げ捨てた。

　ハルデンベルク大公は唖然とする。なぜなら、ご機嫌をとっているはずのイヴァンの顔が実に不機嫌そうにしかめられているからだ。

「あの……ナタリア様は薔薇がお嫌いで……？」

　またしても彼の機嫌を損ねてしまっただろうかと、ハルデンベルク大公は顔を青くする。イヴァンはフンと鼻を鳴らすと室内に進み入り、部屋いっぱいの花とプレゼントをぐるりと見回してから振り返った。

「ハルデンベルク大公、歓迎のお気持ちはありがたく受け取っておこう。だが歓迎にしてはいささか過剰だな。まさか貴公――俺の妻に薄汚い下心を抱いているのではあるまいな？」

　なにやら邪推したイヴァンが、眼光鋭くハルデンベルク大公を睨みつける。

　その迫力に背を粟立てたハルデンベルク大公は、「と、と、とんでもございません！」と首をブンブンと横に振った。

「イヴァン様ったら、そんなわけございませんわ。せっかくハルデンベルク大公が心を込めて歓迎してくださったのですから、お礼を申し上げましょう」

　すかさずナタリアがなだめたので、イヴァンの手がサーベルの柄にかかることはなかった。

「……プルセス王国とハルデンベルク大公に、謝意を」

　ひとまず激高されなったことにハルデンベルク大公はホッと胸をなで下ろし、「それでは、僕はこれで」と、そそくさと部屋を出ようとする。ところが。

「ハルデンベルク大公」

　決して上機嫌ではない声でイヴァンに呼びかけられ、彼はおそるおそる振り返った。

「ひと言だけ申し上げておく。我が妻は大陸一美しいのではない。世界一だ。そこを間違えるな」

「はっ！　海より深く心に刻みます！　ナタリア様は世界一お美しい！」

　ハルデンベルク大公は胸に手をあて、勢いよくこうべを垂れた。正直なところ、大陸一でも世界一でもどちらでもいいが、次に間違えたら今度こそサーベルの錆になるかもしれないので、『世界一』を必死に脳に刻み込む。

　そんなハルデンベルク大公にイヴァンは満足したようにうなずいたが、ナタリアは彼の心中がヒシヒシと伝わってくるようで、申し訳なさでいたたまれない気持ちになった。




「イヴァン様はやきもちがすぎますわ。世の中の男性が皆、私に興味がおありになるわけがないのに」

　侍女たちに手伝ってもらい、ナタリアは部屋に積まれているプレゼントの箱をひとつひとつ開けながら、そう言った。

　近くの長椅子に座っていたイヴァンは、手近な場所にあった花束からヒヤシンスを一本抜いてもてあそびながら答えた。

「お前が自分の美しさに自覚が足りないから、いけないんだ。どいつもこいつもナタリアを見ては卑しく頬を染める。まったく、気に食わない」

　妻を愛するあまり、イヴァンが過剰に嫉妬するのはいつものことだ。侍女たちはこっそりと笑いをこぼすけれど、ナタリアは「困ったお方」とため息をつく。

　イヴァンはもてあそんでいたヒヤシンスを指で弾いて投げ捨てると、「まあ、でも」とつぶやいた。

「ハルデンベルク大公は違う下心があるようだな。以前俺にふらちな贈り物をしようとして不興を買ったのを、ナタリアを褒めそやすことで挽回しようと企んでいるのだろう。ふん、相変わらず思慮浅い男だ」

　そこまでわかっているのなら、なおさらやきもちを焼く必要などないではないかとナタリアは考えるが、イヴァンとしてはそうではないのだろう。

　夫の盛大な嫉妬心をヒシヒシと感じながら箱を開けていたナタリアは、箱に収められていたショールのついたドレスを見て「まあ」と感嘆の声をあげた。

　金糸で蔦模様の織り込まれたレースが襟や袖を飾るドレスは、艶やかな黒色だ。薄絹のショールにも金糸で一面に花と蔦模様が刺繍されており、まるで闇夜に瞬く満天の星のように美しい。

　侍女たちもナタリアが手にしたドレスを見て「なんて素敵」「すばらしいセンスですわ」とうっとりとした。

「どうですか、イヴァン様。今夜の舞踏会にこれを着ていこうかしら」

　ドレスを体にあてたナタリアを見て、イヴァンは背もたれに預けていた体をがばっと起こした。そして目を見開いて見とれた後、なぜだか苦悩するように頭を抱えてしまう。

「……黒とは盲点だった……」

　普段、ナタリアがドレスを買うときはイヴァンの好みに合うものを選ぶ。彼は白や水色など清せい楚そなものか、深紅や紫など品のある艶やかなものを好む。なのでナタリアのドレスは自然とその系統の色やデザインが多くなっていった。

　そんなナタリアは、黒の舞踏ドレスを着たことがなかった。イヴァンの中で黒のドレスはどこか卑俗な印象があって、清麗なナタリアに着せたがらなかったのだ。

　しかし、イヴァンは己の見立てが間違っていたと認めざるを得ない。

　黒色のドレスはナタリアの清純さの奥に秘めた艶やかさを、存分に引き出していた。体にあててみただけだというのに、色香が匂い立つようだ。それなのにけっして下品にならないのは、繊細な金糸の刺繍のおかげだ。高級感漂う刺繍は品格を下げるどころか、ナタリアの皇后としての威風を増して見せる。

　子を産み大人の女性としての魅力を日々増しているナタリアにとって、これ以上ないほどに似合うドレスだった。

　イヴァンは己の慢心を深く深く反省する。彼女のことを誰より理解しているつもりでありながら、秘められた魅力の引き出し方をわかっていなかった。

　あまりのナタリアの蠱惑的な美しさに心酔する一方で、そのドレスが自分の見立てたものではないことに、イヴァンは悔しさで胸が引き裂かれそうになった。

「あの、イヴァン様……どうなさいましたか？　そんなに似合っていませんか？」

　頭を抱えてうなだれてしまったイヴァンに、ナタリアが心配そうに声をかける。

　イヴァンは「いや、大丈夫だ。今夜はそれを着ていくといい」と顔を上げて微笑むと、「最高に似……っ、似合っている……」と悔しそうに褒めて、ナタリアや侍女を困惑させた。




　その日の夜。王宮のホールで、イヴァンとナタリアを歓迎する舞踏会が開かれた。

　ナタリアはハルデンベルク大公から贈られた黒色のドレスを着て出席した。髪やアクセサリーもドレスに合わせコーディネイトしたことで、ナタリアの蠱惑的な魅力はイヴァンが言葉をなくすほど増大した。

　それは決して彼のひいき目ではなく、着飾ったナタリアの姿は会場中の視線を集めるほどだ。

　黒色のなめらかな生地は彼女の肌の白さを引き立て、色香と共に儚さまで醸し出している。ドレスと揃いの黒と金のヘッドドレスはプラチナブロンドによく映え、誰もが夜空のオーロラを連想せずにはいられなかった。

　そして、実際に着用してみて判明したのが、ナタリアのスタイルのよさを際立てるそのデザインの秀逸さだ。パフスリーブにハイウエスト、トレーン付きというエンパイアスタイルは今のドレスの定番だが、注目すべきは大きく開いた胸もとである。普段より大胆にあらわになった胸の谷間は襟元のレースで覆われ、見えそうで見えない絶妙なデザインとなっている。

　イヴァンはドレス姿のナタリアを見たとき、激しく感動するとともに後悔もした。ひとつめの後悔は、舞踏会の間中ずっと情欲を我慢しなくてはならない状況に陥ってしまったことだ。こんなに官能的な妻が隣にいるのに抱けないだなんて、拷問である。

　ふたつ目は、これほど蠱惑的な姿の妻をほかの男の目にさらすことへの後悔だ。いつもの嫉妬と心配も、今夜は倍増である。

「これはこれは、ナタリア様。さっそくドレスをお召しになってくださったのですね。いやあ、とてもお似合いです。さすがは世界一お美しい皇后陛下。今宵の舞踏会は誰もがナタリア様のエレガントさに感嘆のため息をつかずにはいられないでしょう」

　会場に入ってきたイヴァンとナタリアの前に、さっそくハルデンベルク大公が進み出て挨拶を交わす。彼は今度こそ自信があった。イヴァン皇帝の愛してやまない妻に最上級のドレスを贈って美しさを引き立て、さらにこれでもかと褒めそやしたのだ。イヴァンが「よいものを見立ててくれたな、礼を言う」と上機嫌になるのを信じていた。ところが。

「調子に乗るな。貴公の贈ったドレスが素晴らしいわけではない、ナタリアが美しいからどんなドレスでも着こなせるのだ。今宵の我が妻がひときわ美しいのは貴公の功績ではない、それを忘れるな」

　どういうわけかイヴァンはひどく不機嫌である。それはもう、イライラとしているのがひと目でわかるほどに。

　礼を言われるどころか叱責されて、ハルデンベルク大公は理不尽さと怖れを同時に抱いた。

「イヴァン様、なんてことをおっしゃるんですか！　お許しください、ハルデンベルク大公。あなたの贈ってくださったドレスは大変素晴らしいものです。とても気に入りました。どうもありがとうございます」

　すかさずナタリアがフォローを入れてくれたものの、イヴァンは相変わらず仏頂面だ。不機嫌というよりはむしろふて腐れているように見える。

　どうにもイヴァンの機嫌がよくなるような気配がないので、ナタリアは「イヴァン様、せっかく私たちのために開いてくださった舞踏会ですから踊りましょう」と強引に腕を引き、ハルデンベルク大公に一礼してその場を後にした。




　ナタリアとの優雅なダンスは、イヴァンの心をいっとき和らげた。

　イヴァンは舞踏会はそれほど好きでもないが、パートナーがナタリアであれば話は別だ。彼女を腕に抱きながら旋律に身を委ねるのは至福で、いつまでも踊っていたいとよく吹聴している。

「ますますうまくなったな、ナタリア」

「イヴァン様がお上手にリードしてくださるからです。それに、プルセス王国のワルツはとても踊りやすいみたい」

　楽しそうに舞うナタリアと見つめ合い、イヴァンは恍惚とする。我が妻はなんとたおやかで、かつ愛らしいのだろうと、もう何千回目かわからない感動を胸に抱いた。

　しかしその夢心地の時間は、ワルツが終わると同時に強制的に幕を閉じる。

「いやあ、素晴らしい！　噂に違わぬお美しさですな！」

「大変感動いたしました。陛下、よろしければ次は私と踊っていただけませんか？」

「大陸一の美姫と名高いナタリア様、ぜひわたくしめのお相手を」

　曲が終わると同時にイヴァンとナタリアは盛大な拍手と称賛に包まれ、あっという間に人垣に囲まれてしまった。

　それも当然である。今夜の主役はイヴァンとナタリアだ。誰もが偉大なスニーク帝国の皇帝夫妻とこれを機に縁を持ちたいと思っている。ましてやあれだけ優雅なダンスを見せられたら、パートナーとして一曲踊ってもらいたいと純粋に望む気持ちが湧くのも自然なことだった。

　ダンスの相手を務めるのもまた、外交の一環だ。国内で要客などのない舞踏会なら、イヴァンもナタリアもほかの相手と踊ったりはしないが、今回は違う。プルセス王国がふたりの歓迎のために開いてくれた舞踏会なのだ。主催したハルデンベルク大公はじめ王室の人々や高位官僚らと踊ることが、歓迎に対する返礼になる。むげに断ることはあり得ない。

　そんな外交上の礼儀を心得ているナタリアは、自分を取り囲む男性の中からまずプルセス王室の王太子と踊ろうと、向かい合ってドレスの裾を持ち膝を曲げた。

「エルマー王太子殿下、よろしくお願いいたします」

　まだ年若い金髪の王太子は初々しく頬を染め、「光栄です、ナタリア皇后陛下」と胸に手をあてお辞儀をする。

　そしてふたりが手を取り合い、ホールの中央へ行こうとしたときだった。

「待て」

　なんとイヴァンが、ナタリアの手首を掴んで止めた。その瞬間、嫌な予感にナタリアはこめかみに汗を伝わせる。

「駄目だ。今日は俺とだけ踊るんだ、ナタリア」

　夫のあり得ない発言を聞きながら、ナタリアは「やっぱり」と眉根を寄せた。

　エルマー王太子も周囲の者たちも、イヴァンの言った意味がわからず皆キョトンとしている。

　イヴァンは目をパチクリさせているエルマー王太子の手をナタリアから放させると、そのままナタリアを胸に抱き込んで言った。

「あいにくだが、我が妻は今宵は俺としか踊らない。歓迎を拒んでいるわけではない、我が妻が美しくなりすぎるのを止められなかった俺の失態だ。悪く思わないでいただきたい」

　その瞬間、舞踏会場は水を打ったようにシンとなった。皆、理解不能な顔をしていたが、やがてぽつり、ぽつりと、「ああ……これが噂の〝大陸一の愛妻家皇帝〟か……」と納得の表情へと変わっていった。

「イヴァン様ったら、冗談はおよしください。皆様、驚いてらっしゃるわ。外遊に来ておきながら相手国の方と踊らないなんて、あり得ませんものね」

　ナタリアは夫を貶めないよう注意を払いながら、こわばった笑顔で諫いさめる。けれど彼女のそんな努力も意に介さず、イヴァンは「冗談ではない」と言いきった。

「お前の言うことももっともだが、今夜は別だ。今夜のお前は魅力的すぎる。見ろ、どいつもこいつも鼻の下を伸ばしてお前に心酔している。そのうえ一緒に踊ったりなどしたら恋に落ちるも同然だ。お前はこの国の男をすべて虜にする気か」

　夫の過剰な心配に、冷静に努めようと思っていたナタリアもついにあきれ顔になってしまった。

「馬鹿なことおっしゃらないでください！　プルセス王国の方々に失礼です！　私に心酔してらっしゃるのはイヴァン様だけです。ほかの殿方がそのようになるなど、あらぬ心配です！」

「お前は自分の魅力がわかっていないんだ。そこの鏡を見てみろ、どこの女神かと見まごうぞ。美貌も色香も人智を超えている、そんなに美しく装うのを止められなかった俺の失態だ」

「女神でもなければ人智も超えていません！　過大評価です！」

「過大評価なものか、お前が自分を過小評価しているんだ。自覚しろ、今宵のお前がどれほど蠱惑的かを。そもそもこんなみだらなドレス姿は俺だけに見せるべきなんだ！」

「みっ……!?　な、なんてことおっしゃるの!?　そんな目で見ているのはイヴァン様だけです！　イヴァン様がみだりがましいだけです！」

「そんなわけあるか！　白い肌をあらわにして、うなじを丸出しにして、豊満な胸まで見せつけて、世界中の男が欲情するに決まっている！　ああ、言っていて腹が立ってきた。どうしてお前の乳房をほかの男に見せてやらにゃならんのだ！」

「さ、最低っ！　イヴァン様、最低です！」

　言い争いは白熱し、もはや夫婦喧げん嘩かとなってしまったふたりの様子を、会場の人々はただポカンと見つめている。止めたくても、とても口を挟めるような状態ではない。

　イヴァンはナタリアの手をがっしりと掴むと、「帰るぞナタリア！　これ以上お前が男の目に触れることに耐えられん！」と言って、ついに舞踏会場を後にしようとした。

「ちょっと、イヴァン様！　駄目ですってば！　失礼がすぎます！」

　ナタリアは必死に手を振りほどこうとするが、イヴァンの力強く大きな手がほどけるはずがない。引きずられるようにずんずんと出入り口まで引っ張られていくと、扉のそばに顔の青ざめたハルデンベルク大公が立っていた。

「へ、陛下、どうか気をお鎮めくださいませ。精いっぱいおもてなしさせていただきますので、どうか楽しいお時間を……」

　歓迎の舞踏会が大失敗に終わりそうな予感に、涙目になってハルデンベルク大公はイヴァンをなだめようとする。しかし彼がここで顔を見せてしまったのは、火に油だった。

「ハルデンベルク大公、もとはといえば、貴公がこんな素晴らしくていやらしいドレスをナタリアに贈るから悪いのだ！　ナタリアに素晴らしいドレスを贈るのも、それを見て堪能するのも、俺だけでいい！　夫である俺の特権を奪うとは、無礼にもほどがある！」

「えぇえっ!?」

　理不尽この上ない怒声を浴びせられながら、ハルデンベルク大公は思った。愛妻家というのは、世界で一番やっかいなものであると。

　外交と女性関係にはそつがないと、国内で一目置かれていたハルデンベルク大公の自信が、ぽっきり折れた瞬間であった。

　イヴァンに腕を引かれながら、「ハルデンベルク大公！　申し訳ございません！　誠に申し訳ございません！」と叫ぶナタリアの声が、虚しく廊下に響き渡ったのであった。




　強引に客室まで連れ戻されたナタリアは怒り心頭で、イヴァンにどうやって非を認めさせるべきか考えていた。

　しかし部屋に入ってドアを閉めるなり、叱責しようとしていた唇はキスで塞がれた。

「んっ……、ぅ、ん……」

　吐こうと思っていた言葉も、感情も。すべて奪われ、のみ込まれてしまうような深いキス。

　ナタリアは力強く抱き寄せるイヴァンの胸板をポカポカとこぶしで叩いたが、それが意味をなすことはなかった。

「んん……、っ……は、ぁ……っ」

　口腔をたっぷり舐られ、ようやく解放されたときには頬が熱くなっていた。胸の鼓動もドキドキと早鐘を打っている。

　ナタリアはイヴァンをズルいと思う。話し合いをする前から唇を塞いで、荒ぶる気持ちを抑え込んでしまうなんて、卑怯だ。しかも。

「ナタリア……」

　さっきまで傍若無人に振る舞っていた男とは同一人物と思えないほど、イヴァンは切なく真摯な眼差しでナタリアを見つめている。

　ナタリアは彼の切なげな表情に弱い。イヴァンがどれほど自分を愛しているか知っているからだ。そのけなげな想いを率直に向けられてしまうと、ナタリアは彼のことをすべて受け入れたくなってしまう。

「最初からこうすればよかった。俺だけがお前の魅力を知っていればいいんだ。人前になど出す必要はなかった」

　優しく頭を抱き寄せ髪をなでながら、イヴァンはナタリアのまぶたや鼻先にキスを落とす。その手はやがてむき出しのうなじに這わされ、華奢で白い首筋をツゥッとなでた。

「あっ……」

　熱い吐息が思わず漏れる。話し合いをしたいのに翻弄されそうになり、ナタリアは甘い声がこぼれそうな唇を噛みしめて、イヴァンの体を押し離した。

「……今は、情交にふけってよいお時間ではございません。イヴァン様はスニーク帝国の皇帝としてこの国へ外交に参られたのです。その重責あるご公務の遂行に、私の存在が障害になるならば、私は皇后失格です。あなたの妻でいる資格はありません」

　青い瞳で冷静に見つめ、はっきりと告げたナタリアに、イヴァンは少し驚いた表情を見せてから口を噤んだ。そしてしばらく無言のまま見つめ合った後、観念したようにイヴァンがため息をつく。

「……悪かった。嫉妬のあまり冷静な振る舞いができなかった、許せ」

　バツが悪そうなときのイヴァンの顔は、少年の頃から変わらない。自信家で気の強い彼の顔がいじけたようにしょんぼりするさまが、ナタリアは嫌いではなかった。

「ちゃんと後でハルデンベルク大公やエルマー王太子にも謝ってくださいますか？」

「ああ。非礼を詫びる」

「舞踏会に戻ってくださいますか？」

「……わかった、戻ろう」

　ようやくイヴァンが冷静になってくれたことに、ナタリアはホッとしてやわらかな笑みを浮かべる。けれどイヴァンはやはり、眉尻を下げたままだった。

「だが、そのドレスは脱いでくれ。お前はあらぬ心配だと言ったが、これは杞憂ではない。男どもがどんな目で見ていたか、お前はわかっていないんだ」

　せっかく贈られたドレスを着替えていくのは失礼だとは思うけれど、またイヴァンの嫉妬心が暴走するよりはマシだ。ナタリアはそう考えて無駄な反論はせず「わかりました」とうなずいた。

「それじゃあ別の舞踏用ドレスに着替えますので、イヴァン様は別室でお待ちになっていてください」

　支度を整え直すため侍女を呼ぼうと、ナタリアはテーブルの上のベルを取ろうとした。しかしその手はイヴァンに掴まれ、再び彼の懐に抱き寄せられてしまう。

「手伝いは呼ばなくていい。俺が脱がせてやる」

「イヴァン様……！」

　驚く間もなく、抱き寄せられた体勢で背中のボタンをはずされてしまった。体に密着していた生地がふわりとゆるむ感触がして、背中と胸もとがあらわになる。

「あっ……」

　イヴァンは腰まで続くボタンをはずしながら、ナタリアの首もとに吸いついた。陶器のように白い肌に、すぐに赤い花が咲く。

「今は駄目です、会場に戻らなくては……」

　イヴァンの胸板を押しやろうとする手は、ふたつまとめて頭の上で掴まれ壁に押しつけられてしまった。イヴァンの大きな手ならば、ナタリアの細い手首を二本まとめて掴むことなどたやすい。

「お前は残酷だな、ナタリア。俺の嫉妬心も情欲も煽っておきながら、凛とした皇后の顔で『耐えろ』と言う。罪深い女だ」

「そんな……」

　ナタリアはもちろん、嫉妬心も情欲も煽ったつもりはない。けれどイヴァンの忍耐は限界のようで、首筋をたどっていた唇は胸の谷間にまで貪欲に痕をつけ始めた。

「あ、あっ……、そんなに痕を残したら、人に見られてしまいます……」

「ああ。俺につけられた恥ずかしい痕を見られたくなかったら、もう胸や首をあらわにしたドレスは着ないことだな」

　子供じみた独占欲を丸出しにしながら、イヴァンは大人の手段でナタリアを従わせる。

　困ったお方と思いながらも、ナタリアの心と体は熱を帯びていった。理性では非難すべきこととわかっていても、愛する夫に貪欲に求められることはうれしい。

「イヴァン様……」

　ボタンとリボンをすべてはずされたドレスが、足もとへはかなく落ちる。漆黒のドレスを脱ぎ払って現れるのは、まばゆいほどに白くなめらかな肌だ。

「お前の体はスニーク帝国の雪景色より美しい。俺のものだ。誰にも見せたくない」

　首に、胸に、腹に、イヴァンは情熱の痕を残していく。

　やがてそれがももにまで達したとき、ナタリアはもう抗うことをやめて、彼の与えるすべてを受け入れた。




「さきほどは騒がせて悪かった。非礼を詫びる、許せ」

　そんな謝罪とともに、イヴァンとナタリアは舞踏会場へと戻ってきた。

　さっきとは打って変わって落ち着いた様子のイヴァンに、ハルデンベルク大公はじめ人々は心から安堵し、ナタリアが修道女のように首まで襟の詰まった白いドレスに着替えてきたことに、なにかを察した。

「ハルデンベルク大公、本当に失礼いたしました。お詫びと言ってはなんですが、よろしかったら私と一曲お相手願えませんか？」

　ナタリアがそう言うと、ハルデンベルク大公は一瞬顔を引きつらせた。けれど、ナタリアの隣に立つイヴァンがなにも口出ししなかったのを見て、「そ、それでは……」とナタリアの手を取る。イヴァンもまた、外交上当然と言わんばかりに王家の后や姫たちの踊りの相手を務めだした。




　――こうしてプルセス王国での残りの滞在を、イヴァンとナタリアは難なく過ごした。外交会談も成功し、スニーク帝国とプルセス王国の絆はますます深まるだろう。

　しかし、イヴァンたちが帰国した後、ハルデンベルク大公と外務大臣らは緊急に『某国愛妻家皇帝との外交術』を発行し、官僚らに厳守するよう通達した。

　それには、『皇后への贈り物はほどほどにすべし』『黒いドレスを贈るのは厳禁』『皇帝に愛あい妾しょうを勧めるとき、それは開戦を意味する』などと書かれている。

　やがてそれは秘密裏にほかの国々の外交官らにも広まり、同時に「スニーク帝国の皇帝は大陸一ではなく、世界一の愛妻家である」という噂も、まことしやかに大陸の隅々にまで知れ渡ったのであった。
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あとがき




　こんにちは、桃城猫緒です。このたびは『最愛なる妻へ～皇帝陛下は新妻への愛欲を抑えきれない～』をお手に取ってくださり、どうもありがとうございます。

　ひとりの皇帝が妻に身も心も捧げ続けた愛の物語、いかがでしたでしょうか。今作のテーマは『献身愛』です。結婚式では「健やかなるときも、病めるときも」変わらぬ愛を誓ったりするものですが、その「健やかなるとき」ではない状況に置かれた夫婦を今回は描こうと思いました。相手が自分の望む状態ではなくなっても変わらぬ愛を捧げ続けるのは、とても厳しく、けれど尊いものだと私は思います。この作品を読まれた方のお心にわずかでもなにか残せるものがありましたら、幸いです。

　さて、当作品の主人公のイヴァンとナタリアですが、じつは以前ベリーズ文庫様から出版させていただいた『軍人皇帝の幼妻育成～貴方色に染められて～』の番外編が初出なのです。（『軍人皇帝～』をお持ちの方はよかったら確かめてみてください）

　その番外編では溺愛バカップル状態でしたが、イヴァンがそれほどでオープンな愛妻家になったのは長く苦しかった日々があったから、というバックボーンを当時から考えていました。いつか必ずその物語を書こうと思っていたのですが、それがこのように文庫として出版させていただけることになって、本当にうれしく、ありがたく思います。（ちなみに、イヴァンの容姿が『軍人皇帝～』のときとは、ちょこっと変わってたりします）




　今回の作品もたくさんの方のお力添えがあって、皆様のお手もとに届けることができました。携わってくださった皆様、本当にありがとうございます！

　いつもお世話になっております鶴嶋様、佐々木様、今回も大変お世話になりました。今作よりお世話になりました井上様、ご丁寧な対応に感謝です！

　表紙を担当してくださった、えまる・じょん先生。大変美麗なイヴァンとナタリアをどうもありがとうございました！

　そしていつも応援してくださる読者様と、この本をお手に取ってくださった皆様へ、心よりの感謝を。どうもありがとうございました！




桃城猫緒
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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